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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第六章　星ほし宮みや六む喰くろ









　少し前、主ぬし様に、髪かみを切ってもらった。

　まあ厳密に言うならば、仕上げをしてもらったという方が正しいかもしれぬが。

　主様の操る鋏はさみが軽快に音を立てるたび、はらりはらりと足元にむくの髪が落ちていく。

　それは、なんとも不思議な感覚じゃった。

　もう何年も、髪を切ったことなぞなかったものだから。

　髪には地層のように、むくの履り歴れきが刻まれている。楽しかったこと、辛つらかったこと、たくさんのものが、その髪に込められている。

　無論髪を切ったからといってそれらを全て捨てるということにはならぬのじゃが……少し前までのむくは、きっと何の冗じよう談だんでもなくそう思っていたのじゃろう。髪に縋すがり、髪に執しゆう着ちやくし、髪を失うことを過か剰じように恐おそれていた。

　むくが髪を切る決心に至れたのは、主様のおかげに他ならぬ。

　何のことはない。髪を切ったからとて失われぬ確かなものを、感じられたのじゃ。

　何があろうとむくを迎むかえ入れてくれる、家族。

　ともに笑い、悲しんでくれる、仲間。

　それらを得たとき、むくはきっと、新たなむくになった。

　髪に縋らずとも、前を向いて歩いて行ける力を得た。




　散さん髪ぱつが終わり、鏡の前に立つ。

　主様は、むくを世界一の美女じゃ、と褒ほめてくれた。

　むふ、見え透すいた世辞じゃが、悪い気はせぬ。受けておくとしよう。

　じゃが、そのとき。むくは、ふと思ってしまった。

　ほんの一いつ瞬しゆんではあるが、吹ふっ切ったはずの想いを、抱いだいてしまった。

　──主様が褒めてくれたこの新しい姿を、一目でいいから姉様に見て欲しい、と。




　　　　◇




　人の足を止めるのに、必ずしも壁かべは必要ない。

　人の身体からだを縛しばるのに、必ずしも鎖くさりは必要ない。

　──事実、その少女は、ただそこに在あるだけで、居並ぶ者たちの足を縫ぬい止め、身体を縛り付けていたのだから。




「──ア、アア──アアアアアアアアアア──」




　まるで、遠えん雷らいのように。

　長い咆ほう吼こうが、辺りの空気を震ふるわせる。

　するとそれに合わせるようにして、彼女の髪が──元あった色が抜ぬけ落ちてしまったかのような淡あわい色の髪が、微かすかに揺ゆれた。

　それは、まるで彼女の存在そのものを示しているかのようではあった。喩たとえるならば、枯こ木ぼく。乾かわき、色いろ褪あせた枝がしなるかのようにさらさらと震え、僅わずか残った葉を揺らすかのような様である。

　その合間から覗のぞく面おもてと双そう眸ぼうにも、これまた生気のようなものは感じられない。硝子ガラス玉だまのような眼まなこに映るのは、歓かん喜きや享きよう楽らくでもなければ敵意でも殺意でもなく、ただただ空くう虚きよな色のみであった。

　その背に負った一〇もの剣けんは、それぞれが異様な圧力を発していたものの、別段それを誇こ示じしている様子も見受けられない。むしろ、手負いの獣けものが、無骨な拘こう束そく具ぐによって無理矢理立ち上がらされているかのような痛々しささえ感じられた。

　──識別名〈ビースト〉。

　精せい霊れいの絶えた世界に現れた、存在するはずのない精霊。

　それが、名前のない彼女に付けられた、仮かり初そめの名であった。

「な……な……」

　辺りから、狼ろう狽ばいに満ちた声が聞こえてくる。

　とはいえ、それも無理からぬことではあった。

　何しろ彼女が現れたのは、地上一万五〇〇〇メートルに浮ふ遊ゆうする空中艦かん、〈フラクシナス〉の直ただ中なかに位置するブリーフィングルームだったのだから。

　空中艦。それは強固な外装と不可視迷彩インビジブルによって護まもられた、堅けん牢ろうなる機械の城。天空の覇は者しやが座する至高の玉座。何者の手も届かず、何者にも侵おかされないはずの、絶対の空間である。

　だがその少女は、いとも容易たやすくその聖域に足を踏ふみ入れてみせた。

　外装を撃うち抜くでも、張り巡めぐらされた随意領域テリトリーを破るでもなく、虚こ空くうに開けた『孔あな』を通るという、常識外れの方法で。

　ブリーフィングルームには今、士し道どうと元精霊の少女たち、そして〈フラクシナス〉ＡＩのマリア、合わせて一二名の姿があった。まさに今の今まで、彼かの精霊〈ビースト〉の対策会議のために集結していたのである。

　その表情は一様に強こわばり、視線は〈ビースト〉に注がれている。

　何しろ、突とつ然ぜん己の目の前に、絶対的な力を持った捕ほ食しよく者が出現したというのである。本能的な戦せん慄りつ。身体を射い竦すくめられるのも無理のないことではあった。

　しかし──

「……よう、悪いな。こんなところまで迎えに来てもらって」

　士道は、冗談めかした調子でそう言うと、足を一歩前に踏み出した。

「な……士道──」

「──しっ」

　士道の行動に、誰だれかが慌あわてた様子で声を上げかけるが、甲かん高だかい声がすぐにそれを制する。

　ちらと見やると、そこに、真しん紅くの軍服を纏まとい、黒と白のリボンで髪を二つに括くくった少女の姿が認められた。

　──五いつ河か琴こと里り。士道の妹にして、この〈フラクシナス〉の艦かん長ちようである。その表情からは、士道に対する確かな信しん頼らいの色が見て取れた。

　士道は、自分の意図を察してくれた妹に心中で感謝を述べると、〈ビースト〉の空虚な眼を真っ直ぐ見み据すえたまま、ゆっくりと距きよ離りを詰つめていった。

〈ビースト〉が恐ろしくないといえば嘘うそになる。何しろ今目の前にいるのは、瞬まばたきの間に自分の首を落とすことのできる存在なのだ。しかも今の士道に、精霊の加護はない。彼女にそのつもりがなくとも、ほんの戯たわむれで命が摘つまれてしまう可能性は十分にあった。

　けれど、士道は足を止めなかった。

　彼女の力が恐ろしいのは百も承知。だがその上で士道は──彼女と対話がしたいと思ってしまったのである。

　一体彼女は何者なのか。

　彼女の目的は何なのか。

　それほどまでの力を持ちながら──なぜ、そんなにも悲痛な叫さけびを上げるのか。

　それを、知りたい。

　そして、自分にできることがあるのなら、手を差し伸のべたい。

　自分が精霊の力を持っているかどうかなどは関係なく。

　ただ──彼女を救いたいと、そう思ってしまったのである。

「にしても、よくここがわかったな。それに今の剣、まるで──」

「──貴、様……は……」

　士道の言葉を遮さえぎるように。

〈ビースト〉が、掠かすれた声を上げた。

「……！」

　微かな──ともすれば聞き逃のがしてしまいかねないほどに小さな声音。

　けれど確かな自我の証明に、少女たちが息を吞のむのが聞こえてきた。

　しかし〈ビースト〉はそれらを気にする様子もなく、睨ねめ付けるように士道に視線を這はわせながら続ける。

「……貴様は、何者だ。……なぜ、私は……ここにいる？」

　それは、士道に問うているというより、自問のように思われた。戸と惑まどい。自分の起こした行動の意味がわからないというかのような逡しゆん巡じゆん。彼女の纏まとった剣けん吞のんな空気から、微かではあるがそんな色が感じられた。

「貴様の残り香がを追ってきた、というのか……？　なぜ……？　私は……貴様に……一体……私は──私、は……」

「……！　まさか本当に、俺に会いにきてくれたっていうのか？」

「ア、ア、ア…………アアアアアァァァァァァァァ────ッ！」

　と、次の瞬しゆん間かん。

〈ビースト〉は悲鳴のような咆吼を上げると、士道目がけて右手を振ふるった。

「────っ！」

　その手の周囲には、それぞれの指に添そうかのように、五本の刃やいばが浮遊していた。その様は、まさに獣の爪つめ。士道は突然のことに反応できず、ただその斬撃を迎え──

「──主様！」

「のあっ!?」

　が、そのとき、士道は服の裾すそを引っ張られ、がくりと後方に倒たおれ込んだ。

　それとほぼ同時に、五条の斬撃が虚空を裂さき、ブリーフィングルームの壁を深々と切り裂く。

　爆ばく音おん。様々な精密機器が密集した艦の内ない壁へきが破は壊かいされ、炎ほのおと煙けむりが噴ふき出した。その衝しよう撃げきを受けてか、艦がぐらりと揺れる。

「わ……っ！」

「のあっ!?」

　その震しん動どうに、バランスを崩くずした少女たちが尻しり餅もちをついた。

　が、それをきっかけに、〈ビースト〉に射竦められていた足が動くようになったらしい。皆みながじりじりと床ゆかを躙にじるようにしながら、〈ビースト〉から距離を取っていく。

　一いつ拍ぱく置いて、背中にじわりと汗あせが滲にじむ。士道は今し方自分を引っ張ってくれた少女に目をやった。

「た、助かったよ、六喰」

「むん……間かん一いつ髪ぱつじゃったの」

　髪かみをお団子に結わえた小こ柄がらな少女が、安あん堵どの息を吐つきながら言ってくる。

　星宮六喰。彼女もまた、かつて精霊であった少女のうちの一人である。彼女がいち早く〈ビースト〉の動きを察知してくれなければ、今いま頃ごろ士道の上半身は細切れになっていたに違ちがいなかった。

　とはいえ、そう悠ゆう長ちように生存を喜んでいるような暇ひまもない。〈ビースト〉の一いち撃げきによって損傷した艦の内壁からはもうもうと煙が立ち上り、スピーカーからはけたたましい緊急事エマージエン態通告シーコールが鳴り響ひびいている。そして何より、〈ビースト〉は未いまだ艦かん内ないにいた。危機的状じよう況きようであることは疑いようがない。

　と、そんな中、至極落ち着いた様子の声が、涼すずやかに響き渡わたった。

「──艦内で爆ばく発はつを確認。ただちに消火活動に入ります。乗組員は速やかに避ひ難なんしてください」

　言って、声の主が大おお仰ぎように手を掲かかげてみせる。するとそれに合わせて、部屋のあちこちからロボットアームが伸び、燃える内壁に消火剤ざいを吹ふき付け始めた。

　まるで、彼女が意のままに艦の設備を操っているかのような光景。しかしそれも当然のことではあった。彼女の名はマリア。この〈フラクシナス〉のＡＩが、対人用インターフェースボディを用いている姿だったのである。

「マリア、被ひ害がい状況は!?」

　琴里が、煙から逃れるように身を低くしながら声を上げる。するとマリアはそれに倣ならうように膝ひざを縮めながら返した。無論彼女の身体からだであれば煙の直ただ中なかにいても問題はないのだろうが、そこはこだわりがあるらしい。

「軽けい微び──とは言い難がたいですが、航行に問題はありません。ただ──」

「……ただ？」

「彼女がこのまま大人しくしていてくれれば、の話ですが」

　マリアが淡たん々たんとした調子で言うと、煙で覆おおわれた部屋の上部から、再び爆発音が響いた。

「きゃ……っ！」

「──アアアアァァァァァ──ッ！」

　耳を劈つんざく咆吼が、ブリーフィングルームに響き渡る。どうやら〈ビースト〉が、炎から噴き上がる黒こく煙えんと、消火剤の白煙を吹き払はらおうとしてか、滅め茶ちや苦く茶ちやに『爪』を振るっているようだった。

　濃のう密みつな煙の奥から、金属が拉ひしやげるような破壊音と、断続的な爆発音が鳴り響く。そのたび、〈フラクシナス〉の巨きよ大だいな艦体が大きく震動した。

「びゃぁぁぁぁぁっ！　お、墜おちるぅぅぅッ!?　何とかしてよマリえもぉぉぉん!?　自分の身体でしょぉぉぉっ!?」

　艦橋の床に這い蹲つくばった眼鏡の女性が、涙なみだ目めになりながら悲鳴を上げる。──本ほん条じよう二に亜あ。彼女もまた、元精霊の一人である。

　その情けない様に、マリアが憐れん憫びんとも侮ぶ蔑べつともつかない視線を彼女に落とした。

「ぴーぴーうるさいです、二亜。少しは年長者らしくドンと構えていてください」

「そんなこと言ったってぇぇぇぇ！」

　と、そんな二亜の悲鳴に反応してか、〈ビースト〉がまたも『爪』を振るう。二亜の頭のすぐ上を斬撃が通り過ぎていった。二亜は顔を真っ青に染めると、両手で口を押さえて黙だまり込んだ。

　が、事態はまったく好転していない。〈ビースト〉は未だ断続的に咆ほう吼こうを上げながら、艦を破壊し続けている。このままでは、如い何かに随意領域テリトリーで艦体を支えている空中艦といえど、墜つい落らくを免まぬかれないだろう。

「く……」

　士道は脳裏を掠めたその考えに顔をしかめた。〈フラクシナス〉の、墜落。それは即すなわち、艦かんに乗っている仲間たち全員の死を表していた。

　クルーたちは言うに及およばず、霊れい力りよくを失った元精せい霊れいの少女たちも例外ではない。一刻も早く〈ビースト〉をこの場所から遠ざけなければ、確実な死が待っている。

　それに、問題はそれだけではなかった。彼女には空間に『孔あな』を開けるあの剣けんがあるのだ。仮に何らかの方法で〈ビースト〉を艦から放り出したとしても、再び戻もどって来られては意味がない。

「…………っ！」

　瞬間。幾いく度ど目かの〈ビースト〉の攻こう撃げきによって、ブリーフィングルームの床が破壊される。口を開けた大穴から、外──眼下に広がる夜空の風景が覗のぞいた。

〈フラクシナス〉は随意領域テリトリーで覆われた空中艦であるため、気圧差で外に吸い出されるようなことはなかったが、このまま破壊を続けられては、士道たちが艦外に放り出されてしまうのも時間の問題だろう。一刻も早くどうにかせねば──

「────」

　そこで、士道は小さく息を詰まらせた。

　理由は単純。頭の中に、とある考えが浮うかんできたのである。

「……六喰」

　逡巡は一いつ瞬しゆん。士道は〈ビースト〉をまっすぐ見据えたまま、もっとも近くにいた少女の名を呼んだ。

　そして、士道を守るかのように添えられていた手を、優しく退どける。

「むん……？　どうしたのじゃ、主ぬし様」

　鳴り響くアラームと爆音の中、六喰が少し不安そうに言ってくる。士道は姿勢を低く取ると、ぐっと足に力を入れながら言葉を続けた。

「──あとは……頼たのんだ！」

「な……っ!?」

　六喰の狼ろう狽ばいを背に浴びながら、士道はブリーフィングルームの床を蹴けった。

　そしてタックルをかける要領で〈ビースト〉の身体に組み付くと、そのまま〈ビースト〉とともに、艦の床に開いた穴に飛び込んだ。

〈ビースト〉が本気で構えていたなら、士道の体当たりくらいで姿勢を崩すことは叶かなわなかったろう。けれど濃密な煙に視界を遮られていたためか、〈ビースト〉は士道の抱ほう擁ようを受け入れるように後方へと倒れ込んだのである。

「悪いが、これ以上艦を壊こわされちゃたまらないんでな。──ちょっとの間、空の散歩に付き合ってもらうぞ……！」

「ア──アア──ッ」

〈ビースト〉の呻うめきを聞きながら、士道は──夜空に、落ちていった。

「──主さ────！」

　上方から微かすかに士道を呼ぶ声が響いた気がしたが、凄すさまじい風圧にかき消され、最後まで聞き取ることは叶わなかった。

　意識が飛びそうな浮ふ遊ゆう感の中、〈ビースト〉の身体を離はなさぬよう両手に力を込める。

　──これが、単純にして明快なる士道の思いつき。〈ビースト〉を艦から遠ざける方法。

　とはいえ、士道とて死にたいわけではない。だからこそ空にダイブする直前、士道は言葉を残してきたのだ。

　そう。──あとは頼んだ、と。







「……ッ、妹いもうと御ご！　マリア！　主様が〈ビースト〉を連れて落ちたのじゃ！」

　六喰は、喉のどから漏もれかけた悲鳴をなんとか御ぎよして、琴里とマリアに事態を速やかに伝達した。

　未だ頭は混乱している。目の前から士道が消えてしまった衝撃は、激しく六喰の心臓を収縮させていた。

　だが、ショックを受けている暇などは一秒たりともなかった。爆音とアラーム、そして濃密な煙に阻そ害がいされ、この場で現状を正確に把は握あくできているのは、士道の側そばにいた六喰のみだったろう。ならば、一刻も早くこの状況を伝えることこそが、士道に言葉を託たくされた者の使命だった。

「なんですって!?」

「──っ、了りよう解かい。随意領域テリトリー拡大。対象を保護します」

　六喰の言葉に応えるように、琴里とマリアの声が響き渡った。

　そして一拍置いたのち、再度マリアが静かな声を上げる。

「……〈ビースト〉の抵てい抗こうにより捕ほ捉そくは破られましたが、士道を随意領域テリトリーで一時的に保護することには成功しました。効果持続時間は約三六〇秒。落下の衝撃には耐たえられるでしょう。ですが──その後のことは保証できません」

「いえ、上出来よ。よくやってくれたわ、マリア。──六喰も、ありがとう。あなたがいなければ、対応が遅おくれていたかもしれない」

「いや……大したことはしておらぬ」

　それは謙けん遜そんでもなんでもなく、悔かい恨こんに満ちた六喰の本心であった。ぎりと奥歯を噛かみしめながら、無力感に顔をしかめる。

　そう。六喰にはそれくらいのことしかできなかった。

　もしもこの手に精霊の力があったなら、直接士道を助けることができただろうに。──否いな、それ以前に、士道にあのような危険な手段を取らせることさえなかったろうに。

「…………」

　そこまで考えたところで、頭の中に疑問が生じる。

　存在するはずのない謎なぞの精霊〈ビースト〉。彼女はこの〈フラクシナス〉の中に、空間に『孔』を開けることによって侵しん入にゆうしてきた。

　そう。形こそ違えどその力は、かつて六喰が手にしていた鍵かぎの天使〈封解主ミカエル〉そのものだったのである。

　あの精霊は、何か六喰と関係があるのだろうか。六喰に関わる何かが、士道を窮きゆう地ちに追い込んでいるというのだろうか。それを考えると、六喰は段々と呼吸が浅くなっていくのを感じた。

　と──

「──！」

　そこで再度、六喰は息を詰つまらせた。

　六喰の思考を遮さえぎるように、新たなアラームが鳴り響ひびいたのである。

「何ごと!?」

　琴里が顔を上げ、喉を震ふるわせる。

　するとマリアが、眉まゆ根ねを寄せながらそれに応えた。

「……、悪い報せです。〈ビースト〉が空中で暴れたため、二人の落下予測地点が天てん宮ぐう市街から大おお幅はばにずれました。このままでは、非避ひ難なん地域に〈ビースト〉が墜落します」

「な……」

　マリアの言葉に目を剥むいた琴里だったが、すぐに思い直すように頭かぶりを振ふり、指示を発する。

「〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉を一番から一一番まで射出。防護の効果が切れる前に、士道を再度随意領域テリトリーで覆ってちょうだい！　そののち、士道と〈ビースト〉の周囲に結界を形成！　住民の避難が終わるまで時間を稼かせぐわ！」

「了解──と言いたいところですが、それは不可能です」

「どういうこと？」

　意外なマリアの返答に、琴里が眉根を寄せる。

　するとマリアは空中に手をかざし、そこに映像を投とう影えいしてみせた。──簡略化された〈フラクシナス〉のシルエット。その随ずい所しよに、赤いマークが幾いくつも記されていた。

「先ほどの〈ビースト〉の攻撃により、センサー類と操作系統が深刻な被ひ害がいを受けてしまいました。〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉の遠えん隔かく操作は非常に困難です」

「……！」

「なんじゃと……!?」

　琴里が息を詰まらせるのと同時、六喰は思わず渋じゆう面めんを作った。

　それはそうだ。〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉が使用できないということは、今から六分弱のあと、あの荒あらぶる〈ビースト〉を前に、士道を護まもる壁かべが一切なくなってしまうことを示していたのである。

　そして、それが意味するのは、即ち──

「…………っ」

　六喰は、胸に去来する最悪の想像を抑おさえるように、切り揃そろえられた髪かみの先せん端たんを指先に巻き付け、ぎゅっと握にぎりしめた。




　　　　◇




「……ふむん……」

　──〈ビースト〉が天宮市に現れる数ヶ月前。

　士道は、微かに揺ゆれる車の後部座席に腰こしかけながら、時折響いてくるそんな呟つぶやきを聞いていた。

　呟きの主は、隣となりに座る少女──星宮六喰である。小こ柄がらな体たい躯くにあどけない童顔。しかしその身体からだを締しめ付けるシートベルトは、彼女の胸元を押さえ付けること叶わず、二つの山の間を流れる渓けい流りゆうのようになっていた。……正直、目のやり場に困る士道ではあった。

　とはいえ、今はそれよりも気になることがある。先ほどから六喰が、落ち着かない様子で息を吐はきながら、三つ編みに結わえた髪の毛先を弄もてあそんでいたのだ。

　長い──あまりに長い髪である。今のように首元にくるりと巻いていなければ、恐おそらく直立していたとしても、地に触ふれてしまうと思えるくらいに。

「ふむん……、むん……」

　六喰が三つ編みの先端をくるくると回し、そのまま鎖くさり鎌がまの分銅を投げるかのように放ってみせる。そんな動作に、士道は苦笑しながら声をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶか、六喰」

「……！　むん？」

　士道が言うと、六喰は驚おどろいたように目を丸くした。

「なぜじゃ？」

「いや、さっきから髪の先弄いじってるからさ。なんか、落ち着かないのかなって」

「ふむん……」

　士道の言葉に、六喰が自分の指に視線を落とす。

「主様は、むくのことをよく見ておるの。じゃが、気にするでない。大丈夫じょ」

「じょ？」

「…………」

　士道が首を傾かしげるも、六喰は自分の言葉に気づいていない様子で、再び視線を前に戻もどし、髪を弄び始めた。

　まあ、大丈夫と言っているのにそれ以上指し摘てきするのもしつこいだろう。士道は苦笑しながら前を向いた。

　と、それからどれくらい経った頃ころだろうか。

「主様、主様」

「ん？　なんだ？」

　六喰に呼ばれてそちらを見やると、六喰が髪の毛先を自分の鼻の下に押し当てていた。

「ひげ」

「ブフッ!?」

　突とつ然ぜんのことに、思わず咳せき込んでしまう。

　どうやら運転席に座る〈ラタトスク〉機関員・椎しい崎ざきも、バックミラー越ごしにそれを見ていたらしい。車が軽く蛇だ行こうした。

「お、落ち着け六喰。そんなに緊きん張ちようしなくてもいいから」

「むん？　落ち着いておるぞ？」

「…………」

　どう見ても嘘うそだった。……いや、六喰には自覚がないのかもしれなかったが、明らかにいつもの六喰ではなかった。目は落ち着きなく泳いでいたし、貧びん乏ぼう揺ゆすりは止まらなかったし、時折今のように謎のギャグを挟はさんできたりもした。

　……とはいえ、それも無理のないことなのかもしれない。

　何しろこの車は今──かつて六喰が住んでいた街へと向かっていたのだから。







「……むん」

　六喰は小刻みに揺れる足を押さえるように、膝ひざに手を置いた。

　あまり自覚はないのだが、士道の反応を見るに、どうやら今の六喰は少し浮うわついてしまっているらしい。心配をかけるのは本意ではない。六喰は心を落ち着けるように深呼吸をした。

　だが、今から向かう場所のことを思うと、その意志とは裏腹に、動どう悸きはどんどん大きくなっていくのだった。

「…………」

　──〈ラタトスク〉の情報によれば、その街にはまだ、六喰の両親と姉が住んでいるという話だった。

　両親と姉といっても、血の繋つながった間あいだ柄がらではない。

　孤こ児じであった六喰を受け入れてくれた、義理の家族。

　六喰に愛を教えてくれた、かけがえのない人々。

　そして──六喰がその手で壊こわしてしまった、かつての居場所。

　六喰は今、数多あまたの思い出と後こう悔かいが詰まった場所に、再び足を踏ふみ入れようとしていたのである。

「……六喰。ここまで来て何だけど、もし気が進まないなら、無理は──」

　士道が心配そうな眼差しをしながら言ってくる。が、六喰はゆっくりと首を横に振った。

「大丈夫じゃ。今のむくには、主ぬし様がいるでの」

　そう。六喰はもう、一人ではない。家族になると言ってくれた士道がいる。元精せい霊れいという同じ経歴を背負った仲間たちがいる。だからこそ、六喰は今日、己の過去と向き合う決心をしたのだ。

　──幼い頃、身寄りのなかった六喰は、星宮家に養子として迎むかえられた。

　優しい両親に、大好きな姉。素晴らしい家族に囲まれて、幸せ一いつ杯ぱいに暮らしていた。

　綻ほころびができたのはいつのことだったろうか……姉が、六喰の知らない友人を連れてきたときだ。

　別段、大したことは起こっていない。ただそれだけのことだ。けれど当時の六喰にとってその友人の存在は、大好きな姉を自分から奪うばってしまう侵しん略りやく者のように見えてしまったのだ。

　そのときだ。六喰の前に〈ファントム〉が現れ、六喰を精霊に変えたのは。

　鍵かぎの天使〈封解主ミカエル〉の力を得た六喰は、人心を思うがままに操作し、無む邪じや気きに自分の周りの世界を作りかえていった。両親が、姉が、自分だけを愛してくれるように。

　けれどそんな杜ず撰さんな力の行使は、すぐに姉や両親の知るところとなる。

　人じん智ちを超こえた力を振るう六喰を目の当たりにした彼女らの反応は──恐きよう怖ふ、そして、拒きよ絶ぜつであった。

　今思えば、無理もない話だ。自分の妹と、娘むすめと思っていた少女が、いつの間にか人間ではない何かに変へん貌ぼうを遂とげていたというのである。彼女らの恐怖も当然ではあった。

　だが、あのときの六喰には、それが耐たえられなかった。

　当時の六喰にとって家族は全てであり、その家族に拒絶されるということは──己の世界の崩ほう壊かいに他ならなかったのである。

　六喰は〈封解主ミカエル〉によって姉と両親の記き憶おくを『閉じ』ると、誰だれの手も届かない宇宙へと逃にげ延のびた。

　そして〈封解主ミカエル〉を自分の胸に突つき刺さし、己の心に鍵を掛かけて、永遠に彷徨さまようことを選んだのだ。

　何も思わず。何も感じず。何も考えず。

　ただ、石のように地球の周りを漂ただようだけの、物言わぬ個体。

　何とも身勝手で、我が儘ままで、救いようのない精霊。それが、星宮六喰という女だった。

　だが──それから数年後。そんな六喰を見つけ、無理矢理手を差し伸のべた、どうしようもないお節せつ介かい者が現れた。

　それが、五河士道。今の六喰の、新たな家族であった。

「……だから──もう、大丈夫なのじゃ。……何を、見ることになろうとも」

「六喰……」

「まゆげ」

「ぶぉフッ!?」

　六喰が髪の先を目の上に押し当てながらぽつりと呟くと、士道は大きく咳き込んだ。ついでに車がまた蛇行した。

「お、おまえなあ……」

「すまぬすまぬ。冗じよう句くじゃ」

　六喰は小さく笑いながらそう言うと、きゅっと拳こぶしを握りながら、窓の外を眺ながめた。

　昔の面おも影かげが残る景色が、左から右に流れていく。緑の多い郊こう外がいの住宅地である。都市部よりもゆったりした間かん隔かくで、ぽつぽつと一いつ軒けん家やが建っていた。

「──この辺りで停めてもらえるかの」

　車が小高い丘おかに差し掛かった辺りで、六喰はそう声を上げた。運転席に座る椎崎が、小さく返事をしながら緩ゆるやかにブレーキを踏む。

「ここでいいんですか？」

「むん」

　そう言ってシートベルトを外し、車の外に出る。すると士道もまたそれに倣ならうように車を降り、六喰の隣に並んできた。

「……ん？　六喰の家って、どれだ？」

　言いながら、不思議そうに士道が辺りを見回す。それもそのはず。六喰が停車を指示した場所には、それらしき家が建っていなかったのである。

「あれじゃ」

　六喰は短く言うと、一〇〇メートルほど離はなれた位置にある一軒家を指し示した。

　ただそれだけの動作にも、緊きん張ちよう感が伴ともなう。──懐なつかしい我が家。手入れの行き届いた庭に、年を経た壁へき面めん。濃のう紺こんの屋根には天窓が付いており、そこから外に出られるようになっていた。

　嗚あ呼あ、そうだ。今もはっきりと思い出せる。姉と二人、屋根に上って星を眺めた幼い日のことが。

「──っ」

　それを思い起こすと、家を指し示す指が微かすかに震ふるえた。呼吸が乱れ、肩かたに巻かれた髪かみが揺ゆれる。

「…………」

　するとそれに気づいたのか、士道が無言で、六喰の肩に手を置いてきた。その温かな感かん触しよくによって、ようやく落ち着きを取り戻す。

「……すまぬ、主様。覚かく悟ごは決めていたつもりなのじゃが」

「いいさ。俺だって似たようなもんだ」

　言って、士道が小さく笑う。そういえば、士道もまた六喰と同じように、五河家に養子に迎えられた孤児であったのだった。──まあ、士道の場合はまた少々事情が複雑ではあったのだけれど。

　と──

「…………！」

　六喰は、そこでハッと肩を揺らすと、士道の方に向けていた視線を家の方に戻した。

　──不意に家の扉とびらが開いたかと思うと、そこから、三人の人ひと影かげが歩み出てきたのである。

　一人は、五〇歳ほどの男性。もう一人は、男性と同じくらいの歳としの、優しそうな女性。

　そしてもう一人は──二〇代中なか頃ごろの、目鼻立ちのはっきりした長身の女性であった。

「ぁ──」

　小さく、喉のどから声が漏もれる。

　間ま違ちがいない。間違えようがない。

　皆みな少し歳を取ってはいたが、それは紛まぎれもなく──

　かつて六喰を迎え入れてくれた、両親と姉の姿だったのである。

「父様……母様……、姉……様……」

　休日だからだろうか。皆私服に身を包み、気安い調子で談笑している。

　きっと、これから買い物にでも出かけるのだろう。

　その様は、どこからどう見ても、幸せな家族に他ならなかった。

「──あ……あ、あぁ……ッ」

　それを、見て。

　六喰は、小さな嗚お咽えつとともにその場に膝を突いた。

「……！　六喰！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　突然の六喰の行動に、士道が心配そうに膝を折ってくる。

　だが、止まらなかった。止められなかった。両の目から溢あふれ出た涙なみだがぽたりぽたりと垂れ落ち、地面に染み込んでいく。頬ほおは紅潮し、鼻は詰つまり、喉の奥からは唸うなるかのような声が滲にじみ出ていた。

　だがそれは、決して慟どう哭こくとかと呼ばれるものではなかった。悲しみや後悔からくるものではなかった。

　そう。今六喰の肺はい腑ふを満たしていたのは──

「…………よかった……ッ」

　──そんな、安あん堵どの念だったのである。

　嗚呼、こうして両親と姉を目の前にして、ようやく自覚する。

　自分は──怖こわかったのだ。恐おそろしくて仕方がなかったのだ。

　数年前、天使の権能を用い、六喰に関する記憶を全て『閉じ』てしまったかつての家族。

　自分が犯してしまった過あやまちが、愛する家族に不幸をもたらしているのではないかと、ずっとずっと、恐れていたのだ。

　それは、琴里に今の星宮家のことを聞いてもなお、完全には拭ぬぐい去れない懸け念ねんであった。

　けれど、今六喰の視線の先に姿を現した星宮家の面々は、年ねん齢れいこそ重ねてはいたものの、六喰の記憶にある幸せな家族そのものだったのである。

「本当に……よかったのじゃ……」

「六喰……」

　六喰の言葉から、そして表情から、その心を推おし量はかってくれたのだろう。士道が、優しく背を撫なでてくれる。六喰は手探りで士道の服の袖そでを掴つかむと、それを引き絞しぼるようにきゅうと握にぎりしめた。

「……って、六喰ちゃん、士道くん！　急がないと！　ご家族、外出しちゃいますよ!?　せっかく会いにきたのに！」

　と、そんな六喰と士道の背に、慌あわてた様子で椎崎が声をかけてくる。

　確かに彼女の言うとおり、六喰の両親と姉は車庫に停めてある車に乗り込もうとしていた。──ちなみに、運転をするのは姉らしい。ああ、運転免めん許きよを取ったのか、と、不思議な感かん慨がいを覚える六喰だった。

「……いいのじゃ」

　六喰は呼吸を整えると、手の甲こうで涙を拭ってゆっくりと立ち上がった。

「姉様たちが、幸せに暮らしてくれている。……それが知れただけで、十分じゃ」

　車に乗り込む家族を遠目に見つめながら、続ける。

「──その団だん欒らんが、むくを忘れたことによるものだとするならば、どうしてそれを邪じや魔まできよう」

　澪みおの消しよう滅めつとともに、全ての精せい霊れいの力は消え去った。それは六喰が有していた鍵の天使〈封解主ミカエル〉も例外ではない。

　けれど琴里の話によれば、天使が消滅したからといって、天使の力によって変容されたものが、すぐさま元に戻もどるとは限らないらしい。美み九くの『声』によって操作された大衆の記憶のように、六喰の家族もまた、六喰のことを忘れたままである可能性が高いというのだ。

　しかしそれは、少しのきっかけでその鍵が外れるということを示してもいる。それこそ──六喰と対面したならば、その瞬しゆん間かんに『閉じ』られた記憶が甦よみがえってしまうかもしれなかった。

「そんな……それで、いいんですか？」

「──それが、いいのじゃ」

　六喰はそう言うと、走り去る家族の車に、小さく手を振ふった。

　そしてその姿が見えなくなるまで見送ってから、大おお仰ぎような仕草を伴って大きく息を吸う。

「ん──」

　活力が、身体からだの端はし々ばしにまで行き渡わたるかのような感覚。六喰は天を仰あおぐように顔を上げると、肩に巻いていた三つ編みを解き、そのままステップを踏ふむかの如ごとく、辺りを踊おどり回った。

　──美しい金色の髪が風に遊び、陽光を受けてきらきらと輝かがやく。

　六喰のもっとも大切なものが。姉が綺き麗れいと褒ほめてくれた、髪が。

「……ふ」

　六喰はそれを目の端で捉とらえると、ふっと頬を緩め、士道たちの方に視線を戻した。

「のう、主ぬし様。鋏はさみでもなんでもいい。切れるものを持ってはおらぬかの？」

「え？」

　士道は目を丸くすると、少し思案を巡めぐらせてから車の扉を開け、ダッシュボードから小さなカッターナイフを持ってきた。

「こんなのならあったけど……」

「上等じゃ」

　六喰は小さくうなずいてそれを受け取ると、カチカチと刃はを伸ばし──

「──むん」

　長い髪を適当に手で束ねると、それを一息に刈かり取った。

「な……っ」

「ええっ!?」

　士道と椎崎が驚きよう愕がくの声を上げる。

　六喰はそんな二人の顔が妙みように可お笑かしくて、少し笑ってしまった。

「何を驚おどろくのじゃ？　主様は言ったではないか。むくの髪を切ってくれると」

「それはまあ……そうだけど。……いいのか？　そんな、大だい胆たんに」

「いいのじゃ」

　六喰は晴れやかな顔で言うと、家族の走り去った道を眺ながめた。

「主様に髪を切ってくれと言いながら、きっとむくは、まだ心のどこかで迷っておったのじゃ。……じゃが、今の姉様たちを見て、ようやく腹が決まった」

　新たな六喰になる決意であり、もう二度と家族の前に姿を現さないというけじめ。

　その意志を示す行動に、これ以上の心当たりはなかったのである。

「──そっか」

　士道は数すう瞬しゆんの間、逡しゆん巡じゆんするような顔をしていたが、やがてそう言って頬を緩めた。

　優しい士道のことだ。家族と会わないという六喰の選せん択たくに、思うところもあったのかもしれない。けれど彼はその上で、六喰の意志を尊重してくれたのだろう。

　至極短い言葉。けれどそれに込められた彼の気き遣づかいが嬉うれしくて、六喰は士道に笑顔を向けてみせた。

「ふむん……しかし、やはり己の手では上手くいかぬの。──家に戻ったら、整えてくれるか？」

　六喰が言うと、士道はしばしの間きょとんとしたのち──

「ああ、任せとけ。世界一の美女にしてやるよ」

　ふっと微笑ほほえみながら、そう返してきた。




　　　　◇




　──動どう悸きが、どんどん激しくなる。

　額に背に汗あせが滲にじみ、喉が張り付くかのような感覚。指先が痺しびれ、二足で立っているのも困難になる。

　士道が。六喰の家族が、危機に晒さらされつつある。それを考えただけで六喰は、いても立ってもいられなくなった。

「く……ッ！」

　六喰は、半ば無意識のうちにブリーフィングルームの床ゆかを蹴けっていた。

「──六喰!?」

　琴里の声が、背に投げられる。が、六喰は構うことなくブリーフィングルームの出入り口へと向かった。

　しかし、六喰が部屋を出る寸前で、その前にすっと一人の少女が歩み出てくる。まるで、六喰の行動を先読みでもしていたかのように。

「どこへ行かれますの、六喰さん」

　この窮きゆう地ちにあって不自然なほどに落ち着いた声音で、少女が言ってくる。艶つややかな黒くろ髪かみに白磁の肌はだ。その涼すずしげな眼差しからは、年格好に似合わぬ妖よう艶えんさが滲み出ていた。

　時とき崎さき狂くる三み。かつて最悪の精霊と謳うたわれた、元精霊の一人である。

「……知れたこと。艦かん橋きようじゃ。あそこには転送装置があろう。当とう該がい地点に達したなら、むくを地上に送ってもらうのじゃ」

「な……」

　六喰の言葉に、背後から狼ろう狽ばいの声が聞こえてくる。だが、狂三は驚いた素そ振ぶりも見せずに目を細めるのみだった。

「気持ちはわかりますけれど、今のあなたに何ができまして？　何の備えもなく向かったところで、〈ビースト〉にやられてしまうのが落ちですわよ」

「……構わぬ。むくが気を引くことで一ひと時ときでも主様に猶ゆう予よが生まれるならば。主様が〈ビースト〉を止めてくれる可能性がほんの少しでも上がるのならば。この命、使う価値がある」

「あら、あら……」

　狂三が、指先であごを撫でながら、戯おどけるように首を傾かしげる。六喰はそんな狂三の態度に微かすかな苛いら立だちを覚えながら、狂三を押しのけるように足を進めようとした。

「止めてくれるな、狂三。むくは──」

「止めますわよ。貴重な戦力を徒いたずらに失うわけにはいきませんもの。ねえ──折おり紙がみさん？」

「むん……？」

　狂三が発した予想外の言葉に、六喰は目を丸くした。

　するとそれに応ずるように、また一人の少女が歩み出てくる。肩かた口ぐちをくすぐる髪かみ。表情のない面おもて。──元ＡＳＴにして士道のクラスメート、鳶とび一いち折紙だ。

　折紙は冷静な表情を保ったまま、しかしその目の奥に確かな意志の光を湛たたえながら、六喰の目をジッと見つめてきた。

「──そこまで覚かく悟ごが決まっているのなら、一つだけ、方法がある」

「方法……？」

　六喰は、微かに眉まゆ根ねを寄せながら、そう問い返した。




　　　　◇




「──んん……」

　深夜。労働基準法を軽やかに無視した会社と、終業後の飲み会からの帰路を歩いていた朝あさ妃ひは、なんとはなしに伸のびをした。

　背中が微かに軋きしみを上げ、肩かたが鈍にぶい音を立てる。まだ二〇代半ばだというのに、随ずい分ぶんとガタがきたものだ。自じ嘲ちよう気味に笑いながら、視線をふっと上に向ける。

　空には満天の星……とまではいかなかったけれど、まばらな星がぽつぽつと見受けられた。その僅わずかな輝きを慰なぐさみに、ふうと息を吐はく。正直に言えば物足りなさを感じないでもなかったが、都心の闇やみ夜よに比べれば幾いく分ぶんかはましだろう。

　昔から、朝妃は星が好きだった。

　なぜと言われても困ってしまう。むしろ物心ついたとき、空に鏤ちりばめられたキラキラを見て、心奪うばわれない者がいたならば教えて欲しいくらいだった。──まあ、もしかしたら、自分の名前もその一因を担っているのかもしれなかったけれど。

「……なんか、久々だな」

　ふと、唇くちびるからそんな言葉が零こぼれる。

　別にそれを聞かせる相手がいたわけではない。深夜の街路はシンと静まりかえっており、朝妃以外に人間の姿は見受けられなかった。

　ただ、少し感かん慨がい深ぶかくなっただけだ。──随分と、星を見る機会が減ってしまった。学生の頃ころは、それこそ毎日のように実家の屋根に上り、天体観測の真似事をしていたというのに。

　あの頃の夢は、確か天文学者になることだった。星の位置を指さし、星座を描えがき、得意げにそう語ったのだ──

「あれ？」

　そこで、朝妃は首を捻ひねった。

　星を見ながら夢を語った。確かにそれは間ま違ちがいない。しかし、誰だれにそれを語ったのかがよく思い出せなかったのである。

　友だちだったか、母だったか、はたまた妹だったか……などと考えを巡らせ、いやいや、と頭かぶりを振る。そりゃあ、妹がいたならきっとそうしていたに違ちがいないが、残念ながら朝妃は昔から一人っ子だった。

「…………」

　まあ、昔の記き憶おくなんてそんなものだろう。朝妃は頭の中でそう結論づけると、小さく肩をすくめた。

　──と。

「ん？」

　そのときであった。視界の端に、何か煌きらめくものが映ったのは。

「え、もしかして流れ星？」

　朝妃は慌あわててそちらに顔を向けると、焦しよう点てんを合わせるように目を細めた。

　すると、真っ暗な夜空に、何かが光の軌き跡せきを描いていることがわかる。

　だが──様子がおかしい。普ふ通つうならば一いつ瞬しゆんで消えるはずの流れ星の輝きが、少しずつ強さを増しているように見えたのだ。

　そう、まるで、段々とこちらに近づいてくるかのように──

「────っ!?」

　次の瞬間。

　視界が光に包まれたかと思うと、凄すさまじい衝しよう撃げき波はが、朝妃を襲おそった。




　　　　◇




　──爆ばく音おんと閃せん光こうが、感覚器を蹂じゆう躙りんする。

「うぐ……っ！」

　それと同時、身体からだに凄まじい衝撃を覚え、士道は思わず低い苦く悶もんを発した。

　全身が鈍く痛む。視界が明めい滅めつする。ほんの少しでも気を抜ぬけば意識が途と切ぎれそうになる。

　だが、士道は強きよう靭じんな意志でそれらを全て御ぎよすると、奥歯が割れんばかりに歯を食いしばりながら、よろよろと身を起こした。

　恐おそらく、二年前の士道ならば耐たえられなかったに違いない。だが、幾いく人にんもの精せい霊れいや魔術師ウイザードと対し、人じん智ちを超こえる力を振ふるってきた士道にとっては、今のこの状態さえ『最悪』ではなかった。

　意識がある。目が見える。手足が動く。内臓にも致ち命めい的てきな損傷は──多分、ない。

　ならば、十分だ。士道がやろうとしていることは闘とう争そうではない。今この身体に求められているのは、相手を打ち倒たおす暴力ではなく、言葉を囁ささやき抱ほう擁ようを交わす、親愛の表現だったのだから。

　そう。ダメージがこの程度で済んでよかった。心中で感謝を捧ささげる。

　士道の身体の周りには今、不可視の膜まくのようなものが張られていた。──随意領域テリトリー。顕現装置リアライザを以もつて形成される、超ちよう常じようの結界である。六喰は、きちんと士道の意を汲くんで、マリアたちに状じよう況きようを伝えてくれたらしい。

　何しろ、高度一万五〇〇〇メートルからの自由落下である。もしこの結界がなければ、士道の身体はバラバラに弾はじけ飛んでいても不思議ではなかった。

　しかし、まだここからだ。ゆっくりと呼吸を整え、顔を上げる。

　辺りに広がっていたのは、天宮市ではない夜の街の風景だった。どうやら〈ビースト〉が空中で暴れたからか、落下位置がずれてしまったらしい。その上、〈ビースト〉と士道の墜つい落らくの衝撃によって、地面には大きなクレーターができている。舗ほ装そうされた道路は陥かん没ぼつし、街灯が拉ひしやげ、バチバチと電気の火花を散らしていた。

　そして、その直ただ中なかに──

「────ア、ァァ──」

　月明かりを浴びながら、その少女は佇たたずんでいた。

〈ビースト〉。この世に唯ゆい一いつの、精霊。

「……よし」

　その姿に、士道は小さく拳こぶしを握にぎった。──己の直感が外れていなかったことを確信して。

〈ビースト〉は恐らく、六喰の〈封解主ミカエル〉のように、空間を越える剣けんを持っている。もしそれを使われてしまったなら、どれだけ〈フラクシナス〉から遠ざけても意味がない。

　だが、艦かん内ないで〈ビースト〉が発した言葉から、士道の脳裏には一つの可能性が浮うかんでいたのである。

　そう。他ならぬ、士道の存在だ。

　理由はわからなかったが、どうやら〈ビースト〉は士道を追って〈フラクシナス〉にやってきたらしかった。ならば士道が一いつ緒しよに艦かん外がいに出れば、〈フラクシナス〉を襲うことはないのではないかと考えたのだ。

　もしかしたらそれは、思い焦こがれて、とか、興味を持って、などという素敵な理由ではなく、獲え物ものを逃にがすまいという執しゆう念ねんの表れだったのかもしれないけれど──それならそれで構わない。

　それが親愛の情でないとしても、獲物として士道が『特別』であったなら、十分意味がある。

　なぜならそれは、少なくとも彼女に、『執しゆう着ちやく』という感情があることを示していたのだから。

「貴、様……」

　ゆらり、と陽かげ炎ろうのように身体を揺ゆすりながら、〈ビースト〉が士道を睨にらみ付けてくる。士道は心を落ち着けるように息を吐くと、その射い殺ころすような視線を真っ直ぐに受け止めながら言葉を返した。

「いつまでも貴様貴様って言わないでくれよ。俺の名前は五河士道だ。──よろしくな」

「……イ……ツカ……、シ、ドー……？」

〈ビースト〉は、掠かすれた声で士道の名を呼ぶと──

「……ぐ、ぁ、ぁ、ぁ、ァ、ァ、ァ、ァ────」

　何やら強きよう烈れつな頭痛を感じるかのように頭を押さえ、呻うめくように叫さけびを上げた。

「……っ、だ、大だい丈じよう──」

「ア……アアアアアア──ッ！」

　士道が突とつ然ぜん苦しみだした〈ビースト〉の身を案じて近づこうとするも、〈ビースト〉にそれを受け入れるつもりはないようだった。咆ほう吼こうとともに、背に負った剣のうち、左ひだり端はしに位置するものを振るってくる。

　瞬間、剣の刀身が光り輝かがやいたかと思うと、そこから幾条もの光線が放たれ、周囲を破は壊かいしていった。

「く……っ！」

　士道は地面を蹴けると、その場から飛び退のいた。如い何かに随意領域テリトリーの加護を受けているとはいえ、天使の直ちよく撃げきを喰らうわけにはいかないだろう。

　と──

「な……」

　そこで、士道は気づいた。

　士道たちの落下から一いつ拍ぱく遅おくれるようにして、辺りにけたたましいサイレンの音が鳴り響ひびいたことに。

「非避ひ難なん地域……ッ」

　士道は呻くように喉のどを絞しぼった。

　そう。〈ビースト〉が現れた天宮市内には空くう間かん震しん警報が発令されていたが、この地域にはまだ避難勧かん告こくが出ていないらしかった。

　幸い、士道たちが落下した箇か所しよは住居などではなかったようだったが、クレーターの周囲には、明かりの点ついた建物がぽつぽつと見える。このまま〈ビースト〉が暴れたなら、大変な被ひ害がいが出てしまうだろう。

「く……！」

　士道は渋じゆう面めんを作った。〈ビースト〉を見み据すえながら、思考を巡めぐらせる。──自分一人ならば何とでもなると思っていた。だが、こうなってしまっては話が違う。住民に被害を出すわけにはいかない。見たところここは郊こう外がい。人の数もそう多くはない。だが、今は深夜。昼間よりも避難までに時間がかかるだろう。辺りから人がいなくなるまで一体何分かかる？　それまで〈ビースト〉を抑おさえられるのか？　いや、抑えるんじゃない。攻こう略りやくするんだ。他に手は──

「──アアアァァァァァッ！」

　士道の思考を裂さくように、〈ビースト〉が吼ほえる。それと同時、彼女の剣から再び無数の光線が放たれた。

　思考が、一瞬士道の動きを遅おくらせた。白光が夜よ闇やみを裂いて、士道の肩かたに着ちやく弾だんする。

「ぐ……っ！」

　衝撃。士道の身体を覆おおっていた随意領域テリトリーがそれに反応し、着弾した一点に強度を集中させた。

　そのおかげで、どうにか士道の腕うでは千ち切ぎれ飛ばずに済んだが──その衝撃に、随意領域テリトリーは耐えきれなかったらしい。士道を護まもっていた不可視の結界が、音もなく霧む散さんしてしまう。

　それはつまり、もう『次』がないことを示していた。

「……っ！」

　だが、士道はその場から逃げるわけにはいかなかった。今〈ビースト〉の前から士道という目標を遠ざけるわけにはいかない。もし彼女が無む作さく為いに暴れてしまったなら、避難できていない周囲の住民たちに被害が及およんでしまう。

　だから、士道は改めて覚かく悟ごを決めた。足を踏ふん張り、両手を掲かかげながら、喉よ潰つぶれよと言わんばかりに絶ぜつ叫きようを上げる。

「──俺は！　君のことが知りたい！　君は一体誰だれなんだ!?　君の望みは何なんだ!?　俺に敵対の意志はない！　ただ君と、話したいだけなんだ！」

「────、────」

　士道の声に、〈ビースト〉が微かすかに反応を示す。

　だが──それだけだった。

「アァ……ッ！」

〈ビースト〉は短く声を上げると、手にした剣を振るってきた。

　光線が闇を裂き、士道に向かって伸のびてくる。

「く──」

　士道は衝撃に備えて身を固くした。

　無論、そんな体勢を取ったところで、天使の攻こう撃げきに生身の人間が耐えられるはずはない。だが、士道は諦あきらめなかった。自分に選び取れる選せん択たく肢しを手放そうとはしなかった。

　──だからこそ、士道は見み逃のがさなかった。

　空から光が降り注ぎ、〈ビースト〉の攻撃を防いだのを。

「え……!?」

　まさか、都合良く隕いん石せきでも降ってきたというのだろうか。突然のことに目を見開き、顔を上げる。

　するとそこには、ぼんやりとした輝きを放つ、菱ひし形がたの巨きよ大だいな『葉』の姿があった。

〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉。〈フラクシナス〉が誇ほこる、自律稼か働どうユニットである。どうやら士道の身を救ってくれたのは奇き跡せきなどではなく、〈フラクシナス〉であったらしい。

　が、それだけではない。天を仰あおぐ士道のもとに、小こ柄がらなシルエットが降り立った。

「──無事か、主ぬし様」

「！　六喰!?　一体なんでここに!?」

　そこに現れた少女の姿に、士道は思わず声を上げた。

　そう。〈フラクシナス〉の中にいるはずの少女・六喰が、地上に降り立っていたのである。

　──その頭部に、小さなヘッドセットのようなものを着けて。

「むん。〈フラクシナス〉が壊こわされた影えい響きようで、〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉の操作ができなくなってしまったようでの。──むくたちが、〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉の『目』となるべくやってきたのじゃ」

「何だって……!?」

　士道が驚きよう愕がくに目を見開くと、それに応ずるように、背後から幾いくつもの足音が響いてきた。

「……まあ、なんていうか、成り行きだけど」

「くく、我らが来たからにはもう心配はいらぬ！」

「補助。夕ゆ弦づるたちが、士道の道を作ります」

「そういうことですよー！　だーりんだけ精せい霊れいさんとデートなんてずるいですぅ！」

　などと口々に言いながら、六喰と同じヘッドセットを着けた少女たちが、前に進み出てくる。

　七な罪つみ、耶か俱ぐ矢や、夕弦、美九。

　そしてその後ろから、折紙、二亜、狂三、四よ糸し乃の。

　実に九名もの少女たちが、巨大な〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉を一基ずつ引き連れながら、戦場に参じたのである。

「おまえら──」

　その壮そう観かんなる様に、士道は拳を握りしめた。

　──ここはあまりに危険な戦場である。対するは暴ぼう威いを振ふるう謎なぞの精霊。霊れい力りよくを失った彼女たちがいてよい場所ではない。

『逃げてくれ』『来ちゃ駄だ目めだ』『ここは危険だ』──

　そんな言葉を吐はくのが普ふ通つうなのだろう。実際二年前の士道であったなら、そう言っていたに違ちがいない。

　けれど、今の士道には、わかる。

　彼女たちがどのような覚悟を以もつてこの場に立っているのかが。

　士道が彼女たちに傷ついてほしくないのと同じくらい──もしかしたらそれ以上に──彼女たちもまた、士道を大切に思ってくれているのだということが。

　だから、彼女たちに発さねばならない言葉は、決まっていた。

「──ああ。頼たのむ、みんな。力を、貸してくれ」

　士道の言葉に。

『……！』

　少女たちは、思い思いの言葉で以て、応えてみせた。







「むん──」

　六喰は唸うなるように喉を鳴らすと、両手を大おお仰ぎように動かした。

　するとそれに呼応するように、空中に浮ふ遊ゆうした金属製の巨大な『葉』が、高い駆く動どう音を上げながら、六喰の背後に従うように飛行する。

　そう。これが、〈フラクシナス〉のブリーフィングルームで折紙が語った秘策である。

〈ビースト〉に破壊されたのは、あくまで操作系統とセンサー類。〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉そのものは健在であるのだから、顕現装置リアライザの駆動のみを〈フラクシナス〉で行い、操作は人の手で行えばいい──

　そして、その操作要員として白羽の矢が立ったのが、六喰たち元精霊の少女たちだったのである。

　折紙曰いわく、如何に顕現装置リアライザの駆動を〈フラクシナス〉に任せるとはいえ、魔術師ウイザードとしての訓練を受けていない者が、ユニットを自在に操ることは困難だという。

　だが、もともと顕現装置リアライザとは精霊の力をモデルにして作られたもの。かつて霊力を持ち、天使を振るっていた六喰たちならば、不可視の力を操る感覚に通じているという話だった。

　実際のところ、〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉の操作は、天使を操る感覚によく似ていた。──少なくとも、出しゆつ撃げきしてすぐに、士道に迫せまる〈ビースト〉の攻撃を妨ぼう害がいできるくらいには。

「…………ァア……」

〈ビースト〉は、六喰たちを順じゆん繰ぐりに睨ねめ付けるようにしながら、低い唸り声を発していた。

　その様は、突とつ然ぜん目の前に現れた新たな敵に警けい戒かいを示しているようにも見えたし──ただ自分の攻撃が阻そ害がいされたことを不思議がっているようにも見えた。

　その状じよう況きようは望むところではあった。六喰たちは今確かに、人間の領分を超こえる力を振るっているが、可能なのはあくまで〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉の進路を示すことのみ。そもそも〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉の力が精霊に及ばない以上、力押しで来られたならすぐさま蹴け散ちらされてしまうに違いなかった。

　それは、司令官である琴里も重々承知しているのだろう。ヘッドセットを通して、艦かん橋きようから指示を発してくる。

『──三班に分かれてちょうだい！　〈ビースト〉の対応に三！　士道の防護に三！　そして──近きん隣りん住民の救助・避難に三！　……〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉は秘ひ匿とく技術の塊かたまりだけど、今は細かいこと言ってられないわ！　あとの情報操作はこっちでやるから、各々ベストを尽つくしてちょうだい！』

『了りよう解かい！』

　琴里の号令に、少女たちが応える。

　そして、各々の責務を全うするために、それぞれが地を蹴けった。

　折紙、耶俱矢、夕弦は〈ビースト〉を囲うように。

　狂三、四糸乃、美九は士道の背後に。

　そして、六喰、七罪、二亜は、その戦場を離はなれ、破は壊かいされた街へ向かうように。

　その区分けは、事前に細かく指示を出されていたわけではない。だが、マリアから渡わたされたヘッドセットを装着し、〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉と意識をリンクさせた瞬しゆん間かん、全員がぼんやりと、己の役目に気づいていたのだ。

〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉そのものに、明確な性能の差はない。だが、それを操作する少女たちには、かつて手にしていた天使や霊力の性質によって、それぞれ得意分野が存在していたのである。

　六喰とて、士道を護りたいという気持ちがなかったわけではない。だが、今は各々ができることを果たすのが、何より士道の助けとなるのだと理解していた。二亜、七罪とともに地を駆かけ、崩ほう落らくした建物のもとに到とう達たつする。

「よっし、じゃあいくぜ〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉！」

　言って、二亜がバッ！　バッ！　とやたらと大仰な所作で以て、特とく撮さつヒーローのようなポーズを取る。それを見てか、七罪が頬ほおに汗あせを滲にじませながら半眼を作った。

「……なんか意味あるの、それ」

「何言ってんのさなっつん。ロボ子も言ってたじゃん。こういうのは思い込みが重要なんだって。というわけでユグド・サーチ！」

　二亜が謎の技名を叫さけびながら意識を集中させるように目を閉じる。すると二亜の操作する〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉が、甲かん高だかい駆動音を伴ともないながら随意領域テリトリーを広げた。

「……ん！　そっちの建物の下に二人、あっちには一人いるね！　幸い全員軽傷意識アリ！　頼んだなっつん、ムックちん！」

「了解……」

「心得たのじゃ」

　二亜の言葉を受け、七罪と六喰はそれぞれ指示された建物のもとへと向かった。

　そう。全知の天使〈囁告篇帙ラジエル〉を有していた二亜は、随意領域テリトリーを用いての探たん索さく能力に長たけ、〈贋造魔女ハニエル〉、〈封解主ミカエル〉という特とく殊しゆ能力に長じた天使を持っていた七罪と六喰は、随意領域テリトリーの精せい妙みような操作を得手としていたのである。

「──むん」

　六喰は意識を集中させると、〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉を操作し、崩落した建物を随意領域テリトリーで包み込んだ。

　そして、その下に閉じ込められた人に傷を付けないよう、至極優しく瓦が礫れきを浮遊させていく。

　すると、瓦礫の下から、頭を抱かかえるような格好で蹲うずくまった男が姿を現した。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「え？　き、君は……」

　六喰が声をかけると、男は小さく肩かたを震ふるわせてから顔を上げた。そしてすぐに、自分を閉じ込めていた瓦礫が浮遊していることに気づいたのだろう。驚愕に目を見開く。

「空間震じゃ。避ひ難なんをするがよい。一人で立てるか？」

「え、あ……は、はあ……どうも……」

　夢でも見ていると思ったのだろうか。男は頬をつねりながらよろよろと立ち上がり、シェルターへと走っていった。

「むん、では次じゃな。──二亜」

「オッケー、じゃあ今度はあっち頼むぜー！」

　六喰はその背を見送ると、二亜からの新たな指示を受け取り、次々と住民たちの救助を続けていった。

　と──

「……う、ぁ……」

「しっかりするのじゃ。今瓦礫を退どかしてやるからの──」

　一体幾人目を助けたときだったろうか。倒たおれた塀へいに挟はさまれ、身動きが取れないでいた女性を助けようとしたところで。

「ぁ────」

　六喰は、小さく息を詰つまらせた。

　一いつ瞬しゆん集中が途と切ぎれかけ、せっかく浮遊させた瓦礫が落ちそうになってしまう。慌あわてて随意領域テリトリーを保持し、寸前でそれを止める。

　だが、だからといって乱れた精神状態が正常になったかと言えば、そんなことはなかった。一定のリズムを刻んでいた心臓が突とつ然ぜん早はや鐘がねのように鳴り出し、体表から一いつ斉せいに汗が噴ふき出す。〈ビースト〉を前にしたときでさえ、ここまでの動どう揺ようはなかったかもしれない。

「ちょっとちょっと、どったのムックちん。そんなところで固まっちゃって。何か問題でも起こった？」

　と、六喰の様子を不ふ審しんに思ったのだろう。背後から二亜がそんなことを言ってくる。

　が、今の六喰に、それに返す余よ裕ゆうはない。

　けれど、それも無理からぬことではあった。

　何しろ、今六喰の目の前にあったのは──

「────姉──様……？」

　かつて六喰が心から慕したった、愛しい義姉あねの姿だったのだから。







「え──、……」

　朝妃──星宮朝妃は、自らの喉のどから零こぼれる声を、呆ぼう然ぜんと聞いていた。

　朦もう朧ろうとする意識の中、己の身に何があったのかを思い出す。──ああ、そうだ。会社からの帰り道、巨きよ大だいな流れ星を見たかと思った次の瞬間、凄すさまじい衝しよう撃げき波はが襲おそってきたのである。

　まさか、本当に隕いん石せきの衝しよう突とつにでも巻き込まれたというのだろうか。……いや、それならば朝妃が今生きているはずはない。身体からだの至るところが鈍にぶく痛んではいたが、逆にそれが、朝妃の生存を示していた。

「…………？」

　次いで、朝妃は気づいた。つい先ほどまで自分の身体に覆おおい被かぶさっていたコンクリート塀べいの重さがなくなっていることに。

　レスキュー隊や自衛隊などが助けに来てくれたのかとも思ったが──違ちがう。見やると、ビスケットのように崩くずれたコンクリートの塊が、まるで重力を失ったかのように朝妃の上にふよふよと浮遊していた。

「な、何これ……」

　意味がわからない。まさか塀が倒れてきた際に頭でも打ってしまったのだろうか。朝妃は恐おそる恐るといった調子で側頭部をさすりながら眉まゆをひそめた。

　と──そこで、もう一つのことに気づく。

　自分の目の前に、一人の小こ柄がらな少女が立っていることに。

「────あ」

　顔立ちを見るに、中学生くらいだろうか。綺き麗れいに切り揃そろえられた絹糸のような髪かみが、月明かりに照らされてきらきらと輝かがやいていた。

　その様があまりに美しいものだから、一瞬朝妃は、天からのお迎むかえでも来たのかと思ってしまったが──彼女の表情を見て、その考えを改めた。

　その目は驚きよう愕がくに見開かれ、唇くちびるは微かすかに震えている。まるで、予想外のものを目にしてしまったかのように。

　そしてその視線は、他ならぬ朝妃に注がれていた。慌てて自分の身体を見回す。──が、朝妃の身体には、彼女を戦せん慄りつさせると思われるような重大な怪け我がや欠損は見受けられなかった。

「え、ええと……私の顔に、何か……？」

「……！　い、や……」

　朝妃が戸と惑まどいがちに問うと、少女はハッと肩を震わせてから首を横に振ふった。

　そして、何やら顔を隠かくすような仕草をしながら、再び朝妃に声をかけてくる。

「立てる……か？　ここは危険じゃ……すぐに避難するがよい」

「え……あ、うん。もしかして、あなたが助けてくれたの……？」

「……むん。そういうことに、なるかの」

「…………」

　少女が躊躇ためらいがちにうなずくのを見て、朝妃は微かに眉まゆ根ねを寄せた。

　少女の特とく徴ちよう的な返事を聞いた瞬間、微かな頭痛が朝妃を襲ったのである。

　一瞬、自分の脳が事態に追いつけていないのかと思った。──突然の流星。爆ばく発はつ。崩落。それから不思議な力で救ってくれた女の子。超ちよう能のう力りよく者？　魔ま法ほう使つかい？　自分は今夢か幻げん覚かくでも見ているのかとも思った。そう考えれば、この頭痛にも説明が付く。

　けれど、なぜだろうか。

　この頭痛は、もっと根本的な何かが原因のように思えて仕方がなかった。

　さらに言うならば、この少女の顔を見てから、この少女の声を聞いてから、自らの身を襲った超ちよう常じよう現象の数々に対する興味を、彼女に対する興味が上回ってしまっていた。

　自分でも意味がわからない。まったく説明が付かない。なぜ初対面の少女にそのような感覚を抱いだいてしまうのだろうか。初対面──そう、初対面のはずだ。自分の記き憶おくの中に彼女の存在はない。だというのに──

「……っ！」

　そのとき、どこかから凄まじい爆発音が響ひびいてきて、朝妃はビクッと身体を震わせた。

「く……始まったか。早く避難を……！」

　少女が爆発音のした方向に視線をやりながら叫びを上げる。

「わ、わかった……」

　何が何だかわからないが、どうやら近くで大変な何かが起きているらしい。朝妃は頭中に生じかけていた疑問や不信感を全て無視して、足に力を入れた。

　確かに奇き妙みような感覚ではあったが、まず大事なのは自分の命だ。ここは少女の言うとおり、一刻も早く避難した方がいいだろう。そう判断して、朝妃はその場に立ち上がった。

　が。

「わ、わわっ！」

　慌てて立ち上がったからだろうか、朝妃はバランスを崩し、前方につんのめるように倒れてしまった。

「……！　姉様！」

　すると、少女が咄とつ嗟さに朝妃の手を取り、その身体を支えてくれる。

　瞬しゆん間かん──

「あ……」

　朝妃は、脳内に生じた感覚に、視界が明めい滅めつするのを感じた。

　少女の手の感かん触しよくに。そして、少女が発したその呼こ称しように。

　喩たとえるならば──頭の中に施ほどこされていた錠じようが、開けられるかのような感覚。

　堰せき止められていた記憶が、凄まじい奔ほん流りゆうとなって思考を満たしていく。強い目眩めまいに襲われる。手足の指先が痺しびれる。せっかく支えられたというのに、立っていることが困難になってしまう。

　嗚あ呼あ、そうだ。そうだ。

　──自分は、この少女のことを知っている。

　なぜ忘れていたのだろう。この少女は──

「……六、喰……」

「────っ」

　朝妃の、言葉に。

　少女──六喰は、小さく息を詰まらせた。

　六喰。星宮六喰。かつて朝妃の家に養子にやってきた女の子だ。

　美しく長い髪が特徴的で、いつも朝妃のあとをついてくる可愛かわいい妹。ずっと妹の欲しかった朝妃もまた、溺でき愛あいといっていいくらいに六喰を可愛がっていた。

　けれど……ああ、そうだ。

　いつのことだったか──六喰が、自分の知らない『何か』になってしまったのだ。

　人じん智ちの及およばぬ力を振るい、人心を操る、得体の知れない『何か』に。

　ひょんなことからそれに気づいてしまった朝妃は、六喰を恐れ──拒きよ絶ぜつした。

　甦よみがえった記憶の最後は、その瞬間。

　涙なみだを流しながらこちらを見つめる六喰の顔──

「…………っ」

　そこから先は、覚えていない。

　少なくともそれから今の今まで、朝妃は六喰の存在を忘れてしまっていた。

　否いな、朝妃だけではない。父も、母も。周囲の人間も。

　朝妃に妹がいた、という事実そのものがなかったかのように、誰だれも六喰のことを覚えていなかった。

　今思えば、六喰が朝妃たちに何かをしたのかもしれない。それを示すかのように、六喰は今も超常的な能力を発現させていたし──あれから何年も経たっているというのに、ほとんど歳としを取っていないように見えた。外見的な変化と言えば、切り揃えられた髪くらいのものだろう。

　それを自覚した瞬間、忘ぼう却きやくの彼方かなたに消えていた恐きよう怖ふ感が甦ってくる。何か得体の知れないものが、ある日自分の妹に成り代わってしまったかのような感覚。

「────」

　そんな朝妃の気配を感じ取ったのか、六喰が怯おびえるように肩かたを震ふるわせ、朝妃の身体からそろそろと手を離はなした。

「……無事で何よりじゃ。……早く、安全なところへ」

　そして、弱々しい笑みを浮うかべ、そう言い残して朝妃に背を向ける。

「あ──」

　その様に、朝妃は心臓を引き絞しぼられるかのような感覚を覚えた。

　確かにあのときは、六喰が恐ろしくてたまらなかった。

　けれど、今目の前にいるこの少女はどうだ。

　久ひさ方かた振ぶりに再会した姉に再び拒絶されながらも、しかし気き丈じようにその身を気き遣づかうその姿は──

「──六喰！」

　気づくと、朝妃は去りゆく六喰を呼び止めていた。

「……！」

　六喰が微かに身体を揺ゆらし、足を止める。

　だが、そのあとなんと言葉を継つげばいいのか、朝妃にもわからなかった。

　確かに六喰はあのとき、人間ではなくなってしまったのだろう。それを知られた六喰は、朝妃たちの前から姿を消し──朝妃たちはそれを認識することさえないまま、何年ものときを過ごしていた。

　朝妃の頭に生じたのは、途と方ほうもない恐怖と、それに負けないくらい大きな、後こう悔かいであった。

　嗚呼、それは、朝妃が長い間封ふうじられていた感情だったのかもしれなかった。六喰のことを忘れてしまったがゆえに、感ずることのできなかった情動。六喰がいなくなったことさえ認識できなかったがゆえに、贖あがなうことのできなかった罪業。

　もっと時間があったなら、六喰から話を聞くことができたかもしれないのに。

　もっと猶ゆう予よがあったなら、六喰を理解することができたかもしれないのに。

　あのときの朝妃はただ恐怖の虜とりことなり──六喰を、拒絶することしかできなかった。可愛い妹を、突つき放はなすことしかできなかった。

　けれどそんな朝妃を、六喰は助けてくれた。

　そして今、彼女はどこかへ向かおうとしている。何も事情はわからない。けれど、彼女は今、成すべきことをしようとしているのだ。朝妃を助けてくれたように、誰かを助けようとしているのだ。それだけは──なんとなく理解できた。

　──ならば、朝妃は何を言えばいい？　一度は拒絶し、裏切ってしまった最愛の妹に、一体どんな言葉をかければいい？

　彼女を傷つけてはならない。彼女の道を閉ざしてはならない。後ろ髪がみを引いてはならない。迷わせてはならない。

　永えい劫ごうにも思えるくらいの逡しゆん巡じゆんの果て。朝妃が発したのは──

「……髪……、切ったんだ……」

　そんな、至極どうでもいい日常会話だった。

　けれど、仕方がなかった。混乱と動どう揺ようの中、唯ゆい一いつ朝妃が口にすることができたのが、それだったのである。

「──っ……、むん……」

　朝妃の言葉に、六喰が微かすかに視線を泳がせる。

　その様には、どことなく怯えるかのような様子が窺うかがえた。

「……すまぬ。もう、姉様の前に現れるつもりはなかったのじゃ。しかし……」

　六喰が微かに震える声でそう言ってくる。

　朝妃は無言のまま歩みを寄せると、ゆっくりと手を伸のばし、六喰の髪かみに触ふれた。

　背中に触れる程度の長さに切り揃そろえられた髪は、土つち埃ぼこりや煤すすで黒く汚よごれていた。きっと大量に汗あせもかいたのだろう。手て触ざわりもごわごわで、朝妃の記憶の中にある、あの絹糸のような感触とは比べるべくもなかった。

　けれど、その汚れた髪からは、六喰が今まで歩んできた履り歴れきが、ありありと感じられた。

　朝妃の知らない六喰の人生が、刻まれていた。

「……あのときより、ずっと綺き麗れい」

「……！」

　朝妃は微笑ほほえみながらそう言うと、最後に頭をもうひと撫なでしたのち、手を離した。

「がんばって」







「──────────むん。ありがとう、姉様」
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　朝妃の言葉に。

　六喰は小さくうなずくと、止まっていた足を再び動かし始めた。

　すると、六喰を待っていた二亜が、小さく眉まゆ根ねを寄せながら言ってくる。

「……っと、ムックちん？　もしかしてあれ、お姉ちゃんだったの？　例の？」

「……そうじゃ。もう二度と会わぬと誓ちかったというのに、よもやこのような再会を果たすとは」

　その誓いに、覚かく悟ごに、嘘うそは微み塵じんもなかった。六喰は生しよう涯がい、彼女の前に姿を現すつもりはなかった。

　けれど今、運命の悪戯いたずらによって再会を果たし、望外の言葉をかけられた六喰の胸に灯ともるのは──

　先ほどまでよりもずっと強い、意志の火だった。

　六喰の言葉に、二亜がちらと朝妃の方を見てからぽりぽりと頬ほおをかく。

「そっか。不思議なこともあるもんだ。……でもそれならもっとこう、感謝の言葉とかあってもよかったのにねぇ。久々の再会だったんでしょ？」

「何を言う」

　二亜の言葉に、六喰は短く答えた。

「あれ以上の言葉が、あるものか」

「────」

　その返答に、二亜が目を丸くした。

　恐おそらく、気づいたのだろう。──六喰の両の目から、ぽたぽたと熱い涙が零こぼれていることに。

「……そっか。じゃあ、頑がん張ばんないとね」

「むん」

　六喰は涙を拭ぬぐいながらうなずくと、次なる救助を行うべく地を蹴けった。




　　　　◇




「──当とう該がい地域の避ひ難なん状じよう況きようは!?」

「現在約八五パーセント！　〈ラタトスク〉からも避難誘ゆう導どう用の機関員を派は遣けんしておりますので、間もなく完かん了りようするかと……！」

「急いでちょうだい。いくら〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉を連れているとはいえ、あの子たちは今生身の人間よ。そう長くは戦えないわ」

「了りよう解かい……！」

　空中艦かん〈フラクシナス〉の艦かん橋きようでは、琴里とクルーの声が交こう互ごに響ひびいていた。当該地域の現げん況きよう、〈ビースト〉への対応、少女たちへの指令──それらをつぶさに観察しながら、素早く指示を発していく。

　艦橋正面に搭とう載さいされたメインモニタには、士道や少女たちのいる地上の様子が映し出されているのだが、その映像は常に激しく揺れ動うごいていた。

　そう。今艦橋に現場の映像を送っているのは、通常用いられる自律カメラではなく、少女たちのヘッドセットに搭載された小型カメラだったのだ。

〈ビースト〉と相対する少女たちが一ひと所ところに留まっていられるはずはなく、必然、映像はやたらと臨場感溢あふれる振しん動どうを伴ともなうことになるのだった。

「うぷ……さすがにちょっと酔よっちゃいますね……」

「泣き言言うんじゃないの。それよりセンサーの復旧、急いで！」

「り、了解……！」

　琴里の指示に、〈フラクシナス〉クルー・幹みき本もとが作業を再開する。琴里はそれを確認したのち、ちらと艦長席の後方に視線をやった。

　理由は単純。そこには、なんとも奇き妙みような光景が広がっていたのである。

「んー、ふっふふー、ふっふふー、ふっふふー……♪」

「うるさいですよ神かん無な月づき」

「もう少し静かにしてください」

「できれば呼吸も止めてください」

　などと。

　目を伏ふせ、指揮者のように手を動かしながら鼻歌を歌う長身の男と、それを半眼で睨にらみ付ける、同じ顔をした少女たちという、わけのわからない光景が。

　男は〈フラクシナス〉の副艦長・神無月恭きよう平へい。そして居並んだ少女たちは、全てマリアのインターフェースボディだった。

「なっ、失礼な。意識を集中させるにはこれが一番なのですよ。そもそも艦の制せい御ぎよを頼たのんできたのはマリアではないですか」

「わたしだってできることなら神無月になど頼みたくありませんでした」

「前々から思っていましたが、直接制御顕コントロール現装置・リアライザに脳波を繋つながれるこの操作は、一種のセクシャルハラスメントでは？」

「この件が終わったら正式に告こく訴そします。せいぜい震ふるえて眠ねむってください」

「くっ、そんな言葉責めに負けたりなんか……！」

　神無月が頬を赤らめながらビクンビクンと身を捩よじる。それに合わせるように、〈フラクシナス〉の艦体が微かに震えた。

　それもそのはず。今この〈フラクシナス〉の航行は、魔術師ウイザード・神無月恭平によって制御されていたのだから。

　本来であれば艦戦時に用いられる非常手段ではあるのだが、〈ビースト〉から受けた被ひ害がいが思いの外ほか大きかったため──そしてマリアが、別のことにリソースを割かねばならなかったため、このような形をとっていたのだった。

　艦橋後部に整列した一〇名ほどのマリアたちは、皆みな一様に体育座りをして、首筋にケーブルを繋がれている。何でも、各々のボディに搭載された演算装置を並列駆く動どうさせているという話だった。

「それで──解かい析せきはできそうなの？」

「おや、わたしを誰だれだと思っているのですか？」

　琴里の問いに、代表のマリアがそう答えてくる。その軽口に、琴里はふっと肩かたをすくめた。

　そう。マリアが今行っているのは、〈ビースト〉の解析であった。

　通常行う好感度や精神状態のそれではない。今現場に飛ばしている〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉を通して、〈ビースト〉の力そのもの──彼女が振ふるう一〇の剣けんのことを調べていたのだ。

　無論、最初はクルーから反対意見も出た。それはそうだ。マリアのボディを使えば、元精せい霊れいの少女たちを危険な戦場に送らずとも、〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉を運用することが可能だったのだから。

　だが、最終的に琴里は、マリアの提案を吞のんだ。士道を助けにいきたいという六喰たちの意気を抑おさえられないという理由もないではなかったが──何より琴里も、〈ビースト〉のことを知らねば彼女を攻略することはできないと判断したのである。

〈ビースト〉。存在するはずのない謎なぞの精霊。彼女は一体──

「……！」

　と、琴里はそこで小さく眉まゆを揺ゆらした。

　マリアのインターフェースボディから、ピー、という音が鳴り響いたのである。

「マリア？」

「──解析、完了しました。……一言で言うと、困こん惑わく。二言で言うと、すごく、困惑。といったところでしょうか」

「冗じよう談だんはいいわ。それで？　彼女は一体何者なの？」

　琴里が問うと、マリアは首からケーブルを外しながら答えた。

「彼女の正体は未いまだわかりません。ですが、彼女が背負った一〇本の剣。あれは──」

　そして、メインモニタに映し出された〈ビースト〉の姿を見み据すえながら、続ける。




「かつて、琴里たちが有していた天使たちです」








第七章　鏡きよう野の七な罪つみ









　人間は生まれながらにして、主役と、そうでない者に分かれている。

　あらゆることに差が存在し、持つ者に、持たざる者は敵かなわない。

　……努力？　それができる時点で持つ者でしょ？

　別に輪りん廻ね転生なんて信じちゃいないけど、どうせなら私の前世は、手の付けようのないくらいの悪人であってほしい。殺しも殺し、盗とりも盗り。神も仏も見放した、天下御ご免めんの大悪党。その罪業、七度の輪廻を経るまで贖あがなわれず──なんてね。……だってそれなら、少しは諦あきらめもつくでしょう？

　……だから、私は結構、澪みおに感謝してるのよね。

〈贋造魔女ハニエル〉は、『私』を『私じゃない私』にしてくれたから。

　それに何より……みんなに出会えるきっかけを作ってくれたから。

　……ん、そうね。クソみたいな私の人生で、唯ゆい一いついい点を挙げるとしたなら、そこだと思う。その一点だけで、他の全部を帳消しにしてもいいって思えるくらいに。

　もしも今都合のいい女神様とかが現れて、『今までとまったく同じゴミ人生』と、『みんなとは出会えないけど、成功が約束された人生』を選んでいいって言われても、きっと私は前者を選ぶと思う。

　でも……いや、だからこそ、か。

　たまに、不安になることがある。

　主役たちの中に紛まぎれ込んだ脇わき役やく。

　持つ者の群れの中の持たざる者。

　成長しないみにくいアヒルの子。

　私は──本当にここにいていいんだろうか。




　　　　◇




「…………」

　二月。〈ビースト〉が現れるひと月ほど前。

　五いつ河か家隣となりに聳そびえるマンションの一室で、七罪はテーブルの上に置かれた大判の封ふう筒とうとにらめっこをしていた。

　かれこれ一時間近くはこうしている気がする。別に鏡で確認したわけではなかったけれど、いつも不機嫌気味の目が、さらに険を帯びている気がした。

　だがそれも仕方のないことではあった。何しろこの中には──七罪が人間であった頃ころの情報が収められていたのだから。

　そう。一度は閲えつ覧らんを拒きよ否ひした七罪であったが、あのあと再度琴こと里りのもとを訪れ、こっそり封筒を受け取っていたのだった。

　心境の変化があったのは数日前。士し道どう、四よ糸し乃のとともに、四糸乃が住んでいた街を訪れたときのことだ。

　なぜだろうか、あのときの四糸乃を見て、『よしのん』に託たくされた、四糸乃の母の想いを感じて──七罪は、強きよう烈れつに心を揺さぶられてしまったのである。

　無論、自分の経歴が、四糸乃の過去のように素敵なものだなどとは微み塵じんも思っていない。実際それを示すように、七罪が手て渡わたされた封筒は、四糸乃のそれよりも厚みがないように思われた。やはり薄うすい人間は人生も薄いのだな、と、不思議な感かん慨がいを覚える七罪だった。

　しかし、気づけば七罪は行動を起こしていた。ものすごく気まずい顔をしながら琴里のもとを訪れ、本題に入るまでにたっぷり三〇分ほどかけ、焦じれた琴里にちょっと怒おこられながら、この封筒を手に入れた。

　……の、だが。

「うーん……」

　そこまで行動を起こしたというのに、いざ中身を確認しようとすると、「……いやまあ、とりあえず手に入れるまではいったわけだし、確認はいつでもよくない？」と、心の中に住む怠たい惰だのリトル七罪が囁ささやいてくるのだった。ちなみにリトル七罪は全部で七人おり、怠惰のリトル七罪は、涅ね槃はん像のような寝ね姿すがたと、クソダサジャージの裾すそからはみ出たむちむちお腹なかがトレードマークだった。

「……ええい、ままよ！」

　とはいえ、いつまでもこのままでは埒らちが明かない。七罪は意を決すると、封筒を開け、そろそろと中の書類を取り出し始めた。特に意味はないのだが、自然と薄うす目めになっていた。

　封筒の口からゆっくりと書類が吐はき出され、徐じよ々じよにそこに記された文字が読めるようになっていく。

　最初に確認できたのは──名前だった。

「……鏡野、七罪」

　書類に記された文字列を読み、七罪は細く息を吐いた。

　自分にも苗みよう字じがあったのだ、という不思議な感慨と、意外と普ふ通つうの苗字だった、という奇き妙みような安あん堵どが肺はい腑ふを満たす。

　とはいえ、それだけだ。過去の記き憶おくを失っている七罪にとって、それはただの新情報に過ぎなかったのである。

　そういえば、四糸乃のときもそうだった。名前を見ても、当時の写真を見ても、全ての経歴に目を通しても、実感を伴ともなわない様子だった。四糸乃が全てを思い出したのは、当時入院していた病室を訪れてからである。

　だとすると、七罪も過去の記憶を思い出すためには、かつて住んでいた場所に赴おもむかねばならないのだろうか。

　なんというか、それは……気まずい。一人で行くのも気が引けるが、士道や四糸乃に同行してもらうのも恥はずかしかっ──

「────え？」

　と。

　次の瞬しゆん間かん、七罪は、突とつ然ぜん頭に生じた痛みに顔をしかめた。

「ぅ、あ、ぁ、あ、あ……ッ!?」

　まるで鋭するどい針を頭に刺さされ、その針が頭の中で枝分かれしていくかのような強烈な頭痛。封筒を取り落とし、思わずその場に蹲うずくまってしまう。

　その際、封筒の中身が派手に散らばり、その内容が七罪の視界に入った。顔写真。家族構成。住んでいた街。精霊になったと思われる失しつ踪そう時期。

　すると、それに呼応するようにして頭痛は激しさを増し──

「う──」

　やがて七罪は、胃の奥から熱い物がせり上がってくるのを感じた。

　強烈な嘔おう吐と感。思わず口を押さえながらトイレに駆かけ込こみ、便器の中に吐と瀉しや物を吐き出す。逆流した胃酸によって、喉のどと舌がひりひりと痛んだ。

「……うえっ……」

　もう吐き出すものも残っていないというのに、嘔吐感が治まらない。七罪はいつの間にか滲にじんでいた涙なみだを拭ぬぐうと、半ば無理矢理呼吸を整えた。

「はぁ……っ、はぁ……っ」

　そして、どれくらいそうしていただろうか。少しずつではあるが、頭痛が弱まっていった。

　けれど、陰いん鬱うつな気分は晴れそうになかった。……それはそうだ。何しろあの頭痛は、七罪の頭の中に、とんでもないものを残していったのだから。

「……うっわ、マジか。……マジか」

　……ああ、ああ。四糸乃に比べてなんともインスタントなことだ。

　そう。……書類を一部眺ながめただけで、七罪は、人間であった頃の記憶を思い出してしまったのである。

　と──

「……！」

　まさに、そのときだった。

　まるで七罪を呼ぶように、部屋のインターホンが軽快な音を上げたのは。

「…………ぁ……」

　七罪は幽ゆう鬼きのように虚うつろな顔を上げると、誘ゆう蛾が灯とうに誘いざなわれる虫のようにふらふらと玄げん関かんへ歩いていった。

　鍵かぎを開け、扉とびらを開く。すると──

「──こんにちは、七罪さん。今大だい丈じよう夫ぶですか？」

『へーい、みんなのアイドルよしのんだよー！　元気してるかい七罪ちゃーん』

　ふわふわの髪かみをした優しそうな少女・四糸乃と、可愛かわいらしいウサギのパペット・『よしのん』が、元気よく七罪の視界に飛び込んできた。

「四糸乃……よしのん……」

「はい……って、どうかしたんですか、七罪さん？」

『ねー。なんだかグロッキー？　何かあったー？』

　七罪の姿を見るなり、四糸乃とよしのんが心配そうにそう言ってくる。七罪はゆらゆらと首を横に振ふってみせた。

「……んなことないって。大体いつもこんな感じよ。平常運転平常運転」

　七罪がそう言うと、四糸乃は「そ、そうですか……？」と言いながらも一応は納得を示してくれた。このときばかりは七罪も、平時から憂ゆう鬱うつそうな自分の面相に感謝した。

　まあ、優しい四糸乃のことだから、何か七罪にも事情があるのかもしれないと思って配はい慮りよしてくれただけかもしれなかったけれど。

「……ん、それより、何か用？」

「えっと、観みたい映画があったので、もしよかったら一いつ緒しよにどうかと思って。でも、体調が優れないなら無理しないでください」

「……あー、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。いいね、映画ね。ちょうど私も観たかった。うん。じゃあ着き替がえてくる」

「あ……はい。でも……」

　いつにも増して虚ろな七罪の返事に、四糸乃がまたも心配そうな顔をする。

　七罪は力ない笑みを浮うかべると、四糸乃の目をじっと見つめた。

「……ねえ、四糸乃」

「はい、なんですか？」

「……やっぱ四糸乃って、女神だわ」

「──へっ!?」

　七罪の言葉に、四糸乃が目を丸くする。七罪はそんな四糸乃の反応にもう一度笑みを作ると、「ちょっと待ってて」と扉を閉めた。




　　　　◇




　──滅め茶ちや苦く茶ちやに破は壊かいされた街並みの中で。

　光り輝かがやく巨きよ大だいな『葉』が、一いつ匹ぴきの獣けものを取り囲んでいた。

「──邪じや魔まを……するなァァァ──────ッ！」

〈ビースト〉が幾いく度ど目とも知れない咆ほう吼こうを上げ、右手に携たずさえた『爪つめ』を、或あるいは背に負った『剣けん』を振り抜ぬく。

　するとそれに合わせて、あらゆるものを切り裂さく斬撃や、幾いく条じようもの光線、炎ほのおや冷気が迸ほとばしった。

「四糸乃さん、美み九くさん、随意領域テリトリーを重ねますわよ！」

「は、はいっ！」

「了りよう解かいですぅ！」

　狂くる三みの号令に従うように、三枚の〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉が閃ひらめき、士道の前に不可視の壁かべを形作る。それらは〈ビースト〉の攻こう撃げきを相そう殺さいすると、役目を終えたと言わんばかりに音も無く砕くだけ散った。

「──はぁっ！」

　同時、折おり紙がみの声とともに、別の〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉が、〈ビースト〉の周りに結界を形作る。

　士道を守ったのとは別種の、力を縛しばる随意領域テリトリー。〈ビースト〉の周囲の地面が、見えない手に押し潰つぶされるように僅わずかに陥かん没ぼつした。

「……こんなものは効かぬと……なぜわからない……！」

　が、〈ビースト〉は身じろぎ一つでその拘こう束そくから逃のがれると、折紙目がけて『爪』を振るう。少女たちの中で唯ゆい一いつその身にＣＲ‐ユニットを纏まとった折紙は、軽やかに身を翻ひるがえらせ、夜空に光の軌き跡せきを残してその攻撃をかわした。

〈ビースト〉が暴れ、少女たちの操る〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉がどうにかそれを抑おさえ込む。

　──先ほどから、幾度も繰くり返された光景。士道はそれを自覚すると、苦しげに拳こぶしを握にぎりしめた。

　確かに皆みなの援えん護ごによって、絶望的だった状じよう況きようはどうにか改善した。一いつ瞬しゆんのうちに士道がやられて終しまい、ということはなくなった。

　けれど、そんな皆の命いのち懸がけの支し援えんを受けてなお、士道は〈ビースト〉とまともに会話することすらできていなかったのである。

　ただただ時間を浪ろう費ひし、ただただ危うい綱つな渡わたりを繰り返す。極限状態の中最善手を打ち続け、どうにか命を繋つなぎ続ける。先ほどからできているのはそれだけだった。

　皆の集中力と気力に頼たより切った、危うい拮きつ抗こう状態。そんな泥どろ沼ぬまの中、士道の心しん拍ぱくは段々と速くなっていった。

　だが──

「…………」

　その危機的状況の中、士道は意識が細く、鋭く研とぎ澄すまされていくのを感じた。

　奇妙な感覚が、頭の片かた隅すみに生まれる。

　皆のおかげで〈ビースト〉のことをよく見ることができたからか、彼女の動きに違い和わ感かんを覚えたのである。

　確かに〈ビースト〉は激しく暴れている。一いち撃げき一撃で街の風景を様変わりさせるほどの攻撃を次々放っている。

　しかし、その攻撃が、正確に皆を狙ねらっているとは思えなかったのである。

〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉を操作しているとはいえ、皆は今、ほとんど生身の人間と変わらない。〈ビースト〉が本気で皆を排はい除じよしようとしたならば、こんなにも長く持ちこたえられるとは思えなかったのだ。

　たとえるならば──そう。

　自分でも抑えようのない情動を持て余しているかのような。

　あるいは、駄だ々だっ子が手足を激しく動かしているかのような。

　悲しくて悲しくてたまらないのに、何をすればいいのかわからないと訴うつたえているかのような。

　──嗚あ呼あ、そうだ。この感覚には覚えがある。

　これは、二年前の春の日、士道が士道として初めて精せい霊れいに会ったときに感じた──

「──！　だーりん、危ない！」

「……っ！」

　瞬しゆん間かん、美九の声が響ひびき、士道は目を見開いた。──〈ビースト〉の攻撃が、美九たちの形成した随意領域テリトリーを破り、士道に迫せまっていたのである。

　油断。思考に気を取られていたため、一瞬反応が遅おくれてしまう。士道は慌あわててその場から飛び退のきながらも、衝しよう撃げきと激痛を覚かく悟ごして奥歯を噛かみしめた。

　が。予想されたような痛みは、いつまで経たっても生じなかった。

　いつの間にか上空に現れた新たな〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉が、士道を守るように不可視の壁を形成していたのである。

「……っぶな。あんたやられたらお終いなんだから、マジ不注意で死ぬとか勘かん弁べんしてよね……」

〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉とともに姿を現した小こ柄がらな少女が、頬ほおに汗あせを垂らしながら言ってくる。激しい運動のためかぼさぼさになった髪に、生白い面おもて。その双そう眸ぼうは見るからに機き嫌げん悪そうに歪ゆがんでいたが、別に士道の油断に腹を立てているわけではなく、常つね日ひ頃ごろからのものだった。

「七罪……！　すまん、助かった！」

「……ん」

　士道が名を呼ぶと、七罪は小さく鼻を鳴らしながら視線を逸そらした。

「きゃー！　七罪さんかっこいいですぅー！　あとでお礼にハグしてあげちゃいますぅ！」

「それお礼じゃなくて罰ばつゲームじゃ……」

　七罪の活かつ躍やくに、美九が目を輝かせながら身をくねらせる。七罪は何やらぶつぶつと呟つぶやいていたが、美九は聞いていないようだった。

　すると七罪の後方から、二人分の足音が聞こえてくる。──七罪とともに周辺住民の救助に当たっていた六む喰くろと二に亜あである。

「大丈夫か、主ぬし様！」

「こっちは無事救助完かん了りようしたよ！　さ、こっからが本番だ！」

　そしてそう言って、士道を守るように〈ビースト〉に向き直る。──心なしか、六喰の顔に気力が漲みなぎっているような気がした。

「ああ、ありがとう、三人とも。でも──」

　士道は微かすかに眉まゆ根ねを寄せた。

　確かに周辺住民たちに気を遣つかわなくてよくなったのは大きいし、七罪たちの参戦も非常にありがたい。けれど、こちらの戦力が増えたからといって、この膠こう着ちやく状じよう態たいを脱だつすることができるとは思えなかったのである。

　そう、何かが必要なのだ。〈ビースト〉を鎧よろう力を剥はぎ取るような、何かが──

「──ええ、ここからが本番ね」

　と。

　そんな士道の思考を遮さえぎるかのように、凜りんとした声が上方から響いてきた。

　弾はじかれるように顔を上げ、その声の主を見やる。

　いつの間にそこに現れていたのだろうか。空中に浮ふ遊ゆうした光り輝く〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉の上に、悠ゆう然ぜんと腕うで組ぐみした琴里が立っていた。

「琴里！」

「妹いもうと御ご！」

「琴里さん！」

　少女たちが、思い思いに琴里を呼ぶ。すると琴里はそれらの呼びかけに応えるように身を翻し、軽やかに地面に降り立ってみせた。

「どうしたのさ妹ちゃん。司令官が戦場に出てくるなんて。あ、もしかして自分もおにーちゃんを助けたくなったとか、そういう？」

「それもなくはないわね」

　冗じよう談だん交じりの二亜の言葉に、琴里が白と黒のリボンを微かに揺ゆらしながら答える。まさかそう返されるとは思っていなかったのだろう。二亜がひゅうと口笛を吹ふいた。

「でも、当然そんな感傷的な理由だけじゃあないわ。私が来たのは──〈ビースト〉を、丸まる裸はだかにするためよ」

「なんだって？」

　士道が聞き返すと、それに合わせるかのように〈ビースト〉が吼ほえ、またも斬撃を放ってきた。

「く……！」

　その攻撃に対応して、防ぼう御ぎよ班が随意領域テリトリーを形成し、攻撃班が地を蹴けって展開する。

　そんな中、先ほど六喰から受け取っていたインカムから、マリアの声が響いてきた。

『──それについては、わたしから説明しましょう。皆、戦いながら聞いてください』

　どうやら、皆のヘッドセットにもその通信が届いているらしい。近くにいる七罪や美九が小さくうなずくのが見て取れた。

『結論から言いましょう。〈ビースト〉が纏まとっている一〇本の剣──あれらは、形こそ違ちがえど、あなたたちがかつて有していた天使と同じ反応を発しています』

「は……？」

「ど、どういうことですか？」

　マリアの言葉に、精霊たちから狼ろう狽ばいの声が漏もれる。だが無理もあるまい。謎なぞの精霊が振ふるっていた武器が、澪の消しよう滅めつとともに消えた自分たちの天使と同じ反応を示しているというのだから。

　しかし、なぜだろうか。その事実を聞いた士道は、奇き妙みような納得感を覚えていた。

　炎に光、冷気に風、そして極めつけは、空間に『孔あな』を開ける鍵かぎの剣──

　それらは確かに、今まで封ふう印いんしてきた精霊の力に酷こく似じしていたのである。

『〈ビースト〉が何者なのかは、未いまだわかりません。本当に過去や未来から現れた精霊なのか。はたまた、こことは別の世界の存在なのか──

　ですが今重要なのは、彼女が纏うその力が、あなたたちと同種のものである、という点です』

「いや、そんなこと言われても、どうしろってのよ……昔持ってたのと同じ能力だから俺には通じないぜ、なんて漫まん画がみたいなことできないからね……？」

　後方から、七罪の訝いぶかしげな声が聞こえてくる。マリアはコホンと咳せき払ばらいをしてから続けた。

『話は最後まで聞くものですよ。──皆、手を前に掲かかげてください』

「……？　こう？」

「疑問。何の意味があるのですか？」

　少女たちがマリアの言葉に従い、片手を前に伸のばす。

　するとその動作に合わせるように、天──〈フラクシナス〉の方向から、少女たち目がけて目映まばゆい光が降り注いだ。

「……！」

「これは──」

　少女たちが一瞬光に包まれ、驚おどろきの声を上げる。

　そしてそれが収まったとき、彼女らが掲げた手の中には、ぼんやりとした光を放つ武器のようなものが握られていた。

　形状としては、魔術師ウイザードの扱あつかうレイザーブレイドに近いだろうか。金属製の柄つかの先せん端たんから、三〇センチほどの光の刃やいばが顔を出している。

　とはいえ、魔術師ウイザードの扱うそれのように滑なめらかな形状ではない。歪いびつに曲がりくねったその様は、どことなく大樹の枝を思わせた。

『〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉──とでも言っておきましょうか。六喰の〈封解主ミカエル〉をモデルにした実験兵装です。その刃を精霊の身体からだに差し込むことで、その力を分ぶん離り──要は、精霊から天使を引き剥がすことができます』

「天使を──引き剥がす？」

「えっ？　何そのトンデモ武器。そんな便利なものがあるならなんでもっと早く出してくんなかったの？　場が盛り上がるまで勿もつ体たい付けてたの？　そういうとこだぞロボ子」

　二亜が不満げに言う。するとマリアが、かすかな苛いら立だちを語気に乗せながら返した。

『どこぞの三流漫画家でもあるまいし、そんなことはしません。実験兵装と言ったでしょう。まだ実用段階にはほど遠いのです。

　──確かにこの武器は、理論上精霊と天使の存在を分離することができます。ですがそれは、ほんの一いつ瞬しゆんに過ぎません。精霊が惑わく星せいとするなら天使は衛星。すぐにその二つは引き合い、もとに戻もどってしまいます。たったそれだけの成果のために精霊の懐ふところに入らねばならないのはリスクが高すぎるでしょう』

　ですが、とマリアが続ける。

『今このときだけは、話が違います。一瞬。一瞬で構いません。〈ビースト〉から天使を引き離はなすことができれば──』

　その言葉を引き継つぐように、琴里が声を響かせた。

「──ここには、〈ビースト〉と同じく、天使を引き寄せる引力を持った元精せい霊れいが、一〇人もいるでしょう？」

『…………！』

　少女たちが、驚きに声を詰つまらせる。

　それは士道も同様だった。何しろ〈ビースト〉から、天使を奪うばい取れるかもしれないというのである。

「もしそんなことが可能なら──」

「もし、じゃないわ。可能にするのよ、私たちが」

　琴里が、皆みなを鼓こ舞ぶするように言ってくる。

「行くわよ、みんな。──誰だれか一人で構わない。〈ビースト〉に剣けんを突つき立てるのよ」

『──応ッ！』

　勢いよく声を上げ、少女たちは、荒あらぶる精霊に向かって地を蹴った。







「……はぁ」

　鉄てつ風ぷう雷らい火かの戦場の中、七罪は一人、小さく息を吐はいていた。

　いや、緊きん迫ぱくした状じよう況きようであることは重々承知しているのだ。気を抜ぬいている場合ではない、ということも。

　けれど、どんなに強大な敵を前にしていたとしても、こうして仲間が揃そろうと、不思議な安あん堵ど感を覚えてしまうのであった。

　確かに〈ビースト〉の力は強大。正直さっきまで、どうすればいいかわからなかった。

　だが、琴里が参戦し、マリアから秘密兵器が授けられたことによって、攻こう略りやくの糸口が見えてきた。それにより、七罪の頭の中に、微かな揺らぎが生まれていたのである。

　──危機的状況ではあったが、やはり光明が見えた。さすがは琴里。さすがはマリア。七罪とは違う、選び抜かれた主役たち。あとは皆に任せておけば、万事丸く収めてくれるだろう。何しろこちらには優ゆう秀しゆうな人材が揃っている。身体能力の高い八や舞まい姉妹に、超ちよう弩ど級きゆう戦せん艦かん六喰。完かん璧ぺき超人折紙はＣＲ‐ユニットまで纏っているし、狂三に至っては殺しても死ななそうである。四糸乃は女神だし、美九も美少女相手だと鬼き神しんのように強い。二亜もまあ、漫画が上手い。なんかこんなこと前も思った気がする。

　よく言えば、信しん頼らい。悪く言えば、油断。きっと誰かが〈ビースト〉に剣を突き立ててくれて、士道がその力を封印してくれるに違いない。そんな漠ばく然ぜんとしたビジョン。

　自分は出しゃばってはならない。まかり間ま違ちがっても、皆の邪じや魔まをしてはならない。役に立たないのならばまだマシな方だ。自分が関わってしまったなら、きっと皆にとってマイナスになる。なぜなら自分は──

「つ……ッ」

　そんな思考が頭を掠かすめ、七罪は思わず顔をしかめた。

　──なぜ、今そんなことを考えてしまったのか。

　それは、一度は克こく服ふくしたはずの思考だった。他力本願。人任せ。仲間を大切と思っているにもかかわらず、自分で行動を起こそうとしない後ろ向きな姿勢。まるで、士道たちと出会う前の七罪に戻ってしまったかのような感覚。

　未だに悲観的でネガティブな七罪ではあるが、あのときに比べれば多少はマシになっているはずだった。皆との出会いによって、考えを改めたはずだった。端はたから見れば芋いも虫むしが躙にじっているくらいのスピードかもしれなかったけれど、少しは前に進んでいるはずだった。

　それ、なのに。

「……ああ、くそ」

　七罪は忌いま々いましげに吐き捨てた。

　なんとも最悪なことに、その原因にはすぐ当たりが付いてしまったのである。

　間違いない。──思い出して、しまったからだ。

　七罪の性格の根を。醜みにくい汚お泥でいに沈しずんだ己の経歴を──

「──七罪さん！」

「……っ、な──！」

　瞬しゆん間かん、四糸乃の声が響ひびいてきて、七罪はハッと肩かたを震ふるわせた。

　が──遅おそい。七罪がそれに気づいたときには、〈ビースト〉の攻こう撃げきによって崩くずれた建物の瓦が礫れきが、七罪目がけて降り注いできていた。




　　　　◇




「ふ────ッ」

　折紙は細く息を吐くと、〈ビースト〉を視界の中央に捉とらえ、意識を集中させた。

　右手にはレイザースピア〈エインへリヤル〉、左手には実験兵器〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉。そして全身には白銀の鎧よろい〈ブリュンヒルデ〉。

　そう。元ＡＳＴであり魔術師ウイザードとしての経歴を持つ折紙は、少女たちの中で唯ゆい一いつ、その身にＣＲ‐ユニットを帯びていたのである。

　無論、現状の戦せん闘とう能力は仲間の中でも群を抜いている。〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉は皆の手に行き渡わたっていたものの、あの〈ビースト〉に肉にく薄はくし、その身に刃を突き立てられるのは、折紙しかいないだろうという自負があった。

　それは実際、少女たちの間に生まれていた共通認識でもあった。別に示し合わせたわけでもないのだが、皆、折紙を中心とするように左右に展開し、〈ビースト〉を囲い込む陣じん形けいを取っている。

「呵か々か、いくぞ精霊！　疾はやきこと八舞の如ごとし！」

「連れん携けい。左右からの同時攻撃、避よける術すべはありません」

　耶か俱ぐ矢やと夕ゆ弦づるが高らかに叫さけびながら、〈ビースト〉を挟きよう撃げきする。本来であれば大声を上げながら攻撃をするなど、無む駄だな行動以外の何ものでもないのだが、このときばかりは事情が異なった。

　八舞姉妹はあえて自らの存在を示すことにより、〈ビースト〉の注意を引きつけているのだ。

　用意された鍵は一〇本。その内の一本が、彼女に届けばいいのだから。

「アァ──アアアァァァァ──ッ！」

〈ビースト〉は咆ほう吼こうを上げると、九番目の剣を手に取り、地面に突き立てた。するとそこを起点とするように空気が震え、目に見えない『音』の壁かべが形成される。

「のわっ！」

「衝しよう撃げき。これは──」

　八舞姉妹が突とつ撃げきを阻はばまれ、足を止めさせられる。すると、次いで〈ビースト〉が振ふるった八番目の剣が風を巻き起こし、彼女らの手にした〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉を吹ふき飛ばした。

　が、少女たちの攻こう勢せいは止まらない。八舞姉妹に手を取られた〈ビースト〉の隙すきを衝つくように、他の皆が攻撃を仕し掛かけた。

「はぁぁぁぁっ！」

「往生せぇやぁぁぁぁっ！」

「むん──！」

「──アァァァァッ！」

〈ビースト〉が次々と剣を抜き、少女たちの攻撃を捌さばき、弾はじき、撃うち落としていく。皆の手にした起き死し回かい生せいの鍵かぎが、次々と破は壊かいされていった。

「…………」

　だが──それでいい。折紙は冷静に〈ビースト〉の動きを見定めると、トン、と静かに空を蹴けった。

〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉が形成した随意領域テリトリーや、〈ビースト〉の振るう剣の余波が荒あれ狂くるう魔ま力りよくと霊れい力りよくの嵐あらしの中を、音もなく泳ぐように飛行していく。

　勝負は一瞬。少女たちの攻撃に対応する〈ビースト〉の背を一ひと突つきにする。折紙は随意領域テリトリーで〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉を浮ふ遊ゆうさせると、レイザースピアの先せん端たんに固定した。

「────今」

　六喰が〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉を構えて突とつ貫かんした瞬間、周囲に張り巡めぐらされていた〈ビースト〉の意識が一瞬、逸それる。マリアの弁によれば、〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉はもともと六喰の天使〈封解主ミカエル〉をモデルにしたものだという。もしかしたら、他の皆よりも扱あつかいに慣れているのかもしれなかった。

　その隙を見み逃のがす折紙ではない。折紙は随意領域テリトリーを操作すると、六喰に対する〈ビースト〉に一瞬で肉薄し、〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉を繰くり出した。

　が──

「な……っ」

　折紙は、小さく自分の喉のどから声が漏もれるのを聞いた。

〈ビースト〉に〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉の先端が触ふれようとした瞬間、その進路が僅わずかにずれたのである。

　不可視の壁に弾かれたとか、風に煽あおられたという感覚ではなかった。どちらかというと、腕うでが、自分の意志に反して狙ねらいを逸らしたかのような──

「……ッ！」

　そこで、折紙は気づいた。〈ビースト〉が背に負った一〇の天使。その二番目の剣が、空中に、光り輝かがやく文字を描えがき出していることに。

「未来記き載さい──」

　折紙は自らの油断を呪のろった。〈ビースト〉が折紙たち全員の天使を持っていると聞き及およんでいたにもかかわらず、彼女の獣けもののような戦い方から、その可能性を排はい除じよしてしまっていた。

　否いな──もしその可能性に至っていたとしても、結果は変わらなかったろう。

　未来記載。全知の天使〈囁告篇帙ラジエル〉に記された言葉は、現実となる。そう。それがたとえ、自分に対する敵の行動であろうとも。

「……ああ、そうだな。……来るのは、おまえだ。なぜだろうな……そう、思っていた」

〈ビースト〉が、虚うつろな目をしながら、辿たど々たどしく呟つぶやく。

　そしてそのまま六番目の剣を握にぎると、折紙の身体に突き立て、鍵を回すようにその刀身を捻ひねった。

「あ──」

　折紙が纏まとっていたＣＲ‐ユニットが、バラバラの破片となって弾はじけ飛ぶ。

　まるで桜さくら吹雪ふぶきのようなその光景を見ながら、折紙は地面へと沈んでいった。




　　　　◇




「ん……う……っ」

　鈍にぶい痛みに顔をしかめながら、七罪はゆっくりと目を開けた。

　どうやら頭を打ったらしい。数秒の間、記き憶おくが混こん濁だくする。

　が、目を数度瞬しばたたかせるうち、段々と意識を失う前のことが思い出されてきた。

　そうだ。今は〈ビースト〉との戦闘中。皆みなで一いつ斉せい攻こう撃げきを仕掛けようというところで、突とつ然ぜん七罪の上に瓦礫が降り注いできて──

「……気がつき……ましたか、七罪……さん……」

「……！　四糸乃!?」

　不意に響いたその声に、七罪は目を見開いた。

　そして、ようやく気づく。額から血を流した四糸乃が、七罪の身体からだに覆おおい被かぶさっていることに。

　確認するまでもなく、理解する。四糸乃が、降り注ぐ瓦礫から七罪を庇かばってくれたのだと。

「な、なんで──」

　七罪は言いかけた言葉を飲み込み、辺りに視線を巡らせた。

　今は無駄な問いを発している場合ではない。早く助けを呼んで、四糸乃を治ち療りようしてもらわなくては。

　七罪と四糸乃が参加できなかったとはいえ、あれだけの多勢だ。もう今は〈ビースト〉から天使を剥はぎ取り、士道が対話に入っているところだろう。ならば、手の空いている者もいるはず──

「…………ッ」

　そんなことを考えながら周囲を見回していた七罪は、戦せん慄りつに息を吞のんだ。

　数刻前まで街並みが広がっていたとは誰だれも信じないであろう瓦礫の山。

　そのあちこちに、少女たちが倒たおれ伏ふしていたのである。

　そして、その凄せい絶ぜつな戦場を、一人の少女がぺたりぺたりと緩かん慢まんな歩調で闊かつ歩ぽする。

　──〈ビースト〉。この世界に存在するはずのない精せい霊れいは、未いまだその背に、一〇の剣けんを背負ったままだった。

「嘘うそ……でしょ……」

　七罪は呆ぼう然ぜんと喉を震わせた。

　琴里が、狂三が、六喰が、耶俱矢が、夕弦が、美九が、二亜が、そしてあの折紙までもが、為なす術もなくやられてしまったというのか。

　七罪など及ぶべくもない『主役』たちが。神に選ばれた『持つ者』たちが。

　否、それだけではない。その戦いの余波に巻き込まれてしまったのか、士道もまた、瓦礫の上に倒れ伏していた。時折苦しげに漏れる声によって、まだ息があることだけはわかったが──〈ビースト〉が彼の息の根を止めるために歩みを進めているのは、誰の目からも明らかであった。

「七罪、さん……」

　そこで四糸乃が名を呼んできて、七罪はハッと肩を震わせた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ……すぐ助けを呼んであげるから……」

「──七罪さん」

「……っ」

　真っ直ぐに目を見つめられ、七罪は声を詰つまらせた。

　四糸乃の目は、その傷ついた小さな身体には似つかわしくないほど、強い意志の火を宿していたのである。

「今、あの人を止められるのは、七罪さんだけです。お願いします。どうか──士道さんを、助けてください」

　そして、一言一言に言こと霊だまを込めるかのような調子で、そう言ってくる。

　七罪は、顔面をさぁっと蒼そう白はくにした。

「む、無理、無理だって……！　みんなでも敵わなかったのに、私なんかにできるわけないじゃん……！」

　みんなみんな、七罪よりも優ゆう秀しゆうで、七罪よりも頭が切れて、七罪よりも強かった。
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　そんな彼女たちが成し遂とげられなかったことが、七罪にできるはずがない。七罪は目の端はしに涙なみだを浮うかべながら首を横に振った。

　しかし四糸乃は、そんな七罪の言葉を受けても、優しく微笑ほほえむのみだった。

「大丈夫です……七罪さんなら、きっとできます。七罪さんは、自分が思っているよりずっとずっと、すごい人なんですよ」

「そ、そんなこと……」

「お願いします、七罪さん……士道さん、を……」

　四糸乃は、辿々しくそう言うと、ふっと目を閉じ、力なく倒れ伏してしまった。彼女が手にしていた〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉が、ころころと地面に転がる。

「よ、四糸乃……！」

　七罪は慌あわてて名を呼んだが、四糸乃は何も答えなかった。恐おそらく、とうに限界を迎むかえていたのだろう。気力だけで、ここまで意識を保っていたのだ。

　七罪の無事を見届けるために。

　そして──七罪に、あとのことを託たくすために。

「……な、なんで、よりによって私なんかに……」

　七罪は絶望的な心地で呟くと、再度戦場に目をやった。

　死の大地を闊歩する瓦が礫れきの王〈ビースト〉。八名もの少女たちの猛もう攻こうを受けたにもかかわらず、その力には一切の翳かげりが見えなかった。檻おりのような一〇の剣で身体を鎧よろいながら、緩慢に、しかし確実に士道へと歩みを進めていく。

　少女たちを失った士道は完全な無防備状態。やがて〈ビースト〉が到とう達たつしたなら、人間である彼は容易たやすく屠ほふられてしまうだろう。

　それを助けるべき主役たちは、皆地面に倒れている。

　無事なのは──七罪しかいない。

　改めてそれを自覚すると、七罪は凄すさまじい動どう悸きと、胃が裏返るかのような嘔おう吐と感を覚えた。

　緊きん張ちようと焦しよう燥そうに脳が焼き切れそうになる。全身から汗あせが噴ふき出し、手足ががたがたと震ふるえ出す。

　──なぜ、なぜこのようなことになってしまったのか。

　何も持たないはずの七罪が、なぜこのような大役を仰おおせつかってしまったのか。

　あまりに相応ふさわしくない舞ぶ台たい。脇わき役やく中の脇役に突然当たったスポットライト。

　できることなら今すぐこの場から逃にげ出したかった。あるいはここで息を潜ひそめて蹲うずくまっていたかった。七罪に許された行動はそれくらいのはずだった。それが当然。それが七罪にとっての当たり前だった。

「…………ッ！」

　そんな思考が頭を支配しようとした瞬しゆん間かん、七罪は強く唇くちびるを噛かんだ。鋭するどい痛みが脳を突つき抜ぬけ、口の中にじわりと血の味が広がる。

　この場から逃げ出したい？

　息を潜めて蹲っていたい？

　七罪に許された行動はそれくらい？

「……ッ、ざッ、けんな……ッ」

　無意識のうちに頭に生じた思考。七罪として当たり前の思考を、踵かかとで躙にじるように踏ふみ潰つぶす。

　──当たり前？　なぜそんな屑くずのような思考が当たり前になった？

　嗚あ呼あ、嗚呼、知れたことだ。全てはあの頃ころの記憶に起因するのだ。

　七罪は、震える手で、〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉を握りしめた。




　　　　◇




　父親の顔は、よく覚えていなかった。

　──自分が物心つく頃にはもう、いなくなっていたから。

　母親の顔も、よく覚えていなかった。

　──目を見て話そうとすると、殴なぐられるから。

　だから、人間であった頃の記憶を思い出した今でも、その光景には欠損があった。

　母親と思おぼしき女の姿を思い描いても、顔の部分が、黒のマジックペンで塗ぬり潰されたようにぐしゃぐしゃになっていたのである。

　ああ、でも、声だけは覚えていた。主に怒ど鳴なり声と、自分を詰なじるような声ではあったけれど。

　鏡野■■というその女は、とにかく七罪の存在が気に入らないようで、いつも苛いら立だっていた。彼女の発する言葉の意味は最初よくわからなかったけれど、激しい語調と暴力がセットになっていたため、あまりいい意味ではないのだろうと察することができた。

　きっと自分が悪いから、■■はこんなにも怒おこっているのだろうと思った。

　だから、できるだけ上手くやろうとした。家事を覚え、言うことをよく聞き、いい子になろうとした。

　けれど、それはそれで■■は不ふ機き嫌げんになった。なので七罪は、できるだけ余計なことをしないようにした。嵐あらしを前に無力な虫ができることなどたかが知れている。ただ石の底に張り付いて、大人しく天気がよくなるのを待つだけだ。たまに風に煽あおられることはあるけれど、真っ向から向かっていくよりは幾いく分ぶんかましというものだった。

　■■はよく、七罪のことを醜みにくいと蔑さげすんだ。美び醜しゆうのことはよくわからなかったけれど、■■がそんなに言うのだからそうなのだろうと思った。

　もしも自分がもっと可愛かわいかったなら、■■に愛してもらえたのだろうか。そう考えると、少しやりきれない気持ちになった。

　だったらもっと綺き麗れいに産んでくれればよかったのに、とも思ったが、もちろん口には出さなかった。この頃ころには、七罪はだいぶ嵐のやり過ごし方を覚えていたから。




　──何のことはない。そんな、どこにでもあるような平へい凡ぼんな家庭。

　それが、七罪の育った場所だった。

　……琴里に手て渡わたされた封ふう筒とうが薄うすかったはずである。〈ラタトスク〉が編へん纂さんしたその書類には、必要最低限のデータしか書かれておらず、家庭環かん境きようのことにはあまり触ふれられていなかったのだ。

〈ラタトスク〉がこの程度の情報しか掴つかめなかったとは考えづらい。恐らく琴里が、七罪に気を利かせて情報の取捨をしてくれたのだろう。「愉ゆ快かいな情報ばかりとは限らない」と脅おどすような口ぶりで言っておきながら、上手く手を回しているあたりが、琴里の如じよ才さいないところである。

　まあ、七罪は名前を見ただけで当時のことを思い出してしまったため、そんな琴里の気き遣づかいも無む駄だにしてしまったのだが。今思うと、非常に七罪らしい落ちではあった。




　基本的に■■は七罪に食事を用意しなかったので、七罪の主な栄養源は小学校の給食だった。

　……まあ、当然の如ごとく給食費は払はらっていなかったようだったが、事なかれ主義の担任教きよう諭ゆは、七罪の状じよう況きようを見て見ぬ振ふりする代わりに、その点についても追つい及きゆうしてくることはなかった。

　問題は夏休みや冬休みなどの長期休きゆう暇かである。これは七罪にとって死活問題だった。家にはカップ麺めんやレトルト食品などが買い溜だめしてあったが、これに手を出そうものなら殺されるという確信があった。

　とはいえ、何も食べなければ先に待つ結果は同様である。七罪は■■に気づかれることなくカロリーを摂せつ取しゆする方法を考えなければならなかった。

　出た結論は、調味料であった。カップ麺などのように一食ずつに分けられているものならばまだしも、調味料が少し減っていたとしても気に留めはしないだろう。このときばかりは七罪も、■■のずぼらな性格に感謝した。

　長期休暇中の七罪の主食は砂糖と、水道水で薄めた醤しよう油ゆ。冷蔵庫にバターやマーガリンがあるときはラッキーデーだ。舌に染み渡わたる油ゆ脂しの味は、七罪に僅わずかばかりの幸福感を与あたえてくれた。

　そんな生活を送っていたものだから、七罪は同年代の子供たちよりも明らかに身体からだの発育が悪かった。

　加え、自分の衣服の洗せん濯たくや入浴は■■の目を盗ぬすんでしなければならなかったため、汚よごれた格好で学校に行かざるを得ないことも少なくなかった。

　子供は異い端たんを見つける天才だ。『みんなと違ちがう』七罪は、露ろ骨こつに避さけられ、あるいは目を付けられた。異端に触れたなら己も異端になってしまうのが子供の世界のルールだ。自分は『あれ』とは違うと仲間に証明しなければ、コミュニティの中で生きていけないのである。

　必然的に七罪は、学校が嫌きらいになった。正直、行かずに済むのならば行かないに越こしたことはなかった。

　けれど、給食がある以上行かざるを得なかった。七罪にとって学校とは、過か酷こくな環境に耐たえる代わりに栄養が摂取できる、食しよく糧りよう供給所以外の何ものでもなかったのである。




　そして……あれは、いつのことだったろうか。

　そう、七罪が中学生になってしばらく経たったある日のことだ。

（……うわ。何、これ）

　いつものように憂ゆう鬱うつな足取りで家に帰った七罪は、玄げん関かんを開けるなり眉まゆをひそめた。

　理由は単純。家の中が、滅め茶ちや苦く茶ちやに荒あれていたのである。

　棚たなやテレビ、電子レンジなどが派手に引き倒たおされ、床ゆかには食器やグラスの破片が散乱している。まるで小型の台風が七罪の家の中にだけ発生したかのような惨さん状じようではあった。

　とはいえ、七罪はそれを見ても、強ごう盗とうや空き巣、暴漢などの犯行とはあまり考えなかった。

　■■はもともと癇かん癪しやく持もちで、興奮してはよくものを壊こわしていたし、しばらく前から違い法ほう薬物にも手を出していたようだったから。

　まあ、それでもこの日の部屋の惨状は、いつにも増して凄まじかったのだけれど。

　あとから知ったことだが、どうやらその日、■■は、ある連れん絡らくを受けていたらしかった。

　──七罪の父である男が亡くなった、と。

　どうやら七罪の父は、他に妻子のある身だったらしく、■■に、口止め料を含ふくめた多額の養育費を秘密裏に支し払はらい続けていたらしい。

　要は■■はその日、生活費の供給が断たれるという通告を受けていたのだ。

　そしてそれはつまり、■■にとって、七罪の最後の存在意義が消えたということと同義だった。

（…………おい）

　帰宅した七罪に気づいたのだろう。倒された箪たん笥すの横に蹲っていた■■が、唸うなるような声を発してくる。

（…………何？）

　七罪は、見つかってしまった、という後こう悔かいに軽く眉まゆ根ねを寄せながらそう返した。……そういえば、■■と言葉を交わすのは三週間ぶりくらいな気がした。

（……金……、持って来いよ）

（……は？　そんなのあるはずないでしょ）

（ねぇんなら売春ウリでも何でもやって作って来いっつってンだよ！）

　叫さけび、■■が手近にあったグラスを投げつけてくる。割れたグラスの鋭い縁ふちが七罪の額に当たり、じわりと血が滲にじんだ。

（…………）

　天災には手を出さない主義の七罪ではあったけれど、このときばかりは、胸に立つ細さざ波なみを抑おさえきれなかった。

　別に顔を傷つけられたことに憤いきどおったわけではない。ただ、七罪のことを醜い醜いと蔑み続けた女が、都合のいいことを言うのに、少しだけ腹が立ってしまったのだ。

（何言ってんの？　私みたいなブスに客なんかつくわけないじゃん。あんたによく似て悪かったわね）

（…………ッ！）

　それからどんな会話を交わしたかは、よく覚えていない。

　気づいたときには、七罪は■■に馬乗りになられ、その首を両手でギリギリと絞しめられていたから。

（か……ぁ……は──）

　消え入るような声が、喉のどから漏もれる。

　視界が明めい滅めつし、意識が段々と薄れていく。顔が熱くなり、手足に力が入らなくなっていく。

　──殺される。殺される。殺される。

　七罪の脳は、ただそれだけに支配されていった。

　そのときだ。




（──ねえ、君。力が欲しくはない？）




　七罪の前に、正体不明のノイズが現れたのは。

〈ファントム〉。始原の精せい霊れい。──崇たか宮みや、澪。

　今でこそその正体を知ってはいるものの、当時の七罪は、極限状態に陥おちいったことにより、幻げん覚かくでも見てしまったのかと思った。

　だが、それでも構わなかった。七罪は必死で、力が欲しいと願った。目の前に垂らされた蜘く蛛もの糸に縋すがり付いた。

（────）

　絞め付けられた喉から声は出なかったけれど──

　そのノイズは七罪の意を察したように、緑色に輝かがやく小さな宝石のようなものを放ってきた。




　──その後のことは、時間にすれば恐おそらく三分にも満たぬ出来事だろう。

　精霊となり、天使〈贋造魔女ハニエル〉を手に入れた七罪は、その力を以もつて、■■の姿を小さなカエルに作り替かえた。

　咳せき込みながら身を起こす七罪を見上げ、カエルが怯おびえたように跳はね回る。

　その矮わい小しようで滑こつ稽けいな様に、七罪は歓かん喜きとか憐れん憫びんよりも、深い深い脱だつ力りよくを覚えた。

（…………）

　おもむろに片足を上げ、カエルを踏ふみ潰つぶそうとしたところで足を止め──

　七罪はそのまま、〈贋造魔女ハニエル〉に跨またがって窓ガラスを突つき破やぶった。

（────は、はは……）

　夕ゆう陽ひに染まりつつある空を駆かけ抜ぬけながら、七罪は自分の喉から笑いが漏れるのを感じた。

　何が起こったのかわからない。

　突とつ然ぜんおかしなものが現れて、おかしな力を授けてくれた。

　そして、今までどうしようもないと思っていた問題が、一いつ瞬しゆんで片付いてしまった。

　嗚あ呼あ、あんなにも恐ろしかった■■が、あんなにも強大だった母が、こんなにも矮小な存在だったとは。

（あははははは……はははははははははははッ！）

　それを考えると、笑いはどんどん大きくなっていった。

　自分は今まで、なぜこんな簡単なことができなかったのだろう。

　自分は今まで、なぜあんな母のもとに居続けたのだろう。

　自分は今まで、なぜ──

（あ……ああ……あああああぁぁぁぁぁぁぁ──────ッ！）

　──天に響ひびく哄こう笑しようは、いつしか、引き裂さくような慟どう哭こくに変じていた。

　今まで自分を虐しいたげてきた■■に復ふく讐しゆうを遂とげて、初めてわかった。

　自分は仕返しがしたかったわけではなく──




　──ただ、愛してほしかったのだ。




　　　　◇




「……く……そ……がァッ！」

　七罪は忌いま々いましげに吐はき捨てるように叫ぶと、手近な瓦が礫れきに頭を叩たたき付けた。

　もとより痛んでいた頭がさらに痛む。目眩めまいがし、額からは血が滲む。

　だが、いい気付けになった。七罪は息を荒あらくしながら奥歯を噛かみしめると、覚かく悟ごとともに地を蹴けった。




　　　　◇




「────」

　静かに。

　人間たちから〈ビースト〉の名で呼ばれる精霊は、歩みを進めていた。

　灰色に曇くもった視界に映るのは、塵ちりと芥あくたが積もった大地。

　そして──その直ただ中なかに倒れ伏ふした少年の姿であった。

「……、ぁ……、ぐ……」

　その少年は、息も絶え絶えといった様子で苦しげな声を上げていた。衣服は切り刻まれ、露ろ出しゆつした肌はだには痛ましい傷きず跡あとが幾いくつも刻まれている。恐らくこのまま放っておくだけでも、そう遠くないうちに息絶えてしまうだろう。

　だが。

「大だい丈じよう……夫ぶ……だ……怖こわがらなくて……いい……。俺たちは……敵じゃ……ない……」

　仲間が全て倒れてなお。

　己おのが身に死に至る傷を負わされてなお。

　少年が吐く言葉は、変わらなかった。

「……黙だまれ……」

　彼女は眉根を寄せると、忌々しげに呻うめいた。

　なぜだろうか。死に体たいのはずの少年の声は、異様に彼女の耳に障さわったのである。

　少年が声を上げるたび。彼女に何かを訴うつたえかけるたび。

　彼女は、耳を、頭を、喉を掻かき毟むしりたくなるような衝しよう動どうに駆られてしまった。

　恐らく、何らかの精神攻こう撃げきなのだろう。何の手もなく彼女の前に立つ人間などいるはずがない。早く殺さなければ。早く消さなければ。早く排はい除じよしなければ。このままこの人間の声を聞き続けたなら、頭がどうにかなってしまいそうだった。

　けれど、彼女の心の中には、微かすかな疑問が生じてもいた。

　今まで幾いく度どか、この少年にとどめを刺さす機会はあった。だがその好機に至ると、なぜか彼女の手は彼の首を落とすことを躊躇ためらってしまったのである。

　そもそも今この状じよう況きようについてもそうだ。彼女は自ら、彼の残り香がを辿たどって鍵かぎの剣けんを使い、空間に『孔あな』を開けた。まるで──彼にもう一度会いに行くかのように。

　わからない。自分の行動が理解できない。なぜ、自分は、この少年のことをこんなにも気にかけてしまうのか。自分は──

「……だから……そんな、泣きそうな顔、しないでくれ……」

「…………ッ」

　消え入るような少年の言葉に。

　彼女は、思わず息を詰つまらせた。

　異様な動どう悸き。心臓を突き刺されるかのような激痛。

　──駄だ目めだ。駄目だ。こいつは危険だ。こいつは、自分を、自分でないものに変えてしまう。殺さなければ。消さなければ。滅さなければ。

「……消え……ろ──ッ！」

　──と。

　彼女が、少年を殺すべく剣に手をかけた、そのときであった。

　天から彼女目がけて、魔ま力りよくの光が放たれたのは。







「……っ!?」

　目の前で起きた光景に、士道は思わず息を詰まらせた。

　少女たちを屠ほふり、士道に向かって歩みを進めてきていた〈ビースト〉。

　その頭上に、目映まばゆい光が降り注いだのである。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、〈ビースト〉の上方に、光り輝く一枚の『葉』が浮ふ遊ゆうしていることに気づく。

　──〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉。空中艦かん〈フラクシナス〉が誇ほこる汎はん用よう兵器。

　だが、それに気づいてなお、士道の驚きよう愕がくは収まらなかった。

　それはそうだ。何しろ、〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉を扱あつかえる少女たちはもう、皆みな〈ビースト〉にやられてしまったはずだったのだ。

　誰だれかが回復したのか？　それとも、〈フラクシナス〉が復旧したのか？　それとも──

「──小こ癪しやく……」

　士道がそんな考えを巡めぐらせていると、〈ビースト〉が四番目の剣を振ふり上げた。瞬しゆん間かん、辺りの気温がぐんと下がり、彼女の頭上に、氷の壁かべが形成される。

〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉から放たれた魔力光は、〈ビースト〉が展開した氷の壁に阻はばまれて、その余波を周囲に撒まき散らした。

　が、〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉の操り手も、そんな攻撃が〈ビースト〉に通じないことは百も承知だったらしい。〈ビースト〉が光線を弾はじくために片手を振り上げた瞬間、彼女の後方から、小さな影かげが姿を現す。

「──う……ッ、わぁぁぁぁぁ──っ！」

　ぼさぼさの髪かみを振り乱しながら、枝のような短たん剣けんを構えた小こ柄がらな少女が、〈ビースト〉目がけて突とつ撃げきする。その姿を認めて、士道は思わず目を見開いた。

「七罪……ッ!?」

　そう。〈ビースト〉に突とつ貫かんを仕し掛かけたのは、最初に姿が見えなくなっていた七罪だったのである。

　とはいえ、〈ビースト〉の注意が上空に逸それていたのは一瞬のこと。既すでに彼女は後方から迫せまる七罪の存在に気づいているようだった。

「……失せろ」

〈ビースト〉は冷れい淡たんな声でそう言うと、左手で八番目の剣を握にぎって、七罪に向けて振り抜いた。その軌き跡せきに沿うように真空の刃やいばが飛んでいき──七罪の首を、いとも容易たやすく刎はね飛ばす。

「なっ──」

　その光景に、士道は絶ぜつ叫きようを上げかけ──しかしすぐに思い直した。

　如い何かに追い詰められた状況とはいえ、七罪が、こんな無む謀ぼうな手段に打って出るとは思えなかったのである。

　あの、ネガティブで、悲観的で、自分に自信がなくて──過か剰じようなまでに用よう意い周しゆう到とうな七罪が、強大な敵に何の策もなく突貫するなどとは。

　だからこそ士道は、すぐにその違い和わ感かんに気づくことができた。

　──切り落とされた七罪の首から、血が一いつ滴てきも流れていなかったのである。

「これは……！」

　士道の声に合わせるかのように、七罪の首が、ブロックノイズのようにぶれ、空気に溶とけるように消えていく。

　そこでようやく士道は理解した。──その七罪の姿が、随意領域テリトリーによって形成されたダミー映像であると。

〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉を中心として展開された随意領域テリトリーは、使用者の意志を現実に投とう影えいする空間。複雑な操作には慣れも必要だろうが、七罪はもともと鏡の天使〈贋造魔女ハニエル〉を振るっていた精せい霊れいである。光の屈くつ折せつを操作して虚きよ像ぞうを作るのは得手であるようだった。

　しかし、今の七罪が虚像だったということは、本物の七罪は──

「────」

　士道がそう思った、次の瞬間。

　まるで、風景に溶け込こむ柄がらが描えがかれたベールを脱ぬぎ捨てるように。

〈ビースト〉の懐ふところ深くに、小柄な人ひと影かげが姿を現した。

　虚像のように、無む駄だな叫さけび声や足音を上げたりはしない。

　音もなく、声もなく。

　闇やみに潜ひそむ暗殺者の如ごとく、七罪はただ静かに──

　手にした〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉を、〈ビースト〉の胸に突つき立てた。







「……っ」

　両手に伝わった感かん触しよくに、七罪は息を詰まらせた。

　──今自分に打てる手は全て打った。〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉の砲ほう撃げきを囮おとりに使い、随意領域テリトリーの虚像で注意を逸らし、必殺の間合いに入り込んだ。

〈ビースト〉の攻撃方法は、大きく分けて二つ。一つは、『爪つめ』による斬撃。もう一つは、『剣』による特とく殊しゆ攻こう撃げき。後者はさらに、一〇のパターンに分かれる。

　それら全てに対応することはほぼ不可能。だが、『剣』の権能を使う際には、該がい当とうする『剣』を握らねばならないようだった。

　すなわち、一度に使用できる『剣』は二本まで。もしもその二本を同時使用した状態を作れるのならば、ほんの一いつ瞬しゆんではあるが隙すきが作れるのではないかと考えたのである。

　持たざる者の一ひと刺さし。なんとも卑ひ怯きようでみっともなく、小こ狡ずるい戦術。けれど、七罪はその手を選ぶことを躊ちゆう躇ちよしなかった。

　もとより傷つく名などありはしない。恥はじなど既にかき尽つくしてきた。士道と皆の命が助かるのならば、卑怯者の誹そしりなどさしたる痛つう痒ようにもなりはしなかった。

　──だが。

「…………」

　静かに──

　眉まゆをひそめることさえなく、〈ビースト〉が七罪を睥へい睨げいする。

　それはそうだろう。

　何しろ七罪の繰くり出した〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉の刃は、〈ビースト〉に届いてさえいなかったのだから。

　そう。〈ビースト〉の胸元の寸前。

　そこに小さな『孔』が開き、〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉を飲み込んでいたのである。

　──第六の剣。空間に『孔』を開ける鍵の剣の柄を、〈ビースト〉はいつの間にか、その口にくわえていたのだ。

　怪かい物ぶつ。その二文字が頭を掠かすめる。

　七罪とはものが違ちがいすぎる。圧あつ倒とう的な『本物』。

「──あ──」

　その光景に、七罪は小さく息を吐はいた。

　瞬間、頭の中に、かつて嫌いやというほど耳にした声が響ひびいてくる。

（……ほぅら、やっぱり駄目だった。何をやっても駄目なんだよおまえは）

　──黙れ。

（だからあのまま死んでりゃよかったのに。おまえに一体何ができた？　おまえがいて何が変わった？）

　──黙だまれ。

（愚ぐ図ずが調子に乗りやがって。おまえにはできない。おまえは弱い。おまえは醜みにくい。おまえは一生、誰にも愛されない）

　──黙……れ……ッ！

　心の中で必死に抵てい抗こうするも、その言葉は、鉄てつ鎖さの如く七罪の手足に絡からみついてきた。

　まだ終わっていない。まだ手は用意している。頭ではそれがわかっているのに、身体からだが動かない。次の手を打たなければならないのに、■■の影が七罪を捕とらえて放さなかった。

　やがて〈ビースト〉の目が、ゆっくりと細められる。

　まるで、七罪に終しゆう焉えんを告げるかのように。

「…………っ！」

　──が、そのときであった。

「七……罪……ッ！」

　苦く悶もんにも似た呼び声とともに、瓦が礫れきを踏ふみしめる音が響いてきたのは。

「……っ、士道──!?」

　七罪は思わず喉のどを絞しぼった。だがそれも当然だ。何しろ、満まん身しん創そう痍いの士道が、全身から血を流しながらその場に立ち上がっていたのだから。

　素人しろうと目めに見ても、動けるような状態でないことは明白である。身体の至る所に打だ撲ぼくと裂れつ傷しようが鏤ちりばめられた瀕ひん死し状態。もはや自殺にも近い行動だ。

　だが、士道は立ち上がってみせた。

　一体何のために？

　そんなこと、考えるまでもなかった。如何に悲観的な七罪でも、すぐにわかった。

　──七罪を、助けるためだ。

[image: ]

「……どこを向いてやがる。おまえの狙ねらいは俺だろう？　さあ、来いよハニー。優しく抱だき締しめてやる」

　声を発するのも一苦労だろうに、士道は不敵に微笑ほほえむと、〈ビースト〉を挑ちよう発はつするようにそう言ってみせた。〈ビースト〉がぴくりと眉を揺ゆらし、士道の方を睨にらむ。

『──罪。七罪』

「……！　え──」

　次いで、耳元に、小さな声が届いてくる。どうやら〈ビースト〉に気け取どられぬよう、インカムを通して士道が囁ささやいてきているようだった。

『……おまえのことだ。まだ何か仕込んでるんだろう？　……俺が注意を引き付ける。思いっきりやってやれ』

「っ、な、んで……」

『……わかるさ。長い付き合いだからな。……大だい丈じよう夫ぶ。おまえなら、できる』

「……あ……ぁ──」

　瞬間。七罪は、両の目にじわりと涙なみだが滲にじむのを感じた。

　──誰だれにも、愛されない？

　そんな考えが頭を掠めたこと自体が、恥はずかしくなった。

　一体自分は何を考えていたのか。

　死に瀕ひんしてなお、七罪のために立ち上がってくれる男がここにいるというのに。

　この絶体絶命の淵ふちに立って、七罪を信じ、七罪に命を預けてくれる仲間が、こんなにも側そばにいたというのに……！

「う……ぉおっ！」

　七罪はヘッドセットを通して〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉に指令を発した。

「────っ!?」

　次の瞬間。〈ビースト〉の顔が、初めて驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

　だが、それも当然である。

　何しろ〈ビースト〉の背には今、首から上のない七罪の虚像が握った〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉が、深々と突き立っていたのだから。

　──虚像に紛れるように放っておいた、もう一本の〈世界樹の枝〉が。

　無論、〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉は一人につき一本きり。七罪本人がそれを握っている以上、こんな攻こう撃げきは本来成立し得ない。

　だが、七罪の手にはもう一本、本来の持ち主の無念を宿した〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉が存在していたのだ。

　そう──七罪を救ったことによって戦線を離り脱だつせざるを得なくなった、四糸乃の短たん剣けんである。

「……いつまでも人の頭の中で、うだうだうだうだ煩うるさいのよ。そろそろ黙れ、亡ぼう霊れい」

　七罪は唸うなるように喉を震ふるわせると、頭に装着したヘッドセットを通して随意領域テリトリーを操作し、見えざる手で、〈ビースト〉の背に突き立った〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉の柄を握った。

「私は……できる」

　そして、呟つぶやくように言いながら、手に力を込める。

「私は……強い」

　己に言い聞かせるように、強く、強く。

　もはやその声に迷いはなかった。言葉の論ろん拠きよは既すでに示されていた。

　士道だけではない。四糸乃も。琴里も。二亜も。折紙も。耶俱矢も。夕弦も。六喰も。狂三も。美九も。そして、いなくなってはしまったけれど、十とお香かも。

　みんなみんな、七罪を認めてくれた。

　この場所にいていいと、言ってくれた。

　七罪がかつて、求めて、焦こがれて──でも、手に入らなかったものを与あたえてくれた。

　七罪を──愛してくれた。

「私は……可愛かわいい……ッ！」

　確かに相手は強大。この世に唯ゆい一いつの謎なぞの精霊。その力は絶大の一言。

　対して七罪は極めて貧弱。あるものといえば借り物の武器。あとは、人の顔色を窺うかがい続けることによって培つちかわれた、病的なまでの観察眼のみ。

　けれど、だからといって諦あきらめるわけにはいかない。

　七罪のことを愛してくれた皆みなを、殺させるわけにはいかない。

「──みんなは……私が──」

　一瞬、声が途と切ぎれる。それはあまりにも不ふ遜そんで、大それた発言だった。

　けれど、すぐに思い直す。

　覚かく悟ごを言葉に込め、弾だん丸がんのように、放つ。

「私が、守る……ッ！」

　七罪は手に力を込めると──

〈ビースト〉に突つき立てた短剣を、捻ひねった。








第八章　風かざ待まち八や舞まい









　──其それは、闇やみに葬ほうむられし記き憶おく。

　双児宮ジエミニの星せい辰しんが夜天を照らせど、その根源を知る者は在あらじ。八舞の理ことわりも又また然しかりよ。

　闇を探ることを咎とがめはせぬ。其れもまた人の業ごうなれば。然されど努ゆめ忘れるな。人は深しん淵えんを覗のぞくとき、深淵を覗いているのだということを……

　……ん？　あれ？　なんか違ちがう？　まあいいや。

　ええと、で、何の話だっけ。ああ、そうそう。夕ゆ弦づるとのことね。

　うん、士し道どうには感謝してるよ。士道のおかげで、私と夕弦は二人のまま存在し続けることができたんだから。

　あのときの私は、自分を犠ぎ牲せいにしてでも、夕弦に生き残って欲しいと思った。

　今だってあのときみたいな状じよう況きようになれば、きっと同じことを考えると思う。

　けど、今は──間ま違ちがってもそれを口に出すことはしない。

　だって、夕弦にとって一番辛つらいことは、私を失うことだっていう確信があるから。

　むず痒がゆいこと言ってる自覚はあるけど、本当なんだから仕方ない。

　だから私たちはきっと足あ掻がく。死ぬほど考える。二人が生き残る道を。

　だって、選せん択たく肢しは自分たちで増やせるってことを──士道が教えてくれたから。




　回かい顧こ。なぜだか最近よく、昔のことを思い出します。

　いえ、人間であった頃ころの話ではありません。生あい憎にく、そのときの記憶は一つの確信──耶か俱ぐ矢やともともと一つだったという点を除いて曖あい昧まいなもので。

　耶俱矢と競い合ったこと、そして、士道と出会ったときのことです。

　あの頃は耶俱矢を生き残らせようと必死でしたが、今になってみれば楽しい思い出です。不思議なものですね。時間というものには、記憶を円熟させる効果があるようです。どんな大変な記憶も、過ぎてしまえば一つの経験。むしろ苦労が多ければ多いほど、色いろ濃こく心に刻まれている気がします。

　とはいえ無論、それが効果を発揮するのは、平へい穏おんな『今』があればこそです。どんなに険しい道程も、どんなに苦しい道筋も、今この世界を形作るのに必要だったのだと思えば、全てが尊く感じられるのです。

　だからきっと、こう思うのです。もし仮に夕弦と耶俱矢が人間であった頃の記憶を思い出したとしても。そして──たとえそれが、如い何かな艱かん難なんと辛しん苦くに塗まみれたものであったとしても。

　夕弦と耶俱矢は、笑いながらそれを懐なつかしむことができると。




　つまりはあれよ。これから先、どんなことがあろうと、私と夕弦なら──




　確信。夕弦と耶俱矢なら──




　──容易たやすく突とつ破ぱしてみせる。




　──容易く突破してみせます。




　　　　◇




「……けふっ、けふっ……、……夕弦、生きてる？」

「……返答。なん、とか……」

　瓦が礫れきの山の上に並んで寝ねそべっていた耶俱矢と夕弦は、同時に目を覚ますと、これまた同時によろよろと身を起こした。

　双そう方ほう、傷だらけである。二人は互たがいの姿を見やると、自じ嘲ちよう気味に笑い、痛む身体からだを気き遣づかいながら周囲の様子を確かめるように視線を巡めぐらせた。

　……どれくらい意識を失っていたのだろうか。二人が気を失う前に見ていた光景は、〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉を構えて〈ビースト〉に突とつ撃げきしたときのものであった。どうやら二人とも、あえなく〈ビースト〉にやられてしまったらしい。

　とはいえ、それは想定内のことではあった。もとより耶俱矢と夕弦の役目は、本命の一いち撃げきのための囮おとり。派手にやられてしまったとしても、一いつ瞬しゆん〈ビースト〉の気を逸そらすことができればそれでよかったのである。

　無論、負けず嫌ぎらいな八舞姉妹だ。悔くやしさを感じないと言えば嘘うそになる。だが、あの場で〈ビースト〉に刃やいばを届かせうる者がいたとしたならば、それは皆みなの中で唯ゆい一いつＣＲ‐ユニットを纏まとった折おり紙がみに違いなかったのだ。

　これは功名のための戦いではなく、〈ビースト〉を救うための戦い。彼女の前に、士道の道を通す戦い。その目的さえ達することができるなら、耶俱矢や夕弦が一等の勲くん功こうを受ける必要はなかったのである。

「…………」

「…………」

　だが、周囲の光景は、二人が期待していたものとは異なっていた。──果てしなく広がる瓦礫の山。耶俱矢と夕弦が気を失ったときと、何も変わっていない。

　理想は、二人が気絶している間に全てが終わり、〈フラクシナス〉か〈ラタトスク〉の医い療りよう施し設せつの中で目を覚ますことだったのだが──どうやらそこまでは至っていないらしかった。

　とはいえ、あの折紙が何もできずにやられてしまったということはないだろう。きっと今いま頃ごろは──

「──あ」

「戦せん慄りつ。まさか……」

　と、そこで耶俱矢と夕弦は気づいた。

　周囲に、二人と同じように苦しげに呻うめく少女たちの姿があることに。

　そしてその中に、白銀のＣＲ‐ユニットを剥はぎ取られた折紙の姿があることに。

「な……！　お、折紙!?　嘘でしょ……!?」

「驚きよう愕がく。そんな、マスター折紙が……！」

　二人は息を詰つまらせると、思わず目を見合わせた。

　折紙は、間違いなく少女たちの中で最強の戦力だった。その彼女が敗れたということは、士道を守る者がいなくなってしまったということと同義である。

「……ぬおりゃっ！」

「奮起。ぬん……！」

　それを認識した瞬しゆん間かん、耶俱矢と夕弦は歯を食いしばり、その場に立ち上がった。無論、全身に激痛が走るが、そんなものは気合いで抑おさえ込む。極きよく端たんな話、たとえ手足が千ち切ぎれたとしても、生きてさえいれば顕現装置リアライザによって接つぐことは可能だ。

　そう。──生きてさえ、いれば。

　死んでしまったなら、もう取り返しがつかない。たとえ人じん智ちを超こえた魔術師ウイザードの力でも。たとえ──最強を誇ほこる始原の精せい霊れいであっても。その結果を覆くつがえすことはできない。

　だから一刻も早く、士道と皆の安否を確認せねばならなかった。無論最悪の事態となれば〈フラクシナス〉も黙だまって見ていはしないだろうが、あれだけ損傷しているのだ。万一ということもある。とにかくこの目で無事を確認するまでは──

　と。

「────え？」

「────唖あ然ぜん。あれは」

　次の瞬間。耶俱矢と夕弦は呆ぼう然ぜんと目を見開いた。

　だがそれも当然である。

　突とつ然ぜん、地上から夜空に向かって、巨きよ大だいな光の柱が屹きつ立りつしたのだから。







「う……ぐ、ァ、あ、ぁ、ぁぁぁァァァァァァァァァァァ────ッ！」

　──〈ビースト〉の絶ぜつ叫きようが、辺りの空気をビリビリと震ふるわせる。

「……っ」

　士道はただ呆然と、その凄せい絶ぜつな光景を見つめていた。

　七な罪つみが放った短たん剣けん〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉。その歪いびつな刀身に身体を貫つらぬかれた瞬間、〈ビースト〉が──正確に言うならばその背に負った一〇の剣けんが、光を放ち始めたのである。

　その目映まばゆい輝かがやきは、脈動するかのように明めい滅めつしながら、どんどんその強さを増していった。やがてバチバチと音を立て、辺りに霊れい力りよくの余波を撒まき散らしていく。

「わ……っ、わわ……っ!?」

　狼ろう狽ばいを露あらわにしたのは、〈ビースト〉のもっとも近くにいた七罪であった。突とつ然ぜん輝かがやきだした〈ビースト〉に驚おどろいてか、その場で身を竦すくませている。

「七罪！　そこにいちゃ危険だ！　一いつ旦たん離はなれろ！」

「……！　う、うん……！」

　士道が叫さけぶと、七罪は慌あわててその場を離はなれた。一瞬前まで七罪がいた場所に、霊力の光が激しく炸さく裂れつする。

「ぎゃーっ！　あ、あっぶな……」

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

「な、なんとか……でも、これって」

『──よくやってくれました、可愛かわいい七罪』

　それに応えたのは、インカムから響ひびくマリアの声だった。名前の前についていた形容詞に、七罪がピクッと頬ほおを動かす。

『〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉の発動を確認。〈ビースト〉から、一時的に天使を切り離します。さすがは七罪。出来る子。強い子。可愛い子』

「ぬぐぉぉぉぉ────ッ！」

　マリアの言葉に、七罪が頭を抱かかえながら身を捩よじる。その様は、功績を認められて喜んでいるというよりも、痛々しい黒歴史を掘ほり起こされて悶もだえているかのように見えた。

　……何だか他人ひとごとに思えない。士道は力なく苦笑した。

「……あんまりからかわないでやってくれ。せっかく自分で自分を認められたんだから」

『褒ほめたつもりだったのですが。──まあいいです。それより、来ますよ』

「え──」

　マリアがそう言った、次の瞬間。

「──ぐ、ぅ、あ、ぉ、あぁぁぁぁァァッァァアァァァァァァァ────ッ!!」

〈ビースト〉が一際大きな叫びを上げたかと思うと──その身体から、膨ぼう大だいな光が、空に向かって迸ほとばしった。

　その様はまさに、天に聳そびえる尖せん塔とう。或あるいは、夜よ闇やみを切り裂さくように突つき立てられた、巨大な剣を思わせた。

「うお……ッ！」

「んなっ──」

　突然の光景に、士道と七罪は目を見開きながら顔を上げる。

　するとその動作に合わせるようにして、光の柱の先せん端たんが星のように煌きらめき──

　そこから、幾いく条すじもの流星が、地上に向かって降り注いでいった。

「……って、ちょ、なんかこっちに来てない……!?」

　ともに空を見上げていた七罪が、悲鳴じみた声を上げる。

　そう。天から注がれる無数の光の塊かたまり。その内の一つが、士道と七罪目がけて降ってきたのである。

「な──」

　思わず身を竦ませ、その場から逃のがれようとするも、遅おそい。士道と七罪の視界が、目映い光に包まれた。

「う、うわぎゃぁぁぁぁ────ッ!?」

　が、予想されたような衝しよう撃げきはなかった。

　その代わり──

「え……？」

　呆然とした七罪の声が、辺りに響き渡わたる。

　一いつ拍ぱく置いて、士道は気づいた。

　尻しり餅もちをついた七罪の目の前に、一ひと振ふりの短剣が突き立っていることに。

「こ、れって……」

　七罪が小さく息を吞のみ、その剣を凝ぎよう視しする。

　破は壊かい力よりも切れ味を追つい求きゆうしたかのような曲刀である。中心に輝くは緑色の宝石。優美な曲線で構成されたそのシルエットは、どことなく、魔ま女じよの帽ぼう子しを思わせた。

　その剣には見覚えがあった。──〈ビースト〉が背に負っていた一〇の剣のうちの一つである。

「────！」

　瞬間、まるでその流星が朝を呼んだかのように、東の空がうっすらと白み始める。

　黎れい明めいの光をその身に浴びながら、士道は顔を上げ、周囲を見やった。──地上に降り注いだ流星の行方ゆくえを探るように。

　そして、理解する。

　それぞれの流星が、在あるべき場所へ辿たどり着いたことを。

　折紙の前に、一番目の剣が。

　二に亜あの前に、二番目の剣が。

　狂くる三みの前に、三番目の剣が。

　四よ糸し乃のの前に、四番目の剣が。

　琴こと里りの前に、五番目の剣が。

　六む喰くろの前に、六番目の剣が。

　七罪の前に、七番目の剣が。

　耶俱矢と夕弦の前に、八番目の剣が。

　美み九くの前に、九番目の剣が。

　──それぞれ、突き立っていたのである。

「これ、は……」

「っはー……かっこよ……」

「あら、あら。なんとも──懐なつかしい感覚ですわね」

　少女たちがよろよろと身を起こしながら、目の前に降臨した剣を見つめる。気を失っていたと思おぼしき四糸乃や折紙たちも、その剣の霊力に揺ゆり起こされたかのように、小さくうなりながら顔を上げた。

「ぐ、ぅ……ッ、お、の、れ……！」

　それに反応するように、剣を失った〈ビースト〉が、苦しげに喉のどを絞しぼる。

　この機を逃してはならない。士道は皆みなに届くように声を張り上げた。

「みんな、剣を！」

『……おおッ！』

　士道の声に応えるように、少女たちが一いつ斉せいに手を伸のばし、目の前に突き立った剣の柄つかを握にぎる。

　すると、その瞬間。

　命の絶えた瓦が礫れきの山に、幾つもの霊力の光が渦うず巻まき──

　大輪の花を付けるように、咲き誇った。

「…………っ！」

　少女たちが握った柄を起点として、鐵くろがね色の剣が鮮あざやかな色を帯びていく。

　そしてそれらの剣はやがて、光とともにその形を変容させていった。

　或いは無数の羽に。或いは豪ごう壮そうな本に。或いは銃じゆうを備えた時計に。或いは巨大な兎うさぎに。或いは炎ほのおの戦せん斧ぷに。或いは鍵かぎの錫しやく杖じように。或いは鏡を備えた箒ほうきに。或いは輝く楽器に。

　そう。始原の精霊の消しよう滅めつとともにこの世界から消え去ったはずの天使たちが、今再び地上にその姿を示したのである。

「……！　〈氷結傀儡ザドキエル〉──！」

「っ、まさか、本当に私たちの天使を纏まとっていただなんてね……」

「むん……これならば、戦えるのじゃ」

　少女たち──精霊たちは、各々の天使を駆かると、その感かん触しよくを懐かしむようにその身に霊力を纏わせ、様々な形の衣を顕現させた。

　──霊れい装そう。精霊が纏う絶対の鎧よろいにして、城。

　少女たちが立ち並ぶ煌びやかなその様は、まさに一年前の風景の再現。士道は、胸を満たす不思議な感かん慨がいに思わず拳こぶしを握った。

「え……？」

　と、そのとき。不意に身体を温かい光が包み込んできて、士道は目を丸くした。

　隣となりを見やると、そこに立っていた七罪が、〈贋造魔女ハニエル〉を掲かかげていることがわかる。それと同時、士道の身体からだに刻まれていた幾つもの傷が、まるで嘘うそのように綺き麗れいに塞ふさがっていった。

「……久々だったから不安だったけど、意外と覚えてるもんね。一応、応急処置よ。例によって傷を負った部分を綺麗にしただけだから、あんまり無茶はしないで」

「いや、だいぶマシになったよ。ありがとう、七罪。おまえがいてくれてよかった」

「…………ん」

　士道が傷の具合を確かめるように、手を握ったり開いたりしながら言うと、七罪が照れくさそうに視線を逸そらした。

　大人しい反応ではあったけれど、それは七罪が士道の賞賛を素直に受け取ってくれたことの証左である。士道は何だか嬉うれしくなって、ふっと頬を緩ゆるめてしまった。するとそれに気づいたのか、七罪がさらに頬を赤くした。

　そんな様子に、琴里が微笑ほほえましげな表情を作る。が、すぐ気を取り直すように咳せき払ばらいをすると、皆を導くように声を上げた。

「さあ──」

　和装のような霊装と、鬼おにの如ごとき角、そして灼しやく熱ねつの炎をその身に帯びた琴里が、燃え盛る戦斧を〈ビースト〉に向ける。

「──ここからが、私たちの戦争デートよ」

　その号令とともに──

　精せい霊れいたちが、東雲しののめの空に舞まった。







　朝焼けに燃える瓦礫の野に、幾条もの光が煌めく。

　それは、天使を携たずさえた少女たちが放つ、霊れい力りよくの輝かがやきである。世界に満ちる力マナを集め集めて生成された、超ちよう自然の結けつ晶しよう。人じん智ちの及およばぬ『形ある奇き跡せき』。

　およそ一年ぶりに霊装を纏まとった少女たちは、その空白ブランクを感じさせぬほどの精せい妙みようさで以もつて天使を操り、次々と〈ビースト〉を包囲していった。

「お、のれ。私に……何をした……ッ」

『剣けん』を奪うばい取られた〈ビースト〉は、襤らん褸るのような外がい套とうを翻ひるがえしながら、右手に備えた『爪つめ』を振ふり払はらった。空間そのものが削けずり取られるかのような鋭するどい斬撃が少女たちを襲おそう。
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「ぬわっ!?　デバフかかったんじゃなかったっけ!?　全然強いまんまじゃん！」

「確かに天使は一時的に奪い取ったけど、元の力が違ちがいすぎるわ。弱体化っていうより、攻こう撃げきの選せん択たく肢しを奪った程度に考えてちょうだい。油断せず、連れん携けいして抑おさえ込むわよ！」

『──おおっ！』

　琴里の言葉に応えるように、精霊たちが声を上げる。

　が──

「…………」

「…………」

　そんな戦場の中、その幻げん想そう的な光景を無言で眺ながめている影かげが二つ、あった。

　──八舞耶俱矢と、八舞夕弦。

　普ふ段だんであれば率先して皆の前に立ち、一いち番ばん槍やりを競う双ふた子ごの姉妹は今、なぜか目の前に突き立った剣の柄を取れずにいたのである。

〈ビースト〉が背に負っていた八番目の一振り。

　渦うずを巻くような意い匠しようが施ほどこされた、細身の剣。

　形こそ違えどその剣からは、かつて耶俱矢と夕弦が携えていた風の天使〈颶風騎士ラフアエル〉の威い容ようがありありと感じ取れた。

　きっとそれを手に取れば、皆と同じように精霊の力が戻もどってくるのだろう。そうすれば、士道の一助となれるに違いない。躊躇ためらう必要など微み塵じんもないはずだった。だが──

「あのさ、夕弦」

「呼よび掛かけ。耶俱矢」

　耶俱矢と夕弦は互たがいの名を呼ぶと、視線を交わし合った。

「……ぷっ」

「……微笑。ふふ」

　そのタイミングが測ったように同じだったものだから、二人は思わず笑ってしまった。

　そうして、これまた同時に思い出す。

　今からおよそひと月前。この逡しゆん巡じゆんの原因となる出来事を──




　　　　◇




　──覚えているのは、空だった。

　そう。空だ。青い空。雲一つない──とまではいかないけれど、息を吞むほどに綺麗な光景だったように思う。

　そして、そこを横切る鳥の姿が妙みように美しく思えて、思わず手を伸ばしたのだ。

　否いな──手を、伸ばそうとしたのだ。

　実際には、視界に自分の手は入ってこなかった。

　天に向かって伸ばせなかっただけなのか、まったく動かなかったのか……それとも、既すでに腕うでそのものがなくなっていたのかは、自分にもよくわからなかったけれど。

　思考ははっきりしているというのに、身体の感覚は妙に曖あい昧まいだった。ＳＦ作品なんかに出てくる、脳と脊せき椎ついだけになって水すい槽そうに浮ういている人間は、もしかしたらこういう感覚なのかもしれない、と、詮せんない考えが浮かんでは消えていく。

　とはいえ、身体の感覚がないことには感謝した方がいいのかもしれなかった。

　きっと、それまで鮮せん明めいに残っていたなら、今こうして考えを巡めぐらすことさえできていなかっただろうから。




　その日は、別に何でもない日のはずだった。

　朝起きた時間もいつもと変わらなかったし、トーストに塗ぬったのも、いつも通りバターと自家製イチゴジャムを半々。それを四枚。バター二枚とイチゴジャム二枚ではいけない。このコンビネーションが重要なのだ。そう力説すると、母も「いいから早く学校いけ」と賞賛の言葉を述べてきた。

　そうして、限りなく軽い学生鞄かばんと、バイト代（と親に頼たのみ込んで前借りした小こ遣づかい）を貯めて買ったフェンダーのストラトを背負って登校し、真面目（当社比）に授業を受ける。

　昼食も普段と同じく購こう買ばいのパン。いつも張り合ってくる二組のマヤ、五組のコノミを軽くいなして、人気のカツサンドとカスタードメロンパン、あとソーセージマヨロールとチョコデニッシュを華か麗れいにゲット。涙なみだ目めになりながら残り物をかじる二人を眺めながら食べるパンはいつもながら格別の味だった。

　放課後は、次の文化祭で演奏する曲目で部活仲間のカナとバトり（こっちの推す曲をクサいとか吐ぬかしやがった。ギルティ）、助っ人を頼まれていた女バスに顔を出し、モデルを頼まれていた服ふく飾しよく研に寄り、クラスメートのミエリの恋れん愛あい相談（とはいってもほぼ自じ虐ぎやく風自じ慢まんの惚のろ気け。最後は必ず「ヤマイも早く彼氏作りなよ～」で締しめくくられる。どうやら長生きに興味はないようだ）を受けてから帰路に就いた。

　そんな、今まで一〇〇回は繰くり返したような、ありふれた日常の一ページ。

　確かに楽しくはあるが、今さら取り立てて騒さわぐほどのこともない一日。一〇年か二〇年か経たったあと、あの頃ころはよかったなあと振り返るには、きっと適していただろう。

　強しいていつもと違うことを挙げるなら──

　帰宅中、転がったボールを追って、車の前に飛び出す子供の姿……なんて、漫まん画がみたいな光景を目もく撃げきしてしまったことくらいだろうか。




　……いやはや何とも、格好いいことをしてしまった。まるで昔憧あこがれたヒーローだ。

　きっと警察に表ひよう彰しよう状じようとかもらって、地元新聞の三面記事を飾かざるに違いない。朝礼のとき全校生徒の前で紹しよう介かいされるかもしれない。

　ああ、でも怪け我がは困るな。文化祭が近いんだ。自分抜きでは演奏が成り立たなくなってしまう。運動部の助っ人もまだある。それに──

　そこまで考えたところで、ようやく意識に靄もやがかかっていき、自分の状態が自覚できた。

　いや、本当はわかっていたのだろう。

　わかった上で、気づかない振りをしていたのだ。

　──参ったな。まだやりたいこともあったのに。旅行だってしたいし。美味おいしいものももっと食べたいし。何より、まだ彼氏だってできたことがないのに。




　嗚あ呼あ、そうだ。わたしは──

　風待八舞は、このとき、死んだのだ。




　　　　◇




「…………」

「…………」

　二月。精霊マンション八〇八号室。八舞姉妹が共同で住む部屋で。

　封ふう筒とうから取り出した資料に目を通した耶俱矢と夕弦は、ともに無言のままソファに腰こしかけていた。睡すい眠みん時以外ほぼどちらかが、もしくはどちらもが喋しやべっている八舞姉妹には珍めずらしい状じよう況きようではある。

　とはいえそれも無理のないことではあった。

　何しろその資料には、二人が予想だにしない事実が記されていたのだから。

「……風待八舞、だってさ」

　どれくらい沈ちん黙もくが続いた頃だろうか。無言の状態に耐たえかねたかのように、耶俱矢がぽつりと呟つぶやいた。

「……首しゆ肯こう。そのようですね。意外なことですが」

「えっと……うん、まあ、名前はわりと格好いい……かな」

「失笑。そこですか」

　耶俱矢の言葉に、夕弦が小さく噴ふき出す。それを受けて、耶俱矢は曖昧に笑いながら肩かたを竦めた。

　資料の入った封筒を目の前に示された瞬しゆん間かん、誰だれよりも早くそれを手に取った耶俱矢と夕弦ではあったが──さすがにこれは考えていなかった。

　まさかその資料に記されていた人物の情報が、一人分であるとは。

　いや、正確に言うならば、確かに記き憶おくというか、不思議な実感は前からあったのだ。

　──耶俱矢と夕弦はもともと一つの存在であり、それが二つに分かれたものだ、と。

　実際、士道と出会う前に繰り返していた数多あまたの勝負は、二人がいずれ一人の精霊に戻ったときの主人格を決める戦いに他ならなかった。

　だが、澪みおと十とお香かを除く精霊が、もとは人間であったという事実が明らかになってから、二人の考えは少し変わっていた。

　それはそうだ。澪や十香のように、霊力から生じた存在ならばいざ知らず、一人の人間が二人に分ぶん裂れつするなど、普ふ通つうに考えればあり得ないだろう。

　それゆえ耶俱矢と夕弦は、『もともと一つの存在であった』という実感は、自分たちに付ふ与よされた霊結晶セフイラの影えい響きようであるのではないかと思っていた。

　つまり、二つに分かたれた霊結晶セフイラが、双子の姉妹に付与されたことにより、もともと同一の存在であったという思い込みが植え付けられたのではないか──と考えたのだ。

　だから、この封筒を開ける前の二人は、

「絶対私が姉だし！」

「否定。どう見ても夕弦が姉です。主にこの辺が。ふにふに」

「ナチュラルに人の胸揉もむなぁぁぁっ！　まったく……私が姉だったらちゃんと『耶俱矢お姉様』って呼んでもらうかんね！」

「覚かく悟ご。耶俱矢こそ、夕弦が姉だったときは『格好よくて優しくて、耶俱矢のだーいすきな夕弦お姉ちゃん様』と呼んでもらいますよ」

「なんかそっちだけ形容詞多くない!?」

　と、能天気な言い合いをした上、双そう方ほう自分が姉である方に明日のおやつを賭かけていたりしたのである。

　……まあ、正確に言うとその仮説を立てたのは、昔二人が相談を持ちかけた折紙であり、耶俱矢と夕弦はそれを聞いて「ほへー……あ、いや、我もそう思っていたである」「賞賛。さすがですマスター折紙」と言っていただけなのだが。

　しかし、実際〈ラタトスク〉の資料に記されていたのは、『風待八舞』という名の少女一人の情報のみだった。

　耶俱矢が、混乱したように頭をガリガリとかきむしる。

「……つまり、どういうこと？　私たち、元人間のくせにスライムみたいに分裂したってこと？　えっ、ホントに人間？　精せい霊れいよりモンスターっぽくない？」

「詳しよう細さい。〈ラタトスク〉による注ちゆう釈しやくですが、バニシングツインに近い状態だったのでは……とあります」

「バニシングツイン……？　何そのちょっと格好いい響ひびき。なんか相手の攻こう撃げきとか消去する技っぽい」

「解説。双ふた子ごを妊にん娠しんするも、片方が上手く育たず、母ぼ胎たい、もしくはもう片方の胎たい児じに吸収されてしまう現象……つまりものすごく簡単に言うと、風待八舞は、『双子で生まれるはずだった人間』ということです」

「双子で……」

　耶俱矢と夕弦は、改めて資料に視線を落とした。

　──風待八舞。当時一七歳。一〇月一八日生。

　ある日の下校中、子供を庇かばって事故に遭あったところまでは記録されている。恐おそらくこのとき、〈ファントム〉の手によって精霊になったのだろう。

　けれど、風待八舞が生命活動を停止しかけていたことも手伝ってか──その存在の中に潜ひそんでいた、もう一人の人間の因子が、霊結晶セフイラに反応を示したのではないか。

　資料には、そう記されていた。

「……えっと、他に資料はないの？」

「確認。そうですね、あとは──」

　と、そこで夕弦が書類の束の中から、小さな封筒を見つけ出した。

　表に『写真／風待八舞』と書かれた、封筒を。

「…………」

「…………」

　それを目にして、耶俱矢と夕弦が、再び無言になる。

　そして、そのままどれくらい経った頃だろうか、

「あのさ、夕弦」

「呼よび掛かけ。耶俱矢」

　二人は、どちらからともなく声を発した。

「あっ……、何？」

「質問。耶俱矢こそ、何でしょう」

　双方、相手に譲ゆずり合う。が、このままでは埒らちが明かなかった。二人とも意を決するようにしてコホンと咳せき払ばらいをする。

「いや……なんていうか、そういえば今日、お昼まだだったなあ、なんて。ちょっとご飯がてら休きゆう憩けいしてさ。また二時間後くらいにここで……なんて、どうかなって」

「奇き遇ぐう。実は夕弦もそう思っていたところです」

　耶俱矢と夕弦は一いつ瞬しゆん視線を交わらせると、曖あい昧まいに笑いながら、同時に席を立った。







「…………はあ」

　精霊マンションを出てしばらく歩いたところで、耶俱矢は小さくため息を吐ついた。

　昼食を摂とるという名目で休憩時間を設けたものの、まるでお腹は減っていなかった。……いや、今日は朝にイチゴジャムを塗ぬったトーストとサラダくらいしか食べていないから、多分減ってはいるのだろうが、全く空腹感を覚えなかった。

　理由は考えるまでもない。──風待八舞のことだ。

　夕弦には言えなかったが……あの資料を読んでから、耶俱矢の頭の中には、ぼんやりと風待八舞の記憶が甦よみがえっていたのである。

　そう、思い出して、いたのだ。

　彼女の履り歴れきを。彼女の思考を。彼女の──最さい期ごを。

　これは一体何を意味するのだろうか。耶俱矢は突とつ然ぜんのことに混乱してしまい、適当な理由をつけて席を立つ他なかったのである。

　──自分と夕弦が二人に分かれたのは、風待八舞の中に、もう一人の人間の因子が宿っていたからだという。

　ならば、どちらかがもともとの風待八舞で、もう片方はもともと存在していなかった風待八舞の双子の姉妹であったとでもいうのだろうか。

　そして、耶俱矢に風待八舞の記憶が甦ったということは──

「……ああ、もう」

　耶俱矢は陰いん鬱うつな気分を払はらうように頭かぶりを振ふった。

　駄だ目めだ。駄目だ。一人で思い悩なやんでいると、嫌いやな想像ばかりしてしまう。

　やはり、こういうときに向かう場所は一つしかない。耶俱矢は顔を上げると、歩調を速めて目的地への進路を取った。

　と──







「……思案。むう」

　精霊マンションを出てしばらく歩いたところで、夕弦は小さくため息を吐いた。

　昼食を摂るという名目で休憩時間を設けたものの、まるでお腹は減っていなかった。……いや、今日は朝にバターを塗ったトーストとサラダくらいしか食べていないから、多分減ってはいるのだろうが、全く空腹感を覚えなかった。

　理由は考えるまでもない。──風待八舞のことだ。

　耶俱矢には言えなかったが……あの資料を読んでから、夕弦の頭の中には、ぼんやりと風待八舞の記憶が甦っていたのである。

　そう、思い出して、いたのだ。

　彼女の履歴を。彼女の思考を。彼女の──最期を。

　これは一体何を意味するのだろうか。夕弦は突然のことに混乱してしまい、適当な理由をつけて席を立つ他なかったのである。

　──自分と耶俱矢が二人に分かれたのは、風待八舞の中に、もう一人の人間の因子が宿っていたからだという。

　ならば、どちらかがもともとの風待八舞で、もう片方はもともと存在していなかった風待八舞の双子の姉妹であったとでもいうのだろうか。

　そして、夕弦に風待八舞の記憶が甦ったということは──

「……自じ戒かい。いけませんね、これでは」

　夕弦は陰鬱な気分を払うように頭を振った。

　駄目だ。駄目だ。一人で思い悩んでいると、嫌な想像ばかりしてしまう。

　やはり、こういうときに向かう場所は一つしかない。夕弦は顔を上げると、歩調を速めて目的地への進路を取った。

　と──







「────あ」

「──驚きよう愕がく。これは」

　耶俱矢と夕弦は、まったく同時に互たがいの姿を発見し、目を丸くした。

　そう。精霊マンションの前で別れ、ぐるりと辺りを歩き回っていたはずの二人は、寸すん分ぶん違たがわぬタイミングで、同じ場所へやってきていたのである。

　この──マンションの隣となりに位置する、五いつ河か家へと。

「…………」

「…………」

　二人はしばしの間呆ぼう然ぜんと見つめ合うと、

「ぷっ、はは……」

「苦笑。ふ、ふふ……」

　どちらからともなく、笑い始めた。

　何のことはない。耶俱矢も夕弦も不安で仕方なくて──話を聞いてもらうため、士道のもとにやってきていたのだ。

　と、そんな笑い声に気づいたのか、そこで五河家の玄げん関かんが開き、士道がひょっこりと顔を出してくる。

「……？　どうしたんだ、二人とも。家の前で」

「あー……ごめんごめん。ちょっと士道に相談があってさ」

「首しゆ肯こう。聞いていただけますか？」

「相談？」

　士道は不思議そうに首を傾かしげながらも、耶俱矢と夕弦を家の中に招き入れてくれた。

「で、相談ってなんだ？」

　士道が手早くお茶を淹いれ、二人の前に出してくれる。耶俱矢と夕弦はちらと互いを見合うと、小さく唸うなりながら言葉を発した。

「ん……、なんていうか、もしもの話だけど……」

「質問。もし士道が、あなたは偽にせ物ものでした、と言われたら、どう思いますか？」

「…………は？」

　二人の問いに、士道は怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「なんだそれ。偽物……？　心理テストか何かか？」

「んー、まあ、そんなとこ。どう思う？　ある日突然自分と同じ顔の人間が出てきてさ」

「宣言。『今までご苦労だったな、俺が本物だ』と言ってきたとしたなら」

「……それって、真しん士じのことか？」

　士道が、あごに手を当てながら問うてくる。その答えに、耶俱矢と夕弦は「あ」と目を見開いた。

　真士とは、士道が士道になる前の存在の名だ。耶俱矢と夕弦にそんな意図はまったくなかったのだが、確かに士道が聞けばそう思ってしまうかもしれなかった。

「ご、ごめん。そういうつもりじゃなかったんだけど……」

「謝罪。そう聞こえてしまったなら謝ります。二人を侮ぶ辱じよくする意図はありませんでした」

　耶俱矢と夕弦が慌あわてながら言うと、士道は肩かたを竦めながらふっと頬ほおを緩ゆるめてみせた。

「いいさ、わかってるって」

　そしてそう言って、数すう瞬しゆんの間考えを巡めぐらせるような仕草をしてから、答えてくる。

「……偽物って、なんだろうな」

「え？」

「疑問。その心は？」

「いや、だってさ、俺はその『本物の士道』ってやつとは別の生活を送ってるわけだろ？　違ちがう人と知り合って、違う話をして、違うものを食べて。……ならもうそれは偽物なんかじゃなく、もう一人の、本物なんじゃないか？

　──少なくとも、俺と真士は、互いにそう思ってるよ」

「…………」

「…………」

　士道の言葉に、耶俱矢と夕弦は顔を見合わせると──

「ふ……へへへ」

「微び笑しよう。まったくその通りです」

　期待通りの答えに、破顔した。

　──ああ、やはり、ここに来てよかった。

　心を満たす温かな感情に、耶俱矢と夕弦は段々と笑みを大きくしていった。

　きっとその答えは、既すでに耶俱矢と夕弦の中にあったものだったのだ。もしも自分が風待八舞でないとしたなら、もっと早くその答えに至れていただろう。たとえ自分が、もともと生まれることのできなかった存在だったとしても、今の自分には関係がない、と。

　けれど、相手を思いやる心が、逡しゆん巡じゆんを生んでしまった。夕弦が、耶俱矢が、己の出自にショックを受けてしまうのではないかという懸け念ねんが、二人を悩ませていたのだった。

　今思えば、何をそんなに思い詰つめていたのだろう。

　耶俱矢と夕弦は、同時にそんなことを思った。そしてなぜだろうか、相手も同じことを考えているという確信があった。

　確かに耶俱矢と夕弦は、同じく人間から精せい霊れいになった少女たちに比べて、少々特とく殊しゆな経歴をしているのかもしれない。

　だが、それが何だというのだ。

　今こうして、二人でいることがこんなにも楽しいというのに。

　二人で競い合うことが、こんなにも心を熱くするというのに。

　互いの存在が、救いになっているというのに──

　きょとんとする士道の前で、二人は、しばしの間笑い続けた。




　　　　◇




　──そう。あのときから、覚かく悟ごは決まっていたはずなのだ。

　一いつ瞬しゆん手が止まってしまったのは、失ったはずの天使の力が目の前に示されて、戸と惑まどってしまったからに過ぎない。

　精霊の力は、心の在ありようで如い何か様ようにも形を変える。風待八舞としての記き憶おくを持った状態で霊れい力りよくを手に入れたなら、自分たちに、何かしらの変容が起きるのではないかと思ったのである。

　けれど──今さら何を恐おそれることがあるというのか。

　耶俱矢がいれば。

　夕弦がいれば。

　──自分たちは、最強だというのに。

　光躍おどる戦場の中、耶俱矢と夕弦は互いに微笑み合うと、どちらからともなく手を取った。

「行こっか、夕弦」

「同意。行きましょう、耶俱矢」

　そしてそう言って、それぞれもう片方の手で、目の前に突つき立った螺ら旋せんの剣けんの柄つかを握にぎる。
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「──！」

「……！」

　瞬しゆん間かん。二人が触ふれた箇か所しよから、剣の表面に波は紋もんが広がっていき、その形がぐにゃりと変容していった。

　同時、耶俱矢と夕弦もまた、懐なつかしい感覚を覚える。

　冷え切った身体からだに、熱い血ち潮しおが流れ込むような。

　腹の奥底で眠ねむっていた何かが目を覚ますような。

　──失った翼つばさが、再び背に備わるような。

「夕弦──」

「呼応。耶俱矢」

　繋つないだ手を起点とするように、二人の身体の境界が曖あい昧まいになるような感覚。

　だが、二人に恐れはなかった。むしろ、心に湧わき上がる高こう揚よう感かんを抑おさえる方が大変なくらいだった。

　耶俱矢と夕弦は、どちらからともなく顔を近づけると──

『────』

　その唇くちびるを、触れ合わせた。




　　　　◇




「──アアアアアァァァァァァァァァァァァァァ──────ッ！」

　怒いかり狂くるうかのような咆ほう吼こうとともに、幾いく条すじもの斬撃が放たれる。

〈ビースト〉が備えた五本の『爪つめ』は、空気を、地面を、無造作に切り裂さきながら荒あれ回り、精霊たちに襲おそいかかった。

「く……！　なんてパワーしてるのよ、この子は……！」

　凄すさまじい威い力りよくを持った斬撃を〈灼爛殲鬼カマエル〉でどうにか打ち払はらう。腕うでに伝わる重い衝しよう撃げきに、琴里は思わず顔をしかめた。

〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉によって『剣』を奪うばい去られたはずの〈ビースト〉は、しかし琴里たちと、互ご角かく以上の戦いを繰くり広げていたのである。

　一〇の『剣』を振ふるっていたときのように、空間に『孔あな』を開けたり、氷や炎ほのおを放ったりはしない。

　けれど〈ビースト〉は、触れるもの全てを切り裂く『爪』と、超ちよう常じよう的な膂りよ力りよくや反応速度──要は、純じゆん粋すいにして明快な『力』のみで、精霊たちを圧あつ倒とうしていたのである。

　折紙の光線も、四糸乃の冷気も、六喰の死角からの攻こう撃げきも、七罪の変身も、美九の音波も、全てを一撃の下もとに叩たたき伏ふせ、一切の抵てい抗こうを無む駄だと断ずるかの如ごとく吼ほえてみせる。

　その様は、まさに枷かせから放たれた獣けもの。彼女から発される神々しいばかりの威い容ように、少女たちは思わず息を吞のんだ。

　無論、琴里たちの目的は〈ビースト〉を屈くつ服ぷくさせることでもなければ、ましてや殺すことでもない。だがこの状態では、士道と対話をさせるなど夢のまた夢だろう。

　むしろ、『剣』を剥はぎ取る前よりも、荒あら々あらしさが増した気さえする。もしかしたら、武器を奪うことによって彼女を本気にさせてしまったのかもしれない。或あるいは──本当にあの『剣』こそが、彼女を抑え込む牢ろう獄ごくだったとでもいうのだろうか。

　と、琴里が、頭を掠かすめた笑えない想像に汗あせを滲にじませていると、ヘッドセットからマリアの声が響ひびいてきた。

『──悠ゆう長ちように小競り合いをしている暇ひまはありませんよ。〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉はあくまで一時的に〈ビースト〉と天使を引き剥がしているに過ぎません。あまり長引けば、再び天使は「剣」となり、彼女に引き寄せられてしまうでしょう。そうなれば、もう打つ手はありません』

「別に好きで時間をかけてるわけじゃないわよ……！」

　琴里は眉まゆをひそめながら、呻うめくように言葉を返した。

　が、マリアとて、琴里たちを煽あおろうとしているわけではあるまい。彼女の言げんはただの純然たる事実だ。琴里は舌打ちをすると、大きく声を張り上げた。

「折紙！　このままじゃ埒らちが明かないわ！　一発大きいのを食らわせるわよ！」

「──了りよう解かいした」

　琴里の指示に応え、折紙が声を上げてくる。琴里は小さくうなずくと、意識を集中させて〈灼爛殲鬼カマエル〉を頭上に掲かかげた。

　すると、琴里の意に従うように、戦せん斧ぷの形をしていたそれが姿を変えていき──琴里の細ほそ腕うでに纏まとわり付くようにして、巨きよ大だいな砲ほう門もんを形作った。

【砲メギド】。炎の天使〈灼爛殲鬼カマエル〉が誇ほこる、最大火力形態である。

「〈絶滅天使メタトロン〉──」

　そしてそれと同時、折紙が身体の周囲に浮ふ遊ゆうする無数の『羽』を結集し、これまた大たい砲ほうのような形を作る。

「…………っ」

　そんな二人の動きに勘かん付づいてか、〈ビースト〉がピクリと眉を揺ゆらした。こちらを警けい戒かいするように目を細め、飛びかかるように姿勢を低くする。

　本能か、知性か、経験則か。何が彼女に確信を与あたえているのかはわからなかったが、明らかに、琴里と折紙を脅きよう威いと見み抜ぬいている。そしてなんとも口くち惜おしいことではあるが、〈ビースト〉のスピードは、琴里たちを遥はるかに凌りよう駕がしていた。

　このまま【砲メギド】を撃うったところで、恐らく避さけられてしまうだろうという確信が、琴里の脳裏を掠める。如何に最大威力の一撃とはいえ、当たらなければ意味がない。

　いや、それどころか、砲ほう撃げきを放ったあとの琴里と折紙には数瞬の隙すきが生じてしまう。彼女を前にその空くう隙げきは致ち命めい傷しようとなり得た。

　そう。このままでは撃つことができない。──このままでは。

「──四糸乃！　美九！」

「はい！」

「待ってましたぁ！」

　琴里が叫さけぶと、大きなウサギの人形に跨またがった四糸乃と、身体の周囲に光り輝かがやく鍵けん盤ばんを纏わせた美九が応えた。双そう方ほう、細かな指示を発したわけでもないのに、〈ビースト〉の死角に位置する場所に陣じん取どっている。

「〈氷結傀儡ザドキエル〉！」

「〈破軍歌姫ガブリエル〉──【輪舞曲ロンド】！」

　次の瞬間、周囲の気温が瞬しゆん時じに下がったかと思うと、〈ビースト〉を地上に繋つなぎ止めるかのように、彼女の足に氷の枷が出現した。そしてそれと同時、目には見えない『音』の壁かべが、彼女の身体を何重にも拘こう束そくする。

「う、ぐ、ア、アァ────ッ!?」

　さすがにこれは予想外だったのだろう。〈ビースト〉が咆吼を上げ、身を捩よじる。

　が、その隙を逃のがす琴里と折紙ではなかった。二つの砲門を同時に〈ビースト〉に向け、吼える。

「〈灼爛殲鬼カマエル〉──【砲メギド】!!」

「〈絶滅天使メタトロン〉──【砲冠アーテイリフ】!!」

　炎と、光。

　二つの砲門に圧縮された濃のう密みつな霊力が一気に放出され、虚こ空くうに二本の線を引く。まだ仄ほの暗ぐらい明け方の空が、燃え上がるように鮮せん明めいに色づいた。

　純粋な火力でいえば、天使の中でも最強に数えられる〈灼爛殲鬼カマエル〉と〈絶滅天使メタトロン〉。

　それぞれの全力全開の一撃が、寸分の狂いもなく、地に磔はりつけにされた〈ビースト〉に襲いかかった。

　が──

「──あ、ァ、アあぁぁぁァァぁぁァァァ──────ッ！」

　二つの砲撃の直ちよく撃げきを受ける寸前、〈ビースト〉は一際大きな咆吼を上げたかと思うと、力任せに、四糸乃と美九の拘束を引き千ち切ぎった。

「え……っ!?」

「きゃーっ！　激しいですぅ！」

　四糸乃と美九が狼ろう狽ばいを滲ませる中、〈ビースト〉が地を蹴けり、空へと身を躍おどらせる。琴里と折紙が渾こん身しんの力を込めた砲撃が、一瞬前まで〈ビースト〉がいた空間を通り抜ぬけていった。

　──しかし。

「むん。妹いもうと御ごと折紙の一撃、無駄にはせぬぞ」

「……ああ、そうよね。避けると思ってたわ、あんたなら……！」

　そのとき。いつの間にそこに回り込んでいたのか、琴里と折紙の対角線上に控ひかえていた六喰と七罪が、手にした天使を同時に掲げた。

　鍵かぎの天使〈封解主ミカエル〉。

　そして、その姿を模した鏡の天使〈贋造魔女ハニエル〉を。

「扉とびらを開け、〈封解主ミカエル〉！」

「逃にがすか……っての！」

　二人は、錫しやく杖じようの先せん端たんを空間に差し込むと、そこに大きな『孔』を生じさせた。

　その『孔』は、琴里と折紙の放った必殺の一撃を吸い込むと──

〈ビースト〉の背後に開いた新たな『孔』から、その砲撃を放出した。

「が……ぁァァァァッァアアアアア──────っ！」

　天を灼やく光と、地じ獄ごくの業ごう火か。

　皓しろと紅あかに染まった霊れい力りよくの奔ほん流りゆうが〈ビースト〉を吞み込み、空へと抜けていく。

　この場で──否いな、恐おそらく現在この地上で最高の威力を誇る、精せい霊れいの力を結集した一撃。通常の生物であれば塵ちりすら残らないであろう、強力無比な破は滅めつの光。

　如い何かに強大な霊力を誇る〈ビースト〉といえど、無事には済まないだろう。……実際今さらではあるが、少しやり過ぎたかもしれないと自じ戒かいする琴里であった。

　とはいえ、彼女を大人しくさせるのが急務であったことに変わりはない。琴里や折紙は恨うらみを買ってしまいそうだったが、そこはそれ、その心を解きほぐすのが士道の役目である。彼女を攻こう略りやくできるのなら、憎にくまれ役などいくらでも──

「──琴里！」

　と。

　不意に響いた士道の叫びによって、琴里はようやく気づいた。

　未いまだ空に痕こん跡せきを残し続ける霊力の奔流。

　その目映まばゆい柱の中から、黒い影かげが飛び出してきたことに。







「逃げろ、琴里ぃぃぃッ！」

　士道は、地上から空を見上げながら悲鳴じみた叫びを上げた。

「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァ────ッ!!」

　そう。琴里と折紙の誇る必滅の砲。

　その最大の一撃を全身に受けながらも、〈ビースト〉が琴里に襲いかかったのである。

　無論、完全に無傷というわけではない。もとより罅ひび割われ、朽くち果てていた彼女の霊れい装そうはさらに破は壊かいされ、もはや原型をとどめていない。色を失った髪かみも、先端が微かすかに焼け焦こげていた。地に伏していてもおかしくはない惨さん状じようである。

　だがそんな中にあって、その手に備えられた五本の『爪つめ』だけは、未だ爛らん々らんとその刀身を輝かせていた。

「妹ちゃん！」

「琴里──」

「琴里さん！」

　一いつ拍ぱく遅おくれて、皆みなが悲鳴じみた声を上げる。

　だが、間に合わない。全力の一撃を放った一いつ瞬しゆんの弛し緩かん。明らかに、琴里の意識に身体が追いついていなかった。

　──世界を震ふるわす吼え声とともに、五本の『爪』が琴里に振り下ろされる。

　琴里の身体は、ただ無防備にその斬撃を受け入れ──

「──────────え？」

　次の瞬間。士道は自分の喉のどから、そんな素すっ頓とん狂きような声が漏もれるのを聞いた。

　しかし、それも無理からぬことではある。

　何しろ、今まさに琴里を切り裂さかんとしていた〈ビースト〉が、突とつ然ぜん地に向かって墜つい落らくしていったのだから。

「一体、何が──」

「が……ァッ！」

　地面に叩たたき付けられた〈ビースト〉が、空を睨にらみ付ける。

　その視線を追うように顔を上げ──ようやく、士道は気づいた。

　朝日に照らされた藍あい色いろの空。

　そこに、一人の少女の姿があることに。

「あれ、は……」

　精霊──なのだろう。彼女の長身を覆おおう拘束衣のような鎧よろいは、琴里たちのそれと同じく、漲みなぎる霊力に満たされている。

　右手に握にぎられるは巨大な槍やり。左手に巻き付くは輝く鎖くさり。そしてその背には、天を駆かける翼つばさが屹きつ立りつしていた。

　だが、士道が目を奪うばわれたのは、それらの要素ではない。風に遊ぶ長い髪と襟巻マフラーの合間から見え隠かくれする、彼女の相そう貌ぼうだ。

　情熱と、沈ちん着ちやく。快活と、静せい謐ひつ。

　二つの相反する要素を内包するような双そう眸ぼうと、顔立ち。

　なぜだろうか。その精せい悍かんにして可か憐れんな面おもては、士道に奇き妙みような既き視し感かんを覚えさせた。

「耶俱矢……いや、それとも……夕弦？」

　士道は、半ば無意識のうちにその名を零こぼしていた。

　そう。その少女の顔は、どこか耶俱矢と夕弦の面おも影かげを想起させたのである。

　士道の声が届いたのだろう。少女が、ふ、と口元を緩ゆるめる。

　そして、高らかに名乗りを上げるように、空に声を響ひびかせた。




「──推参。遠からん者は音にも聞け。近くば寄って目にも見よ。

　一いつ騎き当とう神しん。快かい刀とう乱らん魔ま。──万象薙なぎ伏ふす颶ぐ風ふうの王、風待八舞である」




「風待──八舞」

　士道は少女が名乗った名を反はん芻すうするように復唱した。

　そして、確信に至る。

　それが、耶俱矢と夕弦が人間であった頃ころの名前であることに。

「まさか、おまえたち……なのか？」

「微び笑しよう。ふ──」

　士道が呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、少女──八舞は不敵に微笑んでみせた。

「理解が早くて助かる。この身は、八舞耶俱矢と八舞夕弦によって形作られた姿。

　──他ならぬ君のおかげだ、我が友。君がわたしに、勇気をくれた」

「俺が……？」

　士道が目を丸くしていると、八舞はそんな反応さえ面白がるように笑いながら視線を寄よ越こしてきた。

「愉ゆ楽らく。いいさ、その話はあとにしよう。

　だが士道。よもや君ほどの男が、乙女おとめの晴れ姿を前に一言も述べぬなどという愚ぐは犯すまいね？」

　言って、八舞が悪戯いたずらっぽく目を細めてくる。

　士道は思わずぽかんとしてしまったが、すぐに彼女の意図を察し、声を発した。

「ああ……最高に格好いいよ。ちょっと見とれてただけさ」

「ふ、はっ」

　士道が言うと、八舞は堪こらえきれないといった様子で噴ふき出した。

　そして優ゆう雅がささえ感じさせるような所作で以もつて、地上から己を睨みつける〈ビースト〉に、槍の穂ほ先さきを向けてみせる。

「──臨戦。さて、挨あい拶さつはこれくらいにしておこう。舞ぶ踏とうの供を買って出たというのに、あまり放っておいては、淑女レデイの機き嫌げんを損ねてしまいかねない」

　八舞はそう言うと、微かに翼を揺ゆらし──

　次の瞬間、空からその姿を消した。

「へ……っ!?」

　突然のことに、士道は目を丸くした。

　が、一いつ拍ぱくおいて〈ビースト〉の方から激しい炸さく裂れつ音が響くのを聞いて、理解する。

　八舞が、目視さえも許さない速度で、空を駆けたのだと。







「────強きよう襲しゆう。ひゅ────────ぅッ！」

　その声のみを元の空域に残し、八舞は眼下の〈ビースト〉目がけて高速で降下した。

　空を蹴って一瞬あと、身体からだを凄すさまじい衝しよう撃げきが襲おそう。──音速の壁かべ。空気というのは、一定の速度を超こえた瞬間、強固な障しよう壁へきとなって物質の前に立ちはだかる。八舞の身体は瞬まばたきの間さえなくその速度を超え、見えざる壁を打ぶち抜いたのである。

　強固な外装を誇ほこる航空機でさえも四散しかねない衝撃の中、しかし八舞は、叫さけび出したくなるほどの高こう揚よう感かんに満たされていた。

　──身体が軽い。手足がはち切れんばかりに力が漲る。この世の全てが止まって見える。

　極速に至る八舞の世界。彼女は今紛まぎれもなく、この停止した世界の支配者だった。

「…………ッ！」

　が、その八舞の世界に足を踏ふみ入れてくる者が一人、いた。

〈ビースト〉が八舞の接近に気づき、その手に備えた『爪』を振ふり抜ぬいてきたのである。

　必殺の威い力りよくを持つ斬撃が、八舞の目前で五つ同時に放たれる。通常であれば避さけようのない距きよ離り。極死の間合い。次の刹せつ那なには、八舞の身体は複数の部品に分かたれていただろう。

「美み事ごと──」

　けれど、八舞は空中で身を翻ひるがえらせると、紙かみ一ひと重え──否、紙一枚の間さえもないような極限の距離で、それらを躱かわしてみせた。

　頬ほおに、胸に、腹に、手に、足に、斬撃の端はしに撫なでられたかのような感かん触しよくが残る。が、八舞の身体からは、一いつ滴てきの血も流れてはいなかった。

　もしも〈ビースト〉が十全に力を発揮できていたならば、結果は違ちがっていただろう。彼女の繰くり出した五条の斬撃。そのうち一つでも八舞に当たっていたならば、戦せん況きようは容易たやすくひっくり返っていたに違いない。

　けれど、八舞には確信があった。

　精せい霊れいたちが連れん携けいして撃うち込んだ渾こん身しんの一いち撃げき。それが〈ビースト〉の身体に、凄まじいダメージを刻んでいると。ほんの僅わずか、『爪』の精度を鈍にぶらせていると。

　そう。これは八舞だけの戦いではない。皆が、命を賭かけて拓ひらいてくれた道の上にある戦い。

　彼かの精霊はあまりに強大。本来であれば、如い何かに八舞とて敵う相手ではないだろう。

　けれど、皆の積み重ねたこの時この瞬間。

　この一瞬のみ、風の八舞は、〈ビースト〉を凌りよう駕がする──！

「反撃。は────ッ！」

　八舞は〈ビースト〉への惜おしみない賞賛とともに、手にした槍を繰り出した。

　──【穿つ者エル・レエム】。一いつ角かく獣じゆうの名を冠かんする無敵の突とつ撃げき槍そう。その先せん鋭えい的なフォルムに合わせるようにして風が渦うずを巻き、竜たつ巻まきが生じる。

「ァ、アァッ！」

　が、〈ビースト〉は骨を軋きしませながら、振り抜いた腕うでを無理矢理逆方向に転じさせると、『爪』の背で、その一撃を弾はじいてみせた。槍の穂先に纏まとわせた風が指向性を失い、辺りに撒まき散らされる。

「く……ァ……!?」

　しかし、八舞の反撃はそれだけではなかった。〈ビースト〉が顔を苦く悶もんに染める。

　──【縛める者エル・ナハシユ】。蛇へびの名を冠する鎖が、彼女の足に巻き付いていたのである。

「ふ……ッ！」

　八舞は左手に力を込めると、鎖を操り、〈ビースト〉の身体を地面に叩き付けた。

「ぐ……！」

〈ビースト〉はすぐさま立ち上がると、鎖を断ち切らんと『爪』を突つき立てようとする。が、その寸前に八舞は左手を引くと、【縛める者エル・ナハシユ】を回収した。

　──八舞姉妹風に考えるのならば、耶俱矢の突とつ撃げきが躱され、それを見み越こしていた夕弦が攻こう撃げきを成功させ、耶俱矢が悔くやしがる──といったところだろうか。

「────」

　戦いの中にあってそんな吞のん気きな想像を巡めぐらせる自分に、八舞は思わず笑ってしまった。

　今ならば、わかる。耶俱矢は悔しがる素そ振ぶりを見せながらも、夕弦の功績を讃たたえていたし、夕弦は、耶俱矢が囮おとりの役を買って出たことを理解していた、と。

　何しろ今この身は、耶俱矢と夕弦の融ゆう合ごう体たい。それに宿る意識もまた、二人の意思が混じり合った状態だったのだから。

　そう。厳密に言うならばこの姿と意識は、人間であった頃の風待八舞と完全に同一のものというわけではない。

　耶俱矢と、夕弦。二人の姉妹が互たがいに歩んだ成長の履り歴れき。その二つが形作った、新たな八舞の姿だったのである。

　そして、〈颶風騎士ラフアエル〉の力によって融合を果たした今だからこそ、わかったこともある。

　それは、遠い記き憶おく。風待八舞が死に瀕ひんしていたとき、霊結晶セフイラを与あたえられたことによって芽生えた、名もなき妹の意思である。

　ああ、そうだ。霊結晶セフイラの力によって目覚めた彼女は、愛しい姉の死をどうにか回かい避ひするため、自らの心と、八舞の心を、身体の中で同化させたのだ。

　死に瀕した風待八舞と、生まれることの叶かなわなかったその妹。

　生と死の狭間はざまを彷徨さまよう二つの曖あい昧まいな因子は、その存在を一つにすることにより、どうにか死を免まぬかれたのだ。

　そして時が経たち、二人の心は、再び二つに分化した。

　──けれど、そうして生まれた二人の精霊は、元の二人とは、少し異なっていたのである。

　何のことはない。

　風待八舞と、名もなき妹。

　耶俱矢と夕弦は、双そう方ほうともに、その二人の因子を受け継ついだ分化体だったのだ。

「……苦笑。なんともまあ、我ながら、くだらぬことに気を揉もんだものだ」

　八舞はふっと頬を緩めると、【穿つ者エル・レエム】と【縛める者エル・ナハシユ】を構えた。

「この身には、名もなき妹の愛が満ちていただけだというのに！」

　そして再び、〈ビースト〉目がけて、【穿つ者エル・レエム】を繰り出す。

　が、今度の一撃は、【穿つ者エル・レエム】であって【穿つ者エル・レエム】ではなかった。

「【貫く者エル・ツオフエル】……ッ！」

　八舞はその名を叫ぶと、大きく身体を反らし、渾身の力を込めてそれを放った。

　──槍やりの柄えの先せん端たんに鎖くさりを融合させた、巨きよ大だいな投とう擲てき槍やりを。

「……ッ、ぐ、ア──！」

　先ほどと同じく『爪つめ』で槍を打ち払はらおうとした〈ビースト〉が、寸前で身を反らす。

　彼女も気づいたのだろう。この一撃が、先ほどのそれとは別種のものであると。

　しかし、【貫く者エル・ツオフエル】の脅きよう威いは、槍の威力にのみあるわけではない。その身に纏わり付いた先ほどよりも強力な風が、〈ビースト〉の身体を軽々と吹ふき飛ばした。

「が──ッ」

「決着。これで──終わりだ！」

　八舞は、高らかに宣言すると、【貫く者エル・ツオフエル】を引き寄せ、空中に舞まった〈ビースト〉に狙ねらいを定めた。

　が、そのときである。

「ァ────」

〈ビースト〉が、今までになく静かに吼ほえたかと思うと、右手の指を閉じ、手の周りに備えた五本の『爪』を、一つに纏めていったのは。

「怪け訝げん。何……？」

　予想外の行動に、八舞は微かすかに眉まゆ根ねを寄せた。

　とはいえ、やることは変わらない。相手が何をしようと、耶俱矢と夕弦の力が一体となった【貫く者エル・ツオフエル】に、砕くだけないものなどないのだから──

「──な」

　しかし。

【貫く者エル・ツオフエル】を放とうとした八舞は、一いつ瞬しゆん目を見開き、身体を強こわばらせてしまった。

　理由は単純。一つに纏められた〈ビースト〉の『爪』が、淡あわい光とともにその形を変容させていったからだ。

　──幅広の刀身を持つ、一振りの大剣に。

「アアアアァァァァァァァァァァァア────ッ！」

　悲鳴じみた咆ほう吼こうとともに。

〈ビースト〉は、その剣を振り抜いた。







「な……ッ!?」

　暴風渦うず巻まき、霊れい力りよくが乱れ散る戦場。

　その直ただ中なかで精霊たちの戦いを見守っていた士道は、思わず声を上げた。

　理由は幾いくつもある。たかだか数分の間に、戦場の様相は目まぐるしく様変わりしていた。

　皆みなが霊力を取り戻もどし。皆の協力のもと、琴里と折紙が〈ビースト〉に極大の一撃を見み舞まい。融合した八舞姉妹が〈ビースト〉と大立ち回りを演じた。

　けれど今、士道の目を捉とらえて放さなかったのは、たった一つの事象だった。

　──〈ビースト〉の振ふるった、剣けんである。

「あ、れは……」

　士道は、呆ぼう然ぜんと喉のどから声を零こぼした。

　とはいえ、精霊たちの反応も、士道とそう大差なかった。皆目を見開き、或あるいは眉根を寄せながら、〈ビースト〉の剣を凝ぎよう視ししている。

　だが、それも当然だ。

　彼女が手にしたその剣は──

「……〈鏖殺公サンダルフオン〉……!?」

　──かつて十香が手にしていた、剣の天使そのものだったのだから。

「どういう……ことだ……？」

　士道は〈ビースト〉に視線を注ぎながら、震ふるえる声を発した。

　確かに〈ビースト〉は、皆の天使の力を備えた一〇の剣を持ってはいた。普ふ通つうに考えれば、〈鏖殺公サンダルフオン〉の力を有したものを持っていてもおかしくはない。

　しかし、それならば〈鏖殺公サンダルフオン〉もまた、彼女が帯びていた一〇の剣のうちの一振りに姿を変えているのが道理ではないだろうか。

　一体なぜ、彼女の『爪』が〈鏖殺公サンダルフオン〉に。

　まさか、彼女は──

「八舞！」

「……！」

　士道の思考は、琴里の叫さけびによって中断された。

　そう。士道と同様、〈鏖殺公サンダルフオン〉に目を奪うばわれた八舞は、その一撃をまともに受けてしまっていたのである。

〈ビースト〉の放った〈鏖殺公サンダルフオン〉の斬撃は、大地に深々とクレバスを刻んでいた。辺りにはもうもうと土つち煙けむりが上がっており、八舞の姿は確認できない。

「むん……！　八舞！」

「そんな、まさか……」

　精霊たちの狼ろう狽ばいが戦場に響ひびく。八舞の活かつ躍やくを目にしたばかりの彼女らが戦せん慄りつするくらいには、〈ビースト〉の一撃は強大に過ぎた。

　──が。

「……謝罪。無礼をした。戦いの最さ中なか、目を取られるとは」

　瞬しゆん間かん、凄すさまじい風が渦巻き、辺りに舞った土煙を一瞬にして晴らす。

　そしてその中心に──巨大な盾たてを構えた騎き士しが、立っていた。

「披ひ露ろう。──【護る者エル・ペゲツ】。これがなければ、どうなっていたか」

　言って八舞が、盾を下げてみせる。どうやらそれは、彼女が背に負っていた翼つばさを畳たたみ、鎖を巻き付けたものらしかった。【貫く者エル・ツオフエル】と同じく、彼女の天使が持つバリエーションの一つのようだ。

「八舞！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「無論。間かん一いつ髪ぱつだったがね」

　八舞はそう言って細く息を吐はくと、空に座す〈ビースト〉に鋭するどい視線を向けた。

「高こう揚よう。貴公の力、聢しかと見させていただいた。その剣のことも、今は問うまい。──先の無礼は、我が奥義の開帳によって雪そそぎたい」

　そしてそう言うと、大おお仰ぎように両りよう腕うでを開いてみせる。

　すると、彼女の手から離はなれた槍と盾、そして彼女が身に纏まとった鎧よろいの一部までもが宙に舞い、新たな形を作っていった。

　──見る者を圧あつ倒とうする、巨大な弩弓バリスタの形を。

「きゃ……っ！」

「ぬわーっ！　な、なんじゃこらー！」

　八舞の手の動作に合わせて、その弩弓バリスタが引き絞しぼられると同時、辺りに凄まじい暴風が巻き起こった。

　それはまさに、雲を払い、瓦が礫れきを巻き上げ、大地を削けずる飛ひ竜りゆうの羽ばたき。立っていることさえ困難になるほどの激しい烈れつ風ぷうが、死の野を荒あらし回った。

　そして、それはやがて、矢となった突とつ撃げき槍そうに収束していき──

「解放。〈颶風騎士ラフアエル〉──【蒼穹を喰らう者エル・イエヴルン】」

　八舞の声とともに、〈ビースト〉に向けて、放たれた。








第九章　誘いざ宵よい美み九く









　あなたは、天国を信じますか？

　ああ、いえいえ、宗教の勧かん誘ゆうとかじゃないですってばぁ。

　あるんですよ、天国は。それもわりと近い場所に。具体的には東京都天てん宮ぐう市東天宮に。──そう、我らがだーりんのお宅ですぅ！

　そこは毎夜のように可愛かわいい女の子たちが集まる秘密の園その……それにだーりんの美味おいしい晩ご飯まで付くんですから、もう言うことありません！　日々のハードスケジュールで疲つかれた身体からだも、ここに来れば瞬しゆん時じにリフレッシュ！　私の元気の秘ひ訣けつですよー！

　──でも、皆みなさんと出会ってからおよそ一年半。

　最近、よく感じることがあります。

　他でもありません。皆さんの、成長です。

　文句を言いながらも中学校に通うことを決めた七な罪つみさん。髪かみをばっさり切った六む喰くろさん。折おり紙がみさんや琴こと里りさんは今まで通り精進を怠おこたりませんし、耶か俱ぐ矢やさんと夕ゆ弦づるさんは、毎日のように新しいことに挑ちよう戦せんしています。狂くる三みさんも最近何かを熱心に勉強しているみたいですし、二に亜あさんも、最近ビールよりストロング系チューハイをよく飲むように……じゃなくて、昔のことを乗り越こえ、アシスタントを雇やとおうとしているそうです。まずは在宅のデジタルアシスタントから、というお話でしたけど。

　そして──十とお香かさんが消えてしまうときに見せられた、四よ糸し乃のさんの成長。

　十香さんのことを乗り越えようとしている、だーりんの強さ。

　おかしいですね。私はアイドルなのに。

　キラキラとピカピカの中の住人なのに。

　たまに、皆さんが眩まぶしすぎて、目が眩くらみそうになるんです。




　　　　◇




　──風が、戦場を駆かけ抜ぬけた。

　そうとしか形容のしようがない。八や舞まいが巨きよ大だいな弩弓バリスタを〈ビースト〉に向かって放った瞬しゆん間かん、濃のう密みつな空気の塊かたまりが、大地に真っ直ぐ線を引いたのである。

　そして一瞬ののち。その跡あとには、何も残されてはいなかった。

　堆うずたかく積まれた建物の残ざん骸がいも。

　その下にあったはずの道路の痕こん跡せきも。

　そして無論──矢の射線上にいた精せい霊れい〈ビースト〉の姿も。

「あら、あら……」

「ひゃー……すっご」

「綺き麗れいさっぱりですねー……」

　一いつ拍ぱくおいて、その圧あつ倒とう的な威い力りよくにポカンとしていた精霊たちが声を発し始める。士し道どうもまた、ハッと肩かたを震ふるわせた。

「ちょ、ちょっとやり過ぎなんじゃ……」

　士道たちの目的はあくまで、〈ビースト〉と対話し、デレさせることである。確かにまともに会話ができないため無力化しようという方針ではあったが──これでは、肝かん心じんの〈ビースト〉が無事かどうかすらわからなかった。

「信しん頼らい。ふ──」

　が、八舞は余よ裕ゆうに満ちた笑みを浮うかべると、構えていた両手を解いてみせる。するとその動作に応ずるように、巨大な弩弓バリスタが空中で分解し、再度翼つばさや鎧よろいとして、彼女の身体に纏まとわり付いていった。

「今の一いち撃げきで倒たおれる程度の精霊ならば、琴里と折紙の砲ほう撃げきを受けたときに、もう消えているだろうさ」

「え？」

　士道が目を丸くしながら問い返すと、まるでそれに合わせるかのようなタイミングで、まっさらになった地面が隆りゆう起きするように爆ばく発はつした。

「……！」

「……ッ、ぁ──」

　そして地面の下から、剣けんを杖つえにするようにして、少女の影かげが姿を現す。──間ま違ちがいない。〈ビースト〉だ。

　けれど、もとより琴里と折紙の攻こう撃げきによって激しい損傷を受けていた霊れい装そうはもはや鎧の体ていを成しておらず、生白い肌はだには幾いくつも傷が刻まれていた。荒あらい呼吸。震える手足。見るからに、立っているのがやっとという風情である。

　否いな──もっと正確に言うならば、それさえも、今の彼女にとっては些さ末まつな変化に過ぎなかった。

「……え？」

　士道は微かすかに眉まゆ根ねを寄せた。

　そこに立っているのは〈ビースト〉だ。それは間違いない。

　けれど今の彼女は、先ほどまでの荒ぶる精霊とは、どこか雰ふん囲い気きが異なって見えたのである。

「……私、は……、……まさ、か……」

〈ビースト〉が愕がく然ぜんとした様子で辺りを見回し、肩を揺ゆらしながら自分の手のひらに視線を落とす。

　その様に、そしてその言葉に、士道は強きよう烈れつな既き視し感かんを覚え、足を一歩前に踏ふみ出した。

「あ……」

「……っ！」

　すると、〈ビースト〉はそれに気づいたかのように顔を上げると、一瞬士道の方を見て、愕然と目を見開いた。

「──う、あ、ぁああぁぁぁ────」

　まるで士道の呼びかけを拒きよ絶ぜつするかのように、〈ビースト〉が遠く声を響ひびかせる。

　そして、剣の重さに弄もてあそばれるように蹌よ踉ろめきながらも、その切っ先を天に向けるように切り上げた。

「──！　みんな、気を付けて！」

「く……っ！」

　その動作に、精霊たちににわかに緊きん張ちようが走る。皆一様に天使を展開させ、斬撃に備えて防ぼう御ぎよ姿勢を取った。

　が、予想されたような攻撃は、いつまで経たっても襲おそってはこなかった。

　その代わり──

「……!?　なんだ、あれは……」

　士道はそこに広がった光景に、思わず目を見開いた。

　それはそうだ。何しろ、〈ビースト〉が剣を振ふった軌き跡せきを描えがくようにして、空中に三日月形の傷が生じていたのだから。

　傷──奇き妙みような表現ではあるが、そうとしか言いようがなかった。まるで、空間が切り裂さかれ、怪け我がをしてしまったかのような光景。

　とはいえ無論、生物ならぬ空間に、血肉など存在するはずもない。その断面から覗のぞくのは、ただただ暗い色のみであった。

「あ──」

　しかし、士道は一拍おいて思い至った。──その光景に、見覚えがあることに。

　そう。昨日の夕暮れ時。〈ビースト〉が出現した際も、似たような傷きず跡あとが、空間に生じていたのである。正確に言うのなら、あのときは『爪つめ』によって切り裂かれたような五本の傷ではあったけれど。

「！　待ってくれ！　君は──」

　それを認識すると同時、士道は縋すがるように手を伸のばし、叫さけびを上げていた。

「……っ、──」

〈ビースト〉は、そんな士道の声に小さく息を詰つまらせるような様子を見せたものの、そのまま、空間の傷に身をねじ込んでいった。

「な……！　まさか、逃にげるつもり!?」

「させない──」

「〈封解主ミカエル〉！」

　一拍遅おくれて〈ビースト〉の意図を察した精霊たちが、一いつ斉せいに空を蹴けり、或あるいは天使を発動させる。

　が──遅おそい。精霊たちの手が届く頃ころには、〈ビースト〉はもうその身体を空間の裂け目に滑すべり込ませていた。

　それと同時に、音もなく傷が閉じていく。『孔あな』から生えた六喰の腕うでや、〈絶滅天使メタトロン〉の光線が、虚むなしく空を切った。

「…………」

「…………」

「…………」

　──今の今まで戦場であった空間に、不自然な静せい寂じやくが満ちる。

〈ビースト〉はどこへ行ったのか。果たして本当に逃げたのか。それともどこかに身を潜ひそませ、反はん撃げきの機会を窺うかがっているのか──

　様々な可能性が渦うずを巻き、精霊たちを緊張させた。皆が油断なく、辺りの様子を窺う。

　その緊きん迫ぱく感が解消されたのは、それから数十秒後。皆のヘッドセットやインカムに、マリアの声が届いたときだった。

『──霊波反応、完全に消失しました。どうやら、本当に逃げたようです』

　その報告と同時、数名の精霊は安あん堵どの息を吐はき、数名の精霊は、悔かい恨こんを噛かみしめるように渋じゆう面めんを作った。

「やー……さすがに今回は死ぬかと思ったねぇ。まあでも結果オーライ。みんな無事でよかったよかった」

　安堵組の代表格である二亜が、ふはー、と大きなため息を吐つきながら、ぼすんと地面にへたり込む。

　が、その後方に立っていた琴里は、難しげな顔で腕うで組ぐみしていた。

「……でも、私たちの目的はあくまで、〈ビースト〉の攻こう略りやくだったはずよ。万事上手くいった、とは言い難がたいわね」

「相変わらず真面目だにゃあ、妹ちゃんは。あんまりしかめっ面つらばかりしてるとシワ増えるよ？」

「あ、あなたねぇ……」

　琴里が眉根を寄せると、二亜はヒラヒラと手を振った。

「──あの危機的状じよう況きようを経て、全員生き残ってる。みんなの頑がん張ばりが、みんなの命を繋つないだ。これ以上の結果は欲よく張ばりすぎってなもんだよ。それとも、一人二人死んででもビーちゃんを攻略したかった？」

「そ、そうは言ってないけど……」

　二亜の言葉に、琴里が口ごもる。

　が、そこで、二亜の言げんに反論するように、マリアの冷たい声が響いてきた。

『騙だまされてはいけません、琴里。みんなの頑張り、と言いましたが、二亜は霊れい力りよくを取り戻もどしたあと、特に〈ビースト〉戦には貢こう献けんしていませんでした』

「ぎくっ」

　二亜が、わかりやすく擬ぎ音おんを声に出しながら肩を震わせる。皆みなの半眼が二亜に突つき刺ささった。

「だ、だって知ってるでしょ!?　あたしの〈囁告篇帙ラジエル〉は戦せん闘とう向かないんだってばぁ！　未来記き載さいは時間かかるし、そもそも霊力持ちには効果薄うすいし、頼たのみの綱つなの量産型マリアはなんか出演ＮＧ出るしさぁ！」

『無理に決まっているでしょう。わたしの演算機能は、〈世界樹の枝ユグド・ラームス〉の効果を少しでも維い持じするためにフル稼か働どうしていたのですから。そちらに割さく余力などありませんでした。というか、他力本願もいい加減にしてください』

「う、ぬぐぅ……で、でもそれ言うなら、あたしだけじゃなく、くるみんも何もしてなかったじゃん！」

　二亜がビッと狂三を指さす。が、狂三はさして慌あわてた様子もなく「あら、あら」と頬ほおに指を当てた。

「申し訳ありません。わたくしの〈刻々帝ザフキエル〉は霊力の他に、わたくしの『時間』も奪うばっていくものですから。あまり積極的に参戦できなかったことは認めますわ。──もし、皆さんやシェルターに避ひ難なんした方々の『時間』を吸い取ってもいいと仰おつしやるのであれば、思うさま暴れてみせたのですけれど」

　そう言って、狂三がニィ、と微笑ほほえむ。その妖あやしい笑顔は、かつて最悪の精霊と謳うたわれた彼女の姿を思い起こさせた。

「あー……」

「……まぁ、狂三の場合はそうよね……」

　精せい霊れいたちも狂三の言に納得を示すように頬に汗あせを垂らす。

　狂三は小さくうなずきながら、「でも」と続けた。

「何もしていなかった、というのは心外ですわね。確かに皆さんの活かつ躍やくに比べれば目立たなかったかもしれませんけれど、〈時とき喰はみの城〉で〈ビースト〉さんの足止めくらいはしていましたわよ？　それに──」

「……それに？」

　士道が首を傾かしげると、狂三はしばしの間無言になったのち、うふふ、と意味深に微笑んでみせた。

「──今はまだ、内ない緒しよですわ」

「えぇー！　何その感じ！　ずっるー！　意味深に濁にごしておけばなんとかなると思うなよー！」

　二亜が手をブンブンと振りながら叫びを上げる。

　だが他の精霊たちは、

「まあ、でも狂三だし……」

「何か事情があるのかもしれない……わよね」

　と、頬に汗を垂らしながらあごに手を当てて唸うなっていた。

「な、何さくるみんばっかり！　それを言うならあたしだって、何もしてなかったわけじゃないぞー！」

「え、じゃあ何してたの？」

　七罪が問うと、二亜は待ってましたと言わんばかりにフッと不敵に微笑んだ。

「──今はまだ、内緒さ」

　すると、精霊たちがやれやれと半眼を作った。

「……まーたそんなこと言って」

「素直に謝るのも大事よ、二亜」

「明らかにくるみんのときと反応が違ちがーう！」

　二亜はバッと立ち上がると、縋るように士道に泣きついてきた。

「わーん！　しょうねーん！　みんながいぢめるー！」

「はは……よしよし」

　士道は苦笑しながらその頭を撫なでてやった。すると周囲の精霊から二亜に、様々な感情が込もった視線が突き刺さった。二亜が居心地悪そうに両手を上げ、身体からだを離はなす。

「オーケー落ち着こうブラザー。今のはあたしが軽率だった。特にオリリン。ガチめの殺気放つのやめて？」

「別に殺気など放っていない」

「ほ、ほんとぉ……？」

「殺意を気け取どられるのは未熟の証。プロはただ、死という結果のみを残す」

「なんか物ぶつ騒そうなこと言ってるー!?」

　二亜が涙なみだ目めになりながら悲鳴じみた声を上げる。その様子に、精霊たちがあははと笑った。

　別に二亜もそこまで狙ねらっていたわけではないだろうが、場に残っていた緊きん張ちよう感が一気に解ほぐれる。士道はほうと息を吐いた。

　精霊たちも戦闘の終結を実感したのか、各々空から、地から、士道のもとに集まってくる。そしてそれぞれの懐なつかしい霊れい装そう姿に笑い合いながら、互たがいの活躍を称たたえ合った。

　中でも、熱ねつ烈れつだったのは美九である。

「きゃー！　皆さん素敵でしたぁー！　ほんっっっっっと格好良かったですぅー！　久ひさ方かた振ぶりの霊装も最高ですねー！　今のうちに写真撮とりましょ写真！　誰だれかカメラかスマホ持ってませんかぁ!?」

　などと、目をキラッキラと輝かがやかせながら、皆を吞のみ込まんが如ごとく両手を大きく広げる。相変わらずのその様子に、皆がやれやれと苦笑した。

「にしても──八舞、でいいのよね。正直、助かったわ。あなたがいなかったら、もっと悪い状況になっていたかもしれない」

　琴里がそう言いながら八舞に視線を送る。すると八舞は、口元を綻ほころばせながら肩かたをすくめてみせた。

「否定。わたしは仕上げをしたに過ぎない。布石は既すでに、君たちが打ってくれていた。誇ほこれよ少女たち。これは君たちの勝利だ」

　言って、パチリとウィンクをしてみせる。この上なく気き障ざったらしい仕草なのだが、不思議とあまり嫌いや味みがなかった。

「えっと、八舞さんは、耶俱矢さんと夕弦さんが人間だった頃のお姿……なんですよね？」

『ねー。まさかのヤマイダー？』

　四糸乃と、〈氷結傀儡ザドキエル〉に宿った『よしのん』が首を傾げながら問う。八舞は小さく頭かぶりを振ふった。

「説明。わたしは確かに風かざ待まち八舞だが、厳密に言えば人間・風待八舞と同一の存在ではない。この身はあくまで、それぞれに成長を遂とげた八舞耶俱矢と八舞夕弦が融ゆう合ごうした姿だ。少なくとも、生前のわたしはここまで背が高くなかったし──こんなに立派なものもついていなかったよ」

　冗じよう談だんめかすようにして、八舞が自らのたわわな乳ち房ぶさを寄せてみせる。そのサイズは、もとより豊満な夕弦のそれをも凌りよう駕がしていた。美九が「むほー！」と漫まん画がのような声を上げる。

「や、やや八舞さん！　ちょ、ちょっとハグしてもらってもよろしいでしょうか……？」

「特別。仕方のない小こ猫ねこちゃんだ。おいで」

「んひぃぃぃ！　お姉様ぁぁぁぁぁっ！」

　美九が顔面から様々な液体を垂らしながら、八舞の胸に飛び込んでいく。

　が、次の瞬しゆん間かん。八舞の身体が淡あわく発光したかと思うと、そのシルエットが二つに分かれた。

「おわっ!?　びっくりした！」

「驚きよう愕がく。これは……」

　八舞──二人に分かれた耶俱矢と夕弦が、驚おどろいたように目を丸くする。必然、八舞の胸に飛び込もうとしていた美九は、二人の間の空間にダイブし、派手に地面に突っ伏ぷすこととなった。

「むきゃー!?　予想外の感かん触しよく!?　お姉様はいずこ!?」

「あー、ごめんごめん。なんかタイムリミットっぽい……」

「謝罪。もともと無理矢理な融合でしたので。ここまで保もったのが奇き跡せきかと」

「そ、そんなぁ……かくなる上は、耶俱矢さん、夕弦さん！　ちょっと両側からハグしてください！」

　美九がガバッと起き上がり、再度両手を広げる。

「わっ、ちょ、落ち着けし！」

「戦せん慄りつ。めげない人です」

　耶俱矢と夕弦が迫せまってくる美九を押しとどめる。相変わらずな美九の調子に、士道は思わず苦笑した。

「……よかったんだよな、これで」

　こんな吞のん気きな光景も、皆が無事であったからこそだ。士道は心の奥に未いまだ蟠わだかまる悔かい恨こんを抑おさえ込むように胸元を押さえた。

　確かに、二亜の言うことも一理あるのだ。〈ビースト〉を攻こう略りやくできなかったのは残念だが、あの危機的状況の中で全員が生き残れたのは素直に喜ぶべきことだろう。

「…………」

　だが、士道にはどうしても気になることがあった。八舞の攻こう撃げきを受けたあとの〈ビースト〉の様子だ。

　声の調子。目に灯ともる光。明らかに、それまでの彼女とは雰ふん囲い気きが異なっていた。そう、まるであれは──

　そこまで考えたところで、士道はとあることに思い至った。インカムを軽く押さえながら、マリアに声をかける。

「なあ、マリア。〈ビースト〉は一体、どこに消えたんだ？　隣りん界かいは……もう、存在しないんだろう？」

　士道の言葉に、きゃいきゃいと騒さわいでいた精霊たちがぴくりと眉まゆを揺ゆらした。

　隣界。それは、精霊が存在すると言われていた空間。こちらの世界と薄うす皮かわ一枚隔へだてた先にある世界。空くう間かん震しんとはもともと、この隣界から精霊がこちらにやってくる際の余波のことだったのである。

　だが、その隣界もまた、始原の精霊・澪みおの死とともに消しよう滅めつしてしまっているはずだった。ならば一体、〈ビースト〉はどこへ消えたというのだろうか。

『……、少なくとも先ほどの反応は、〈封解主ミカエル〉が空間に「孔あな」を開ける際のものや、一いつ般ぱん的な消失ロストとは明らかに異なっていました』

「つまり……？」

　マリアは数秒の間押し黙だまったのち、少し悔くやしそうに言葉を続けてきた。

『……現状の情報のみでは、不明、としか』

「……っ」

　士道は小さく息を詰つまらせると、拳こぶしを握にぎり込んだ。

　その答えが予想できていなかったわけではない。〈ビースト〉は何もかもがイレギュラーな精霊だ。けれど、改めてそれを言葉にされると、心臓を握りしめられるかのような苦痛が襲おそってくるのだった。

〈ビースト〉が、ただ傷を癒いやすために退たい却きやくしたのならばまだいい。それならば、まだ彼女を救うことができる可能性があるからだ。

　だが、彼女が消える前に見せた表情。それを思い返すと──もう二度と彼女が自分の前に姿を現さないのではないかという懸け念ねんが、士道を襲うのだった。

「……士道」

　士道の失意を察したのだろう。琴里が優しく肩に手を置いてくる。

「あまり自分を責めないでちょうだい。あなたはよくやってくれたわ」

「でも、俺は……」

　救うことが、できなかった。

　あの謎なぞの精せい霊れいを。

　絶望に満ちた貌かおをした子を。

　あの剣を持っていた、少女を──

「…………ッ!?」

　と。

　そんな諦てい念ねんが士道の脳裏を掠かすめた、その瞬間であった。

　──士道の足元目がけて、天から流星が降ってきたのは。

「な──」

　目映まばゆい光が辺りを包み込み、士道の目を眩くらませる。

　気づいたとき、そこには──一ひと振ふりの剣けんが突つき立っていた。

「これは……」

「ほう？」

「〈ビースト〉さんの……剣？」

　皆みなの狼ろう狽ばいや、興味深げな声が、辺りに渦うず巻まく。

　そう。切り裂さくことのみを追求したかのような、片かた刃はの大剣。

　それは紛まぎれもなく、〈ビースト〉が背に負っていた剣、最後の一振り。──彼女の、一〇番目の剣だったのである。

「な、なんで、この剣が……」

　士道は呆ぼう然ぜんと呟つぶやきながらも、先ほど目にした光景を思い起こしていた。

　確かに七罪の活かつ躍やくによって、〈ビースト〉から一〇の剣が引き剥はがされ、代わりに皆が精霊の力を取り戻もどした。

　けれど、八舞を一人と数えたとき、今ここにいる精霊の数は九名。彼女らのもとに突き立った剣もまた、九本。

　戦せん闘とう中はそこに思い至る余よ裕ゆうがなかったが──最後の一振りが、どこかに消えたままだったのである。

　そして、士道は漠ばく然ぜんと、一〇番目の剣は、天使〈鏖殺公サンダルフオン〉が姿を変えたものなのだと思っていた。何しろ一番目から九番目までの剣が、皆の天使に対応していたのだ。そう考えるのが自然だろう。

　だが、〈ビースト〉が振るっていた『爪つめ』が〈鏖殺公サンダルフオン〉に姿を変えたとき、その仮定は瓦が解かいした。

　代わりに、疑問が生じる。

　──この剣は一体何ものなのか。

　そして、一体なぜ、今士道の前に突き立ったのか。

　根こん拠きよはない。だが、それには何かの意味があるような気がしてならなかった。

「────」

　士道は、衝しよう動どうに突き動かされるように、その剣の柄つかに手を伸のばした。

「！　士道、気を付けて」

「……ああ」

　琴里の注意にうなずきながら、意を決し──その柄を、握りしめる。

　すると、まるでそれを待ち構えていたかのように、剣がどくんと脈動し、その姿を変容させていった。

　──妖あやしい輝かがやきを放つ、漆しつ黒こくの剣に。

　その姿を見て、士道は思わず息を詰まらせた。

　だが、それも当然だ。何しろそれは──

「〈暴虐公ナヘマー〉……!?」

　もう一人の十香──天てん香かの持つ剣。

〈鏖殺公サンダルフオン〉と対ついを成す『魔ま王おう』、〈暴虐公ナヘマー〉だったのだから。

「……っ！」

　そして、それを手にした瞬間。士道は奇き妙みような感覚を覚えた。

〈暴虐公ナヘマー〉から、じわりと何かが染み渡わたってくるかのような違い和わ感。『何か』が、頭の中に語りかけてくるかのような感覚。まるで剣そのものが意思を持ち、士道に訴うつたえかけてくるかのような──

「……できる。この〈暴虐公ナヘマー〉でなら……あの子を追うことが……？」

　士道は、半ば無意識のうちに、口からそんな言葉を漏もらしていた。

「──士道さん？」

「今、なんと言ったのじゃ？」

　精霊たちが、目を丸くしながら問うてくる。

　士道は〈暴虐公ナヘマー〉の柄を握る力を強めながら、続けた。

「──〈鏖殺公サンダルフオン〉は本来、見えざるものを切り裂く剣……あらゆる条理、概がい念ねん、そして世界を隔てる壁かべをも。その対たる〈暴虐公ナヘマー〉もまた然しかり……

　だが心優しい十香は、その危険に過ぎる権能を無意識のうちに抑え込んでいた……ちなみにおまえは未熟で使いこなせていなかっただけだ、人間……って、何言わせるんだよ!?」

　士道は思わず声を裏返らせ、頭の中に響ひびく声に突っ込こみを入れた。

　が、端はたから見たら、士道が妙みような行動を取っているとしか見えなかったようだ。精霊たちがビクッと肩かたを震ふるわせたのち、心配そうな視線を送ってくる。

「し、士道？」

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、ああ……」

　士道は気を取り直すように軽く頭かぶりを振ふると、改めて手に力を入れ──

　地に突き立った〈暴虐公ナヘマー〉を引き抜ぬいた。

「────」

　──瞬しゆん間かん、凄すさまじい威い圧あつ感が全身を襲う。魔王。本来人間の手に握られることなどあり得ない怪かい異い。思えば、幾いく度ども借り物の天使を振るってきた士道ではあるが、魔王を手に取るのはこれが初めての経験であった。

　生命の否定。死の実感。マイナスに傾かたむいた力の波動が、士道を圧おし潰つぶさんとしてくる。

　恐おそらく士道も、その重圧に膝ひざを屈くつしてしまっていたに違ちがいない。──頭の中に響く、謎の声の助力がなければ。

「…………、よし。これなら……いける。俺一人……くらいなら──」

　手に剣を馴な染じませるようにしながら、士道は辿たど々たどしく呟いた。

　その言葉を聞いてか、精霊たちが驚おどろいたように息を詰まらせる。

「ちょっと待ちなさい、士道。一体何をする気？」

「まさか、〈ビースト〉を追うつもり？」

　精霊たちの悲鳴じみた声に、士道は数すう瞬しゆんの間を置き──

「…………ああ」

　短く、そう答えた。

　その回答に、琴里が眉まゆ根ねを寄せる。

「……、駄だ目めよ。認められないわ。彼女の行き先はどこかわからない……仮に彼女の元に辿たどり着けたとして、ここに戻ってこられる保証はどこにもないのよ!?」

『…………っ』

　琴里の言げんに、他の精霊たちも顔を強こわばらせる。その表情には、複雑な思いが渦巻いているように見えた。

　聞かずとも、わかる。別に皆も、〈ビースト〉を助けたくないわけでもなければ、もうこちらの世界に害を及およぼさないのならば放置していてもいい、などと思っているわけでもないのだ。むしろ、手を差し伸べられるのならば差し伸べたいと思っているだろう。

　だが、士道を永遠に失うかもしれない。その可能性が、彼女らの心に暗い影かげを落としていたのである。

「……みんな」

　士道は己を過小評価しない。自分が皆を大切に思うのと同じくらい、皆が自分のことを大切に思ってくれていることを、しっかりと自覚している。

　だから士道は、己の身を軽んじて無む謀ぼうに走ることはしたくなかった。それは、皆の思いを踏ふみにじることに他ならないからだ。──それも、皆と出会ってから士道が学んだことであった。

　けれど──

「……っ！」

「え──」

　と、そこで。

　士道は、そして精霊たちは、同時に目を見開き、ハッと肩を震わせた。

　理由は単純。緊きん迫ぱく感の満ちる瓦が礫れきの野に──




【──────────────────────────────────】




　突とつ然ぜん、どこからともなく、美しい歌声が聞こえてきたからだ。

「美九──？」

　聞き覚えのある声。いや、それ以前に、この場にこれほど美しく歌を歌い上げる者など一人しかいなかった。歌声の主の名を呼びながら、そちらを振り返る。

　すると絶世の歌うた姫ひめは、士道や皆の不安を抱だき留めるように、優しく微笑ほほえんでみせた。




　　　　◇




「──きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　助けてください、だーりぃぃぃぃぃんっ！」

〈ビースト〉襲しゆう来らいより数ヶ月前。

　赤く色づいた木々の葉が、風に吹ふかれて散り始めた頃ころ。

　士道が自宅の庭で落ち葉を掃はいていると、突然道の方からそんな声が響いてきた。

「な、なんだ……？」

　鈴すずを転がすような美しい声と、『だーりん』という特とく徴ちよう的に過ぎるその呼こ称しようで、声の主の正体はすぐに知れた。──誘宵美九。天下御ご免めんのアイドルにして、かつて精霊であった少女の一人だ。

　だが、それが判別できたところで、状じよう況きようはまったくわからないままだった。慌あわてて振り返り、外の様子を確かめる。すると、帽ぼう子しとサングラスで雑に変装した美九が、豊満なバストを豪ごう快かいに揺ゆらしながら、こちらに走ってきていることがわかった。

「どうしたんだ、美九！　一体何があったんだ!?」

　美九を迎むかえ入れるように門を開け、叫さけぶ。すると美九が、後方を指さしながら悲鳴を上げた。

「あの人が……あの人がしつこく追いかけてくるんですぅぅぅっ！」

「あの人？」

　士道は訝いぶかしげに眉まゆをひそめながら、美九の後方を見やった。するとそこに、スーツに身を包んだ女性の姿があることがわかる。見るからに運動に向かないタイトスカートとパンプスを身につけながらも、必死の形相で美九を追いかけてきている。

　その姿を認め、士道は緊きん張ちように身を強ばらせた。白昼堂々美九を追いかけるだなんて、一体何者だろうか。──熱ねつ狂きよう的なファンやストーカー？　ＤＥＭの残党？　それともスキャンダルを狙ねらう週刊誌の記者？　様々な可能性が頭に浮うかんでは消えていく。

「ええい、それはあとだ。とにかく──」

　士道は五いつ河か家に辿り着いた美九の手を引き寄せると、そのまま彼女の身を守るようにスーツの女の前に立ちはだかった。そして、毅き然ぜんとした態度で、走り寄ってくる女に対たい峙じしてみせる。

「一体この子に何の用ですか？　ことと次第によっては……」

　が、キリッと作られた士道の表情は、すぐにへにゃりと歪ゆがむことになった。

　理由は単純なものである。肩で息をしながら顔中に汗あせを滲にじませる女性の顔に、見覚えがあったからだ。

「あれ？　あなたは確か……」

「……はぁ、はぁ……、暮くれ林ばやし……昴すばる……、美九の……、マネージャーよ……」

　息も絶え絶えといった様子で、女──昴が名を名乗る。

「……美九？」

　士道が半眼を作りながら美九の方を見ると、彼女は「……きゃはっ☆」と、可愛かわいらしくウィンクをしてみせた。







「──海外進出？」

　それから数分後。五河家のリビングに二人を招き入れた士道は、目を丸くしながらそう返した。

「ええ……実は先日、アメリカの音楽会社からそういう提案があって……」

　向かいのソファに座った昴が、額に噴ふき出した汗をハンカチで拭ぬぐいながら言ってくる。

　ちなみに、普ふ通つう来客があった場合、手前のソファに家主の士道、向かいのソファに客人二人、という配置が一いつ般ぱん的であるが、今美九は当然のように士道の隣となりに座っていた。ついでにいつの間にか腕うでを組むようにしながら士道の肩にしなだれかかっていた。

　今をときめくアイドルとしては非常にスキャンダラスな絵面なのだが、昴ももうその辺りの事情は熟知している（というか、諦あきらめている）ので、今さら騒さわいだりはしない。特に気にする様子もなく、あとを続けてくる。

「なんでも、あっちのプロデューサーが動画サイトで美九の歌を聞いて、一ひと目め惚ぼれならぬ一耳惚れをしたとかで。バックアップは全てするから、是ぜ非ひその歌声を世界に広げてみないか……って」

「へえ……」

　士道は納得を示すようにうなずいた。

　突然の話だ。まったく驚かなかったかと言えば嘘うそにはなる。けれど決して、あり得ない話だとは思わなかったのだ。

　確かに美九は元精せい霊れいであり、その力は、音や声に霊力を込めることだった。その歌声は魔ま性しようの蜜みつ。それこそ彼女は、一言発するだけで人々を自在に操ることさえできたのである。

　だが、美九の歌姫としての人気が、その精霊の力によって形作られた虚きよ構こうのものであったかといえば──決してそんなことはなかった。

　天性の美しい声質。確かな努力に裏打ちされた歌唱力とパフォーマンス。

　人の目を、耳を捉とらえて放さない圧あつ倒とう的な存在感は、始原の精霊に与あたえられたものではなく、紛まぎれもなく彼女自身の力だったのである。一耳惚れしたというプロデューサーの気持ちもわからないではなかった。

「でも、その話がさっきの追いかけっことどう繋つながるんですか？　聞く限りだと、いい話に思えますけど……」

「それは……」

　昴は難しげな顔をしながら、美九の方をちらと見た。

　すると美九が、つーん！　とわかりやすい仕草で顔を背けてみせる。

「何度言われてもお断りしますぅ！　私はアメリカには行きませんー！」

「……と、こういうわけよ」

「な、なるほど……」

　士道は頬ほおに汗を垂らしながらうなずいた。そして、自分の腕を取る美九に顔を向ける。

「ええと、一応聞いてもいいか？　なんでそんなに嫌いやがるんだ？　アメリカが嫌い……ってわけじゃないんだよな？」

「そりゃあ私だって、活かつ躍やくの幅はばが広がるのは嬉うれしいですよ？　こういうお話をいただけるのはありがたいと思いますし、たくさんの人に私の歌が届けられるっていうなら大歓かん迎げいです。でも──」

　士道が問うと、美九はバーン！　とテーブルを叩たたきながら、高らかに声を発した。

「アメリカ進出なんてしたら！　だーりんや皆みなさんと一いつ緒しよに過ごす時間が減っちゃうじゃないですかー！」

「あー……うん。予想通りの答え、ありがとう」

　士道は苦笑しながら言うと、美九は「どういたしましてー！」と屈くつ託たくのない笑みを浮かべた。皮肉とかではなく、純じゆん粋すいに士道の謝意に応えているといった様子だった。

　昴が、困り顔をしながらガリガリと頭をかく。

「ねえ、考え直してくれない、美九。これはまたとないチャンスなのよ？」

「いーやーでーすー！　何度も断ったじゃないですかー！」

「でも美九、そのプロデューサーは、三〇代の若さでアメリカのミュージックシーンを席巻する敏びん腕わんＰで──」

「つーん！　そんなこと言われたって考えは変わりませんよー！」

「──長身グラマラスなキャリアウーマンタイプの金きん髪ぱつ美女よ!?」

「うぐ……っ!?」

　昴の言葉に、美九が肩かたをピクッと揺らす。が、ギリギリと歯を食いしばり、手の甲こうをつねりながらどうにか頭かぶりを振ふってみせた。

「そ、そんな手には……乗りませんよぉー……ッ!!」

　その様は、強きよう靭じんな意志の力で破は壊かい衝しよう動どうに抗あらがう琴里の姿を想起させたが、いくらなんでも琴里が気の毒なので言葉にはせずにおいた。士道は妹思いのお兄ちゃんなのである。

「く……っ、打つ手なしか……」

　昴ががくりと肩を落とす。……今の情報を奥の手と考えているあたり、事務所での美九の扱あつかいがなんとなく察せられた。

「……ねぇ、士道くん。あなたからも言ってあげてくれない？　これは本当に、美九の将来を左右する選せん択たくなのよ。そりゃあ、美九の気持ちもわかるわ。でも、五年後一〇年後、美九に、後こう悔かいさせたくないの」

「え、お、俺ですか？」

　突然話を振られて、士道は目を丸くした。

「ええと……」

　昴の縋すがるような視線と、美九の少し不安そうな視線が、二方向から突つき刺ささる。士道はそこはかとない居心地の悪さを覚えて身を捩よじりながらも、頭の中で考えを巡めぐらせた。

　昴の気持ちはよくわかる。彼女とて美九のマネージャー。美九の活躍を誰だれよりも近くで見てきた、美九の第一のファンだ。美九の歌声が世界中に響ひびき渡わたるこのチャンスを逃のがしたくはないだろうし──美九ならば、世界の歌姫となれる素質を持っていると信じているに違ちがいない。実際士道も、考えとしては昴に近かった。

　とはいえ美九の気持ちもまた、よく理解できた。今まで平へい坦たんとはいかなかった人生を送ってきた彼女だ。今この平へい穏おんを大切にしたいというのも無理のないことだろう。……あとなんとなくではあるが、一週間以上七罪（でなくてもいいのだが、なぜか七罪の姿がパッと思い浮かんだ）をハグしないでいたら、美九の精神が保てないような気もする。

「…………」

　士道は小さく唸うなったのち、顔を上げた。

「俺は──」







「──美九の好きなようにさせてやりたいと思います」

　しばしの熟考のあと、士道がそう言ってくる。

　その言葉に、美九は「きゃあっ！」と声を弾はずませた。反して、向かいに座った昴は「くう……っ！」と、膝ひざに矢を受けたようにくずおれる。

「さっすがだーりん！　大好きですぅ！」

　組んだ腕をさらに引き寄せながら、美九はぴょんぴょんとソファの上で跳はねた。士道がそんな美九の行動にあははと苦笑しながら、言葉を続けてくる。

「もちろん俺としては美九に活躍してほしいですけど……それ以上に、美九には幸せでいてほしいんです。もし美九が今の生活を大事にしたいっていうなら……その意志を尊重したいと思います」

「だーりん……！」

　美九は士道の優しい言葉に涙なみだを浮かべると、そのままはしっ！　と士道に抱だきついた。士道が照れたように頬を赤くしながら、トントンと肩をタップしてくる。

　美九はしばしの間士道の抱き心地と体温とうなじの匂においを堪たん能のうしたのち、ぷはぁっ、と息を吐はいて昴に向き直った。

「と言うわけですよ昴さん！　潔いさぎよく諦めるんですねー！」

「さ、最後の希望が……」

　美九が言うと、昴はよろよろと力なく身を起こすと、とぼとぼと廊ろう下かの方に歩いていった。

　が、リビングを出ようとしたところでキッと視線を鋭するどくし、ビッと美九に指を向けてくる。

「覚えてなさい美九……私を倒たおしたとしても、第二第三の刺し客かくが、あなたを勧かん誘ゆうに訪れるでしょう……！」

「ふっふーん！　そんなの怖こわくないですよぉーっだ！」

「……あ、もしもし。お疲つかれ様です暮林です。やっぱり駄だ目めでした。はい、向こうのプロダクションから可愛い子見み繕つくろって派は遣けんしてくれるようお願いしてください。甘えさせてくれるお姉さんタイプと素直じゃない年下タイプはマスト。あとカタコトの日本語とか弱いと思います」

「あれっ!?　思ったより強敵の予感がしてきましたぁ！」

　美九が両手で頬を押さえながら悲鳴を上げると、昴は暗い笑いを残して去っていった。

　数秒後、バタンと玄げん関かんの扉とびらが閉まる音が聞こえてくる。それを確認してから、美九はふうと息を吐いた。

「ありがとうございます、だーりん。しつこくて困ってたんですよぉ」

「はは……まあ、仕方ないだろ。凄すごい話なんだし、暮林さんとしてはああするしかないって」

「それはそうかもしれませんけどぉ……」

　美九は不満げに唇くちびるを尖とがらせたのち、パァッと表情を明るくした。

「でも、嬉しかったです。だーりんがああ言ってくれて。やっぱりだーりんも、私と一緒にいたかったんですねぇ！」

「ん……まあ、な」

　美九が言うと、士道はどこか困ったような表情を浮うかべ──しかしすぐにそれを笑顔で掻かき消すようにしてうなずいてきた。

「有名になることばかりが人生じゃないし、美九が満足できるように生きるのが一番だと思う」

「ですよねぇ！　さすがだーりん、わかってますぅ！」

　美九が笑顔で返すと、士道は「でも」と続けてきた。

「もし美九が挑ちよう戦せんしたいっていうなら、それも全力で応おう援えんするよ。忘れないでいて欲しいのは……どんな選択をしたって、俺は美九の味方だってことさ」

「……！　だーりん──」

　美九は再び感かん涙るいに噎むせぶと、これまた再度士道に抱きついた。

　士道が一いつ瞬しゆん浮かべた複雑そうな表情のことも気にはかかったが──身体からだに満ちる士道の温かな感かん触しよくの前に、やがて薄うすれていってしまった。




　　　　◇




　──結局、そのときの士道の気持ちを美九が理解したのは、それから実に四ヶ月以上が経たったあとのことだった。

　そう。士道が〈ビースト〉を追って、こことは別の世界へ行くと言い出したとき。

　狼ろう狽ばいと焦しよう燥そうが精せい霊れいたちの間に満ちる中、美九は一人、不思議な既き視し感に囚とらわれていたのである。

「あれ、これって……」

　誰にも聞こえないくらいの声でぽつりと呟つぶやき──自覚する。

　今の自分は、あのときの士道と似たような位置にいるのではないか、と。

　無論、状じよう況きようや規模はまったく違う。何より、挑戦よりも安定を選んだ美九に対し、士道は新たな一歩を踏ふみ出そうとしている。

　けれど、大切な人に転機が訪れ、その選択を見守っているという点において、奇き妙みような符ふ合ごうを感じずにはいられなかったのだ。

　そして、第三者の位置に立ったからこそ、感じられることがあった。

　士道は〈ビースト〉を追いたがっている。彼方かなたの世界に消えた彼女に、どうにか手を差し伸のべたいと思っている。それは間ま違ちがいない。

　けれど、空間の壁かべを越こえたあと、再びこの世界に戻もどれる保証はない。そのことが──否いな、もっと正確に言うなら、美九たち精霊を悲しませてしまうことが、士道には耐たえられなかったのだ。

「────」

　そしてそれを自覚すると同時、美九は、あることを思ってしまった。

　──士道の重荷になりたくない、と。

　もちろん、士道と離はなればなれになどなりたくはない。もし士道と永遠に会えないなどということになってしまったら、一体どうしたらいいかわからない。

　けれど、その想いが士道の足あし枷かせになり、彼が望む道を選べないというのもまた、美九にとっては耐えがたい苦痛だったのである。

　それは、逃れようのない矛む盾じゆんであった。

　美九が、精霊たちが、士道を失いたくないと思うのは──

　彼がこんなとき、〈ビースト〉を助けにいくという選せん択たく肢しを選んでしまう人だったからなのだ。

「ああ──」

　美九は奇妙な感かん慨がいに目を細めると、不安そうな表情を浮かべる精霊たちを見み渡わたした。

　それはあくまで、美九の想い。

　しかし美九には、自覚しているか否かの差こそあれど、皆みなも同じような想いを抱いているに違いないという確信があった。

　なぜなら、ここにいる精霊たちは皆、美九と同じように士道と出会い、美九と同じように士道に救われ、美九と同じように士道と過ごし──美九と同じように士道を好きになった、仲間たちだったのだから。

　ならば、今美九がすべきことは何か。美九がせねばならないこととは何か。

　美九は考えを巡らせると、ヘッドセットを操作し、マリアにのみ通信を行った。

「……マリアさん。お願いがあるんですけど、いいですか？」

『──美九？　一体なんでしょうか』

「ええ。実は──」

　美九が要望を伝えると、マリアは『ほう』と応えてきた。

『なるほど。それくらいならば、今の〈フラクシナス〉にも可能です。すぐに手配しましょう』

「本当ですか？　じゃあお願いします」

『美九』

「はい？」

『あなたがいてくれてよかった』

「うふふ。惚ほれちゃいました？　私はいつでもウェルカムですよー？」

『そういうところも含ふくめて、です。

　──と、準備完かん了りようしました。いつでもどうぞ』

「あらー、さすが、仕事が早いですねぇ」

　美九は気安く笑いながらそう言ったのち、すうっと息を吸った。

　そして。

「〈破軍歌姫ガブリエル〉──【幻想曲フアンタジア】」

　今自分の持つ霊れい力りよくを込められるだけ込めた声で──

　歌を、歌い始めた。







【──────────────────────────────────】

　それは。

　あまりに美しく、勇ゆう壮そうで──そして優しい、歌だった。

〈ビースト〉のことで紛ふん糾きゆうしていた士道や琴里たちが、一瞬で目と耳を奪うばわれてしまうほどに。

　とはいえそれは、ただ美しいだけの旋せん律りつではなかった。その歌には、手を動かせば何かしらの感触を得られるのではないかと思えるくらいに、濃のう密みつな霊力が込められていたのである。

「な──」

　両の鼓こ膜まく──どころか、全身の体表を通してその旋律を感じ取るに従い、士道は、身体に残っていた痛みが和やわらいでいくのを感じた。

　否、それだけではない。消しよう耗もうしていた手足に力が満ち、感覚器が研ぎ澄すまされていく。まるで、【行進曲マーチ】や【鎮魂歌レクイエム】、その他の〈破軍歌姫ガブリエル〉の曲を、纏まとめてその身に浴びたかのような感覚だった。
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　他の精霊たちも同じことを感じたのだろう。急に痛みが消えたことに驚おどろいてか、目をぱちくりと瞬しばたたかせる。

【────────、──────】

　やがて歌が終わり、美九が大おお仰ぎような所作で以もつて、恭うやうやしく礼をする。

　瞬しゆん間かん、士道と精霊たちは、思わず息を詰つまらせた。

　士道たちが装着したインカムやヘッドセットから、万ばん雷らいの拍はく手しゆと、割れんばかりの歓かん声せいが響ひびいてきたのである。

「え……っ？」

「こ、これは……」

　士道たちが驚いていると、美九がにこりと微笑ほほえんできた。

「驚きましたか？　マリアさんにお願いして、この近きん隣りんのシェルターと通信を繋つないでもらったんです。皆さん不安がっているでしょうし、お怪け我がをされてる方もいるかもしれません。──せっかくの誘宵美九コンサートです。たくさんの人に聞いてもらわないともったいないじゃないですか」

『──なお、送信しているのは歌のみですので、会話は気き兼がねなくしていただいて問題ありません』

　マリアが補足するように言ってくる。なんとも如じよ才さいないことである。あまりの周しゆう到とうさに、士道は苦笑してしまった。

　すると美九はそんな士道に向き直ると、ふっと頬ほおを緩ゆるめてきた。

「さ、どうですかだーりん？　私の渾こん身しんの歌です」

「ああ……ちょっと驚いたけど、凄すごく──」

「──〈ビースト〉さんをデレさせて、なおかつ、きっちりこっちの世界に帰ってくるくらいのパワーは溜たまりましたか？」

　と。

　士道の声を遮さえぎるように続けられた美九の言葉に、士道は思わず目を見開いた。

「美九……」

「ふふ、私、これでもお姉さんなんですよ？　こんなときくらい、格好つけさせてください」

　美九はそう言うと、琴里をはじめとする精霊たちの方に目をやった。

「というわけです、皆さん。私は、だーりんの手助けをします。文句があるなら私にどうぞ。私がたぁーっぷり聞いてあげますからねぇー」

　言って、美九がニィ……と笑みを浮かべながら、両手の指をわきわきと動かしてみせる。精霊たちが「ひっ」と後ずさった。

　そして、やがて精霊たちは、諦あきらめたように息を吐はいていった。

「……んまぁ、結局こーなるよねー。仕方ないか。だって少年だもん」

「むん……主ぬし様がここで平へい穏おんを選んでくれるような性分であれば、そもそもむくたちはここに揃そろっておらぬ」

「微笑。別に夕弦は、最初から反対していませんが。ちなみに耶俱矢は涙なみだ目めでした」

「いや勝手なこと言わないでくれる!?」

　などと言いながら、頬を緩める。

　とはいえ別に彼女らは、美九の『対話』に恐おそれをなしたわけでも、ましてや美九の『声』によって操られたわけでもない。

　理由は一つ。

　歌に込められた美九の想いが、伝わったから。

　そして、その想いが、自分の裡うちにもあったのだと、理解できてしまったからだろう。

　元来、歌は想いを乗せるもの。──それが天使の加護を受けた歌ならば、なおさらだ。

　美九の歌は、皆に力を与あたえるだけでなく、歌い手の覚かく悟ごと決心をも、皆に伝えていたのである。

「──気を付けて。士道なら、できる」

「頑がん張ばってください、士道さん」

『祝賀パーティーの準備しとくよー』

「……ま、なんとかなるでしょ、士道だし」

「待つ女というのはあまり性に合わないのですけれど……ふふ、今日は特別に健けん闘とうをお祈いのりしておきますわ」

　士道は精せい霊れいたちから順に激げき励れいを浴びると、琴里に向き直った。

「琴里……」

「…………、ふん。もし帰ってこなかったら、〈ラタトスク〉が収集したあなたの黒歴史が、全て衆目に晒さらされると思うことね」

「そ、それは……何としてでも帰ってこないといけないな」

　あまりに恐ろしい計画に士道が苦笑すると、琴里が士道の胸倉を掴つかみ、ぐいと引き寄せてきた。

　そして、士道の胸に額を押し当て、小さな声で呟つぶやく。

「……絶対に帰ってきてね……おにーちゃん」

「……ああ、もちろんだ」

　士道は短く答えると、琴里の頭を優しく撫なでた。

　数秒の間そうしてから、最後に、美九の方に視線を向ける。

「ありがとう、美九。おまえからもらったこの力と──覚悟。絶対に無む駄だにはしない」

「うふふ、当然です。なんてったって天下のアイドル誘宵美九、渾身の一曲ですからね。ちゃっちゃと〈ビースト〉さんを攻こう略りやくして帰ってきてください」

　美九はそう言うと、いたずらっぽく笑いながら続けた。

「あんまり遅おそいと──私、世界の歌うた姫ひめになっちゃってるかもしれませんよ？」

「！　それって……」

　その言葉が意味することを察し、士道が目を丸くすると、美九はニッと唇くちびるを笑みの形にしてみせた。

「──私、アイドルですから。キラキラとピカピカの化身ですから。今の皆さんの中で輝かがやき続けるには──そして、今の皆さんに憧あこがれてもらうには、それくらい、なっておかないといけないかなって」

「……はは、違ちがいない」

　士道は肩かたをすくめながら笑うと、〈暴虐公ナヘマー〉を握にぎる手に力を込め、踵きびすを返した。

「──行ってくる」

「はい、待ってます」

　背に、美九をはじめとした精霊たちの声がかけられる。

　ついでに、手にした〈暴虐公ナヘマー〉から、「早くしろ」というような震ふるえが伝わってくる。

　士道は細く息を吐くと、

「──はぁッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、〈暴虐公ナヘマー〉を振ふり下ろした。

　瞬間、両の手に凄すさまじい重圧がかかったかと思うと、〈暴虐公ナヘマー〉の漆しつ黒こくの刀身が空間を引き裂さき──三日月状の『傷』が、虚こ空くうに生じる。

　それは、まさしく先刻〈ビースト〉が生み出したのと同じ、世界の綻ほころび。いずこかへと通ずる、未知の扉とびら。

　この先に、何が待ち構えているのかはわからない。どのような世界が広がっているのかもまた、わからない。

　ただ一つ確かなのは、この先に〈ビースト〉が──人じん智ちを超こえた力を振るう、悲しい目をした孤こ独どくな少女がいるということだった。

「……十分だ」

　士道は小さく呟くと、ぐっと足に力を込め──

　未知の世界へと、その身を躍おどらせた。










　　　　◇




「……っく、う──」

　──違い和わ感は一瞬。

　けれどその衝しよう撃げきは、激しく士道の脳を揺ゆさぶった。

　感覚としては、〈刻々帝ザフキエル〉【一二の弾ユツド・ベート】で、過去へ送られたときのそれに近いだろうか。立っていられなくなるほどの激しい目眩めまい。もしも今この身が〈破軍歌姫ガブリエル〉の加護に護まもられていなかったなら、或あるいはこの手に〈暴虐公ナヘマー〉がなかったなら、その場に倒たおれ込んでしまっていたに違いなかった。

　とはいえ、本来自分が存在しないはずの場所へと、無理矢理足を踏ふみ入れたのだ。むしろこの程度の目眩で済んでいるのは僥ぎよう倖こうなのかもしれなかった。

「はぁ……っ、はぁ……っ、ここは……」

　額に手を当てながら深呼吸をし、辺りを見回す。

「……っ」

　そして自分の周囲に広がった光景に、少しの間、言葉を失った。

　──見み渡わたす限かぎりの、瓦が礫れきの野。

　それは先ほどまで自分がいた元の世界と酷こく似じした風景だった。それこそ一いつ瞬しゆん、移動に失敗したのかと思ってしまったほどに。

　だが、違う。士道はその場に膝ひざを折ると、地面を構成する建物の残ざん骸がいを見つめた。

　滅め茶ちや苦く茶ちやに破は砕さいされた建材。その上に苔こけが生むし、土つち埃ぼこりが層を成している。少なくとも、昨日や今日壊こわされたものではない。数ヶ月か、或いは数年か……圧あつ倒とう的な力で蹂じゆう躙りんされたあと、修理も再建もされずに放置され続けたという様相だ。

　そして、問題はその範はん囲いだ。士道は目を凝こらしながら、改めて遠方を見つめた。

「…………」

　けれど、駄だ目めだった。何も、見つからなかった。

　無事な建造物や車、或いは森林や山々に至るまで、何も。

　そう。士道の視界に入る風景全てが、まっさらに均ならされてしまっていたのである。

　まるで、世界の滅ほろびを体現したかのような光景。僅わずかな植物を除き、一切の生命の息い吹ぶきが絶たれてしまったかのような死の世界。不ふ吉きつに過ぎる自分の想像に、士道は思わず身を震わせた。

　が。

　士道はすぐに、その思考を中断した。

　理由は至極単純。

　その瓦礫の中に──一人の少女の姿を見つけたからだ。

　ボロボロの霊れい装そう。傷だらけの肌はだ。今はその身を休めるかのように地面に蹲うずくまり、微かすかに肩を上下させている。

　その背中は、先刻街を蹂躙した精霊というにはあまりに弱々しく──泣きじゃくる子供のようにさえ見えた。

「あ──」

　思わず、声が漏もれる。

「……っ!?」

　するとそれに気づいたのか、少女の肩が小さく震えた。

　そしてバッと顔を上げて士道の方を振り向くと、驚きよう愕がくするように目を見開いてくる。

「っ、な、ぜ……、おまえが、ここに……？」

　言って、よろよろと立ち上がり、その場から後ずさっていく。

　まるで、士道を恐れるかのように。

「…………」

　その姿を見て、士道は細く息を吐はいた。

　何が起こったのかはわからない。ここがどこかも未いまだはっきりとはしない。けれどそれは、自分の直感が正しかったのだと確信するには、十分に過ぎる光景だった。

「言ったろ。俺は君を──」

　士道は少女の目を真っ直ぐ見み据すえると、そこで言葉を止めた。

　そう。その二に人にん称しようは、彼女に対して用いるには、少々他人行ぎよう儀ぎな気がしたのだ。

「──おまえを、救いにきたんだ」

「……っ……」

　士道の言葉に、少女が息を詰つまらせる。

「まさか……追ってきたというのか、この私を……。駄目だ……私は、もう、おまえには会わないと決めたのに。駄目なのだ、私は──」

　少女の言葉は、最後まで発されることはなかった。

　だが、それも当然だ。

　──士道の唇が、少女の唇を、塞ふさいでいたのだから。

「────」

「…………っ」




　──それは、幾いく度ども繰くり返してきた方法。

　精霊と口づけをすることでその力を封ふう印いんする、この世界で士道だけに許された禁断の儀ぎ式しき。

　けれど、今の士道に、そんな意図は微み塵じんもなかった。そもそも澪が消えた今、士道に霊れい力りよく封印能力が残っているか否いなかさえ定かではなかったのだ。

　だが、そのようなもの、今の士道には関係がなかった。

　ずっと前から、決めていたのだ。

　もしも彼女に会ったのなら、そのときは──

　力いっぱい抱だき締しめて、キスをしてやろうと。

　嗚あ呼あ、そうだ。

　彼女が、『爪つめ』を大たい剣けんに変化させてから。

〈暴虐公ナヘマー〉をこの手に握り、その声を聞いてから。

　いや──もしかしたら、彼女と出会ったあのときから。

　士道は、彼女の名を、知っていたのだ。

「ぁ……」

　数すう瞬しゆんの間。

　キスを終えた〈ビースト〉の唇から、声が漏れる。

　そして。




「──シドー……」




〈ビースト〉──夜や刀と神がみ十香は、そう、呟つぶやいた。
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第十章　夜や刀と神がみ十とお香か
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「……行っちゃったわね」

　虚こ空くう──ほんの数すう瞬しゆん前まで、三日月形の傷が生じていたその空間を眺ながめながら、琴こと里りはぽつりと呟つぶやいた。

　言葉にしがたい寂せき寞ばく感かんが肺はい腑ふを満たす。士し道どうが消えてしまった世界は、どこかシンと静まり返っているような気がしてならなかったのである。

　無論、それが心持ちの問題なのだろうということは琴里にもわかっていた。ときは黎れい明めい。住民が一人も残っていない瓦が礫れきの野。〈ビースト〉がいなくなった今、もとよりここは静せい寂じやくが支配する空間であったのだから。

「…………」

　琴里は胸元を押さえた。士道ならばきっとやってくれると信じている。きっと無事に帰ってきてくれると思っている。だからこそ最後は、士道を送り出したのだから。

　けれどそれでもなお──途と方ほうもない不安感は琴里の胸を激しく締しめ付けていた。

「──琴里」

「琴里さん……」

　琴里の様子を感じ取ってか、精せい霊れいたちが声をかけてくる。

　そんな彼女たちの顔には、琴里と同じような色が滲にじんでいる。それを見て、琴里は小さく頭かぶりを振ふった。

　確かに相手は正体不明の精霊。足を踏ふみ入れたのは、どことも知れない彼方の世界。もしかしたら士道にもう会えないかもしれない。それを考えると、今にも泣き出してしまいそうになる。

　けれど司令である琴里が、皆みなを不安がらせるわけにはいかない。琴里は気合いを入れるように頬ほおを叩たたくと、改めて皆の方に目を向けた。

「きっと大だい丈じよう夫ぶよ、士道なら。……私たちは私たちにできることをしましょう。士道が帰ってきたとき、事後処理の一つも終わってないようじゃ、笑われちゃうわ」

　琴里が言うと、精霊たちは皆一様にこくりとうなずいてきた。

「はい……そうですね」

「……むん。その通りじゃ」

　するとそんな皆の様子を見てから、折紙があごに手を当てた。

「この破壊跡は空間震が原因ということにするとして、救助の際に私たちの顔と〈世界樹の葉ユグド・フオリウム〉を見た住民への対応を第一に行うべき」

「あー……そういえば、七罪さんたちは思いっきり顔見られちゃってるんですよねー」

「懸け念ねん。報道関係は〈ラタトスク〉の力で抑えられるとしても、個人のＳＮＳを全て把は握あくするのは──」

『ご安心ください。既に先ほどから対応中です』

　と、皆の懸念に応えるように、ヘッドセットからマリアの声が聞こえてくる。

『現在、当とう該がい地域のネットワークは全て私の管理下にあります。シェルター内のスマートフォンからアップロードされた目撃情報は、全てこちらで削除しています。添付された写真及び動画も、端末とクラウド上から削除しておきました。現在、疑ぎ似じ情報を先行してネットワーク上に流す欺ぎ瞞まん作戦を実行中です。数日もすれば沈ちん静せい化し、都市伝説の仲間入りを果たすでしょう』

「……はは、すっご」

　七罪が頬に汗を垂らしながら乾いた笑みを浮かべる。その表情からは、「間違っても敵に回しちゃ駄目なやつだ……」という思考が滲にじみ出ていた。

　いつもながら鮮やかな手管である。琴里は感かん嘆たんを込めて息を吐いた。

「さすがね。──じゃああとは、みんなの治療とメディカルチェックかしら。できれば霊力を保有しているうちに霊装と天使のデータも取っておきたいけど……まあ、無理もよくないし。あ、〈フラクシナス〉の改修も急がないと」

　と、琴里が指を折りながら仕事を並べていくと、二に亜あが「えっへっへ」と気き安やすい笑みを浮かべてきた。

「まあまあ、焦あせらずじっくりやろうよ妹ちゃん。少年も今頃感動の再会を果たしてる頃だと思うし。いやまあ、正確にはそのものってわけじゃないだろうけど」

「ええ……って、ん？」

　うなずきかけたところで、琴里は怪け訝げんそうに眉根を寄せた。

　何だか二亜の口ぶりが、妙に引っかかったのである。

　そして、そこで思い至る。二亜が手にした天使の権能に。

〈ビースト〉との戦いに気を取られていたため、思考から外れていたが……書の天使〈囁告篇帙ラジエル〉を持った彼女は今、望めばこの世全ての情報が手に入る状態だったのである。

「……二亜。あなた、何か知ってるわね？」

　琴里が半眼を作りながら言うと、二亜はしばしの間沈ちん黙もくを保ったのち、

「……………………、てへっ☆」

　と、コミカルな調子で舌を出してみせた。

「何を笑ってるのよ、何を！　〈囁告篇帙ラジエル〉で調べてたなら、どうしてもっと早く言わないの!?」

「そ、そうであるぞ！　士道に教えとけば、もっと準備とかできたかもしれないのに！」

　琴里たちが詰つめ寄よると、二亜は頬に汗あせを垂らしながら身を反らした。

「ま、まあまあ落ち着いて……もし危険な情報だったらちゃんと言ってたってば。それに──」

　二亜はふっと唇くちびるを笑みの形にすると、何やら意味深に目を伏ふせた。

「事前情報がなければ足を踏み出せないようなら、行かない方がいいんじゃないかって思ってさ。──ま、少年のことだから、そんなことあるはずないとは思ってたけど」

　二亜の言葉に、精霊たちが「むぅ……」と唸うなる。正直煙けむに巻かれている感はあったのだが、士道への信しん頼らいを盾たてにされると、どうも追つい及きゆうしづらかった。

　だが。

『──まあ、あそこでネタバレはできませんよね』

「そーそー。いちクリエイターとして、あの段階でのネタバレはちょっと美味おいしくないなーって……はっ」

　ヘッドセットから響ひびいたマリアの声に、二亜はうんうんとうなずきながら返し──皆のジトッとした視線に気づいてか、ハッと肩かたを震ふるわせた。

「き、汚きたない！　今のは誘ゆう導どう尋じん問もんだー！」

「二ぃぃぃぃ亜ぁぁぁぁぁ──？」

「きゃーん！　お助けぇぇぇぇぇっ！」

　二亜が情けない悲鳴を上げながら、狂くる三みの背に隠れる。

　二亜が退たい避ひ場所にそこを選んだ理由は容易に知れた。いきり立つ精霊たちの中、狂三だけが一人、可お笑かしそうにくすくすと笑っていたのである。

「まあ、いいではありませんの。二亜さんの言うことも、あながち間ま違ちがってはおられませんし。闇やみに踏み出す覚かく悟ごがない方には、何ものも掴つかめないのが必定ですわ。──心配せずとも、士道さんはきっと無事に帰ってこられますわよ」

「……何だか、あなたも何かに気づいているって感じね」

　琴里が指し摘てきすると、狂三は笑うように目を細めた。

「いえいえ、二亜さんほど具体的な情報を掴んでいるわけではありませんわよ。わたくしの場合はただの推測。いえ、予感と言い換かえた方が適当かもしれませんわ」

「要領を得ないわね。どういうこと？」

　琴里が言うと、狂三はふっと頬を緩ゆるめ、パチンと指を鳴らしてみせた。

「──〈刻々帝ザフキエル〉」

　そしてその名を唱えると同時、狂三の足元に蟠わだかまった影かげから、巨きよ大だいな時計が出現する。

「のわーっ!?」

　その出現位置がちょうど狂三の背後だったものだからさあ大変。そこにいた二亜は足を取られて後方にひっくり返った。もとより際どい霊れい装そうの裾すそが捲まくり上げられ、臀でん部ぶが大だい胆たんに露ろ出しゆつする。

　……が、なぜか欠片かけらも色気は感じられなかった。美み九くだけが唯ゆい一いつ「ほほう、これはこれで……」と何やら玄人くろうとのような雰ふん囲い気きを漂ただよわせながらあごを撫なでていた。

「…………」

　それら一連の出来事も気にならなくはなかったのだが……今はそれよりも見るべきものがある。琴里は微かすかに眉根を寄せると、〈刻々帝ザフキエル〉の文字盤ばんに目をやった。

　Ⅳ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅺ、Ⅻ──

　一二ある数字のうちの実に半数が、色を失っていたのである。

「これって……」

　琴里が怪訝そうに言うと、狂三は小さく笑いながら空を仰あおいだ。

「──どんな世界にも、ひねくれ者はいる、ということですわ」




　　　　◇




　生命が絶えた死の大地で。

　士道は、少女の肩を掴んだまま、ただ静かに佇たたずんでいた。

　改めて、少女の貌かおを見つめる。色を失った髪かみ。やつれた頬。記き憶おくの中にある『彼女』とは、似ても似つかない容よう貌ぼう。

　けれど、光を取り戻もどしたその双そう眸ぼうは。

　怯おびえるように士道を見つめるその目は、確かに『彼女』のものだった。

「……十香──」

「…………っ」

　士道が名を呼ぶと、十香は、小さく肩を震わせた。まるで、士道にその名を呼ばれることが大罪とでも思っているかのように。

　そう。十香。夜刀神十香。

　澪みおと琴里という例外を除けば、士道が初めて出会った精霊であり──

　一年前、士道たちの目の前で、消しよう滅めつしてしまった、精霊。

　この一年、彼女のことを考えない日はなかった。彼女のことを想わない日はなかった。

　もっと彼女のためにできることがあったのではないかと後こう悔かいを繰くり返す日々だった。もう一度彼女に会えるのならば、どんな犠ぎ牲せいも厭いとわないと思っていた。

　その十香が、今、自分の目の前にいる。

　その事実に、士道は泣き出してしまいそうになった。

「…………」

　──だが、駄だ目めだ。唇を噛んで、荒あれ狂くるう情動を抑おさえ込む。

　そう。〈暴虐公ナヘマー〉を手にした際、染み込んできた情報から。

　そして、十香にキスをした際、流れ込んできた朧おぼろ気げな記憶から。

　士道は、気づいてしまっていた。

　──今目の前にいる彼女は、十香であって、十香ではないのだと。

「……シドー……なのだな」

　十香が、辿たど々たどしく呟いてくる。

「だが……私の知っているシドーでは……ない」

　そして、士道が思っているのと同じ言葉を、継ついだ。

「……ああ。どうやらそうらしい」

　士道は、叫さけび出したくなる衝しよう動どうをどうにか押し込め、そう答えた。

「ここは……俺の知ってる世界とは、少し違ちがう場所みたいだ」

　顔を上げ、荒こう廃はいした風景を眺めながら、呟く。

〈暴虐公ナヘマー〉の傷を通ってやってきた、彼方の世界。

　士道たちの世界から、ほんの少しだけ外れた領域。幾いくつかの選せん択たく肢しがずれた未来。

　──ここはいわば、『並行世界』とでも呼ぶべき場所だったのである。

　無論、荒こう唐とう無む稽けいな話ではあった。〈暴虐公ナヘマー〉によってもたらされた情報からそれを類推した士道も、驚おどろかなかったといえば嘘うそになる。

　けれど、士道はそれを疑わなかった。──厳密に言うならば、士道が並行世界を体感するのは、これが初めてではなかったのだ。

　そう。狂三の天使〈刻々帝ザフキエル〉。士道はその【一二の弾ユツド・ベート】で、折おり紙がみの両親が折紙自身の手によって殺されてしまう最悪の世界をやり直した。

　また、【六の弾ヴアヴ】で、澪によって精霊たちが蹂じゆう躙りんされてしまう未来を、やり直した。

　それは言い方を変えれば、違う選択肢を選んだ世界へと移動した、と捉とらえることもできるだろう。

　ここは、そんな可能性の世界の一つ。

　十香が消滅していない代わりに、あのような変容を遂とげてしまった世界に他ならなかったのである。

「私、は……」

　十香が、何を言ったらいいのかわからないというように視線を下に逸そらす。

「……すまぬ。迷めい惑わくをかけた。到とう底てい謝って済む問題ではないとわかってはいるが……

　なんだか……随ずい分ぶんと、長い夢を、見ていた気がする」

「……ん」

　士道は、短くそう返した。口先だけで赦ゆるしを与あたえるのは簡単だ。けれど、それは逆に十香を苦しめる結果になってしまうだろうという確信があった。きっと十香が謝っているのは、士道に対してのみではなかったと思われたから。

「……なあ、十香。教えてくれないか。この世界で何があったのか。どうしておまえが……そんな姿になっちまったのか」

「…………」

　士道が問うと、十香はしばしの逡しゆん巡じゆんのあと、辿々しく言葉を紡つむいできた。

「詳くわしいことは……覚えていない。頭に、靄もやがかかったような感じだ。だが……ああ、そうだ、もう、どれくらい前になるかすらわからないが──」

　そして十香は、ぎゅっと士道の服の裾を握にぎりながら、続けてきた。




「──シドーが……死んでしまった」




「────」

　その、言葉に。

　士道は、息が止まりそうになるのを感じた。

「俺、が……？」

　確かにここは、士道の世界とは違う未来を辿たどった世界。そういう可能性も考えられないではなかった。

　士道が驚きよう愕がくしたのは、並行世界の己の死そのものよりも──それが原因となって、十香が、世界が、これほどの変容を遂げてしまったという事実だった。

「……うむ。……私は、悲しくて、辛つらくて、どうしようもなくなって……気づいたときにはもう、この姿に──なっていた」

　その後も、十香は続けてきた。

　途と方ほうもないほどの絶望が心を満たしたこと。自分が真っ黒に塗ぬり潰つぶされていくような感覚に襲おそわれたことを。

　──深しん淵えんから手を引かれるような反転の感覚も確かにあった。けれど十香の絶望はそれさえも吞のみ込み、その規模を増していった。

　絶望に鎧よろわれた十香は、もはやそれまでとは別の生物と成り果てた。

　ただ荒れ狂う感情のままに爪つめを振ふるい、世界を切り裂さく──獣けものに。

　そして、その凶きよう刃じんは、仲間である精せい霊れいたちにさえ、向けられた。

　あらゆるものを殺した。

　あらゆるものを消した。

　あらゆるものを滅めつした。

　それで満たされるものなど、何もありはしないのに──

「……それが、この世界の顛てん末まつだ。──私が滅ぼした、この世界の」

　静かに、十香がそう呟つぶやく。

　辿々しく、しかし簡潔な言葉で語られた滅ほろびの記録。

　彼女の表情は途方もない悲ひ愴そうと自責の念、あとは幾ばくかの自じ嘲ちように彩いろどられており、それを見る士道の心臓を痛いほどに引き絞しぼった。

「…………そう、か」

　士道は、微かな後悔とともに言葉を吐はき出した。この世界のことを知るために必要なことではあった。けれど、それを十香自身の口から説明させるのは、酷こくに過ぎたかもしれない。

　そんな士道の様子に気づいたのか、十香が小さく首を横に振ってくる。

「……そんな顔をするな。必要なことだ」

「ああ……でも」

　士道が言うと、十香はふっと表情を緩ゆるめた。どこか、昔を懐なつかしむように。

「シドーは、どの世界でもシドーなのだな」

「……はは」

　言われて、士道は曖あい昧まいに笑った。

　十香が士道に、この世界の士道の面おも影かげを見たように、士道の目にもこの十香の顔が、かつて見た十香のそれと被かぶって見えてしまったのである。

「…………」

「ぬ？　どうしたシドー」

「あ、いや……」

　士道は言葉を濁にごすと、もう一つ、気になっていたことを問うた。

「……そうだ。どうして十香は、俺たちの世界にやってきたんだ？」

「む……」

　士道が訊きくと、十香は難しげな顔をしてあごに手を置いた。

「それは……わからぬ。目に見える景色を破は壊かいし尽つくし、それでもまだ、慟どう哭こくは収まらなかった。それはなんとなく覚えている。……きっと、あのときの私は、もういないはずのシドーの匂においを求めていたのだろう。……もはや、それが何かさえ、自分でもわかっていなかったというのに」

「つまりは……俺の匂いを感じて、ってことか？　……俺の匂いって、世界を隔へだてても感じるものなのか……？」

「むう……」

　十香は眉まゆをひそめながら考え込むと、しばしのあと、何かを思い出したかのように顔を上げた。

「呼ばれた……気がした……？」

　そして、首を傾かしげながら、呟くように言う。士道も同様に首を曲げた。

「呼ばれた？　って……誰だれに？」

「……わからぬ。……そもそも、曖昧な記憶の、さらに感覚的な話だ。ただ、声がしたような……見えない何かに導かれたような……そんな気がする」

「ふうん……」

　士道が、よくわからないというように唸うなると、十香は何かに気づいたように眉まゆを揺らしてきた。

「シドーは……どうやって、この世界に？」

「ああ……〈暴虐公ナヘマー〉のおかげだよ。……全部、この剣が導みちびいてくれた」

　言いながら、手にした剣の柄つかを強く握ってみせる。

　すると〈暴虐公ナヘマー〉は、自分の役目は終わったと言わんばかりに──あるいは士道と十香の邪魔をするまいとでも言うように──その姿を消していった。

「……柄つかを握った瞬間、いろんなものが伝わってきた。最初は何が何だかわからなかったけど……きっと、『十香を助けてほしい』って訴うつたえかけてきてたんだろうな。……ああ、いや、『十香を助けねば殺すぞ人間』って方が正しいか、あいつの場合」

「あいつ……？」

　士道が苦笑しながら言うと、十香は不思議そうに眉根を寄せた。もしかしたらこちらの世界では、十香と天てん香かは直接顔を合わせていないのかもしれなかった。

「……ああ。傲ごう岸がんで、不ふ遜そんで、おっかなくて──十香のことが大好きな、優しい神様のことさ」

「ふむ……」

　十香は、士道の言っていることがわかるような、わからないような顔で首を傾げたのち、複雑そうに苦笑してきた。

「それが何者にせよ、感謝せねばならないな。おかげで私は、自分を取り戻すことができた。……少し、遅すぎたかもしれないが」

「十香……」

　士道は胸を締め付けられるかのような痛みを感じながらも、細く息を吐はいた。

「俺も……感謝しないとな。おかげでまた、十香に会えた」

「……？　また……？」

　士道の言葉に、十香が不思議そうに目を丸くする。

　ああ、そうか。と士道は目を伏ふせた。当然ではあるが、この十香は、士道の世界の十香のことを知らないのだ。

「俺も……自分の世界のことを話さないとな」

　と、そこで士道は気づいた。傷つき、半はん裸ら状態になった十香を、そのままにしてしまっていることに。

「……なあ十香。よかったら、場所を移さないか？　もっとちゃんと話がしたいし──」

　言いかけて、士道は思い直した。

　こういうとき、自分たちには、もっと相応ふさわしい言葉があるように思えたのである。

「ああ……いや、違ちがうな。

　──十香、俺と……デートしよう」

「…………！」

　十香は士道の言葉に、驚くように顔を上げると──

「……うむ」

　微かすかにはにかみながら、そう答えてきた。







　その物体を一目見て、高校の校舎であると見み抜ぬける者は、恐おそらくそういないだろう。

　煤すすけた鉄骨とまばらな壁かべ材ざいで構成された、歪いびつな四角形。幼児の手がけた粘ねん土ど細工でも、もう少し正確に特とく徴ちようを捉えているだろうと思えるような様である。

　とはいえそれでも、形を保っているというだけで、この死の大地においては特級の異常と言うことができた。──それがまったくの偶ぐう然ぜんなのか、無意識のうちに十香が破壊を避さけたのかはわからなかったけれど。

「これって、まさか……」

「うむ……私たちの通っていた、学校だ」

　士道が呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、十香がボロボロの校舎を見上げながらそう答えてきた。

　そう。十香が、どうしても士道を連れて行きたい場所があるというので付いてきたのだが──到着した先がこの、来らい禅ぜん高校跡あと地ちだったのである。

「……なぜだろうな。もしもシドーとまた会うことができたなら、一緒にここに来たいと……そう、思っていたのだ」

「……っ」

　十香の言葉を聞いて、士道は目を見開いた。

　が、十香はそんな士道に気づいていない様子で、唸うなるようにのどを鳴らす。

「むう……すまぬ、上手く説明できないのだ。だが……」

「──いや、大丈夫。……わかるよ」

　士道は十香の目を見つめながらそう言った。

　士道にも、もし十香と再会できることがあったなら、一緒に行きたいところが、一緒にしたいことが、山ほどあったのだ。

「む、そうか……。ふふ──」

　十香はどこか嬉うれしそうに笑うと、士道の手を取ってきた。

「さあ、では行こう、シドー。目指すは屋上だ」

　そしてそう言って、士道を引っ張りながら、廃はい墟きよと化した校舎の中へと入っていく。

　とはいえ、これだけの惨さん状じようだ。廊下もボロボロなら、階段も満足に残っていなかった。建物の状態は上階に行くに従って酷ひどくなり、最終的には辛かろうじて残った鉄てつ骨こつを伝って、無理矢理屋上に這はい上がることになった。

「ふぃい……到着……」

　頂上に辿り着いた士道は、息を吐きながら伸びをすると、辺りの景色を見回した。

　地面にいたときより目線が高くなったからか、先ほどよりも広い範囲が見渡せるようになる。正確な時刻はわからなかったが、夜明けであることは確からしい。空が真っ赤に燃えるように色づき、太陽がなだらかな曲きよく線せんから半分ほど顔を覗のぞかせていた。

「絶景……って言ったら悪いかな。でも……凄い景色だ」

「うむ……」

　士道の感想に、十香がうなずきながら言ってくる。正面から朝日を浴びる彼女の様は、思わず息を吞のんでしまいそうになるくらい、美しかった。

「──おお、そうだ。大事なことを忘れていたぞ」

　と、そこで、十香が何かを思い出したかのようにポンと手を打つ。

「大事なこと？」

「うむ」

　十香はそう言って目を伏せると、頭の中に何かを思い浮うかべるような仕草をしたのち、パチンと指を鳴らした。

　すると、その音に合わせるように、十香の身体が淡あわく輝かがやいたかと思うと──彼女の纏まとっていたボロボロの霊れい装そうが、その形状を変えていった。

　濃のう色しよくのブレザーに、折り目のはっきりしたプリーツスカート。白のブラウスの襟えり元もとを、赤いリボンが飾かざっている。そして胸元には、Ｒの文字を意い匠しよう化したようなエンブレムが輝いていた。

「それは──」

　士道は思わず目を丸くした。何しろそれは、今士道たちがいる来禅高校の制服だったのだから。

「随ずい分ぶん久ひさ方かた振ぶりなものだから、少しうろ覚えな部分があるがな。──どうだ？」

　言って十香が、その場でくるりと回ってみせる。その動きに合わせて、スカートがふわりと舞まい上がった。

　色を失った髪かみや肌はだなどはそのままであるため、妙みようにミスマッチな感じはする。けれどそんなもの、今士道の胸を満たす感かん慨がいの前では些さ末まつなことに過ぎなかった。

「……ああ、似合ってるよ。最高にな」

「ふふ」

　十香は少し照れくさそうに微笑ほほえむと、そのまま膝ひざを折り、屋上の縁へりに腰こしかけた。

「──さあ、おまえの世界の話を聞かせてくれ」

「ああ──」

　短く答えて、士道は十香の隣となりに座り込んだ。そして、十香の方に視線をやりながら、続ける。

「その代わり、おまえの話も聞かせてくれ。正直、興きよう味み津しん々しんだ」

「む……？　それは構わぬが、この世界の顛てん末まつは、先ほど話した以上のことは──」

　十香が、困ったように言ってくる。

　士道はその言葉を途と中ちゆうで遮さえぎるように首を横に振ふった。

「そうじゃなくて。──この世界の俺が、生きてた頃ころの話さ。おまえと俺、そしてみんなの話を、聞かせてくれ」

「──！」

　士道が言うと、十香は驚いたように目を丸くしたのち、「うむ！」と元気よくうなずいてきた。

　そうして、士道は話し始めた。自分の世界での出来事を。

　十香と出会った日のこと。

　十香と過ごした日々のこと。

　そして──十香が、消えてしまった瞬間のことを。

「なんと……」

　十香は興味深そうに士道の話を聞いていたが、やがてそう言って目を見開いた。

「そちらの世界の私は、消えてしまっていたのか。そうか、だから──また、と」

　先ほどの士道の言葉を思い起こすように目を伏せながら、十香が呟つぶやく。

　思えば、不思議な光景ではあった。

　十香を失った士道と、士道を失った十香。

　そんな二人が、こうして並んで座りながら話しているだなんて。

「…………」

　と、士道が奇妙な感かん慨がいに苦笑していると、十香が腕組みしながら首を捻ひねってきた。

「しかし……むぅ、いくつかわからない点があるのだが、聞いてもいいか？」

「わからない点？　なんだ？」

「いや、或ある美び島とうというのは何のことだ？」

「え？」

　十香の言葉に、士道は思わず目を丸くした。

「何って……修学旅行で行った島じゃないか。耶俱矢や夕弦と初めて会った……」

「む？　修学旅行は沖おき縄なわではなかったか？　耶俱矢と夕弦のサーターアンダギー早食い対決は目を見張る熱ねつ戦せんだったぞ。……私が二人よりたくさん食べてしまったのでノーゲームになったようだったが」

「……そ、そうなのか？」

　士道は頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべながら返した。確かに最初の予定地は沖縄だったが、ＤＥＭの工作によって或美島に変更になったはずだ。

「それに、天てん央おう祭さいでやったのは、メイドカフェではなく猫耳喫きつ茶さだったろう」

「えっ、そんなところも違うのか？」

「うむ。シドーではない女が大人気でな。ステージにも猫耳を付けたまま上がったぞ？」

「そこは違わないのかよチクショウ！」

　士道は思わず頭を抱かかえた。それを見て、十香がくすくすと笑う。

「他にもいろいろとあるぞ。たとえば──」

　十香は記憶を探さぐるように指をくるくると回し、思い出を語り始めた。

　士道の記憶とは少し異ことなる、十香と士道の物語を。

　やはり並行世界というべきか、こちらの世界は、士道の世界とは少し違う道を辿たどっているようだった。七罪が化ばけていたのは夕弦だったし、二亜との対決の際に皆が着たのはバニーではなくナースだった。折紙は精力剤にスッポンよりもオットセイを頻ひん用ようしていたし、童どう話わの世界で士道が変へん貌ぼうしていたのは白雪姫という始し末まつだ。そして──

　どんな道を辿っても、十香は士道のことが、士道は十香のことが、大好きだった。

　──やがて、昇のぼりかけていた朝日が完全にその姿を現し、大地を照てらしていく。

「────」

　そこで、士道は気づいた。

　十香の頬に、ぽたぽたと涙が伝っていることに。

「と、十香。どうした？　俺、何かまずいことでも言ったか？」

「あ──いや、違ちがうのだ。すまぬ……」

　十香は制服の袖そでで目元を擦こすると、どこか遠い目をしながら、地平線を見つめた。

「……ただ、そちらの世界の私は、凄いなと思ってな。シドーを助け、皆みなを救い、獅し子し奮ふん迅じんの大活躍だ。本当に……私などとは、比べるべくもない」

　そして、悲しそうな声で、そう呟つぶやく。

「…………」

　自らの破は壊かいしてしまった大地を眺ながめなるその姿が、あまりに痛ましくて。

　士道は、胸の裡うちに、ある思いを抱いだいてしまった。

「──十香」

「む……どうした、シドー」

　士道が名を呼ぶと、十香は不思議そうな顔をしながら士道の方を向いてきた。

　士道はすうっと息を吸うと──決意とともに、その言葉を発した。

「俺たちの世界に、来ないか？」

「……っ!?」

　十香が、驚くように肩を震ふるわせる。それこそ、まるで雷にでも撃たれたかのように。

　が──彼女はやがてゆっくりと、首を横に振ってきた。

「……今までの話でわかったろう。私は、そちらの世界の十香とは違う。私などでは、おまえの十香の代わりにはなれな──」

「違う」

　士道は、十香の目を見つめながら、十香の言葉を遮さえぎるように言った。

「おまえを十香の代だい替たい物ぶつだなんて思ってない。ただ、おまえをおまえとして──一人の精霊として、助けたいと思っただけだ」

「……っ」

　十香が、小さく息を詰つまらせてくる。

　士道は、頬をかきながら「それに」と続けた。

「何より俺は……いつかまた、十香と会うつもり満々だしな。そのとき、おまえを十香の代わりに思ってたりなんかしたら、こっちの十香に怒られちまうだろ？」

「────」

　士道の言葉に、十香は目をまん丸に見開くと──

「……ふ、はは、はははは──っ」

　やがて、堪こらえきれないといったように笑い始めた。

「な、何だよ。別におかしなことは言ってないだろ？」

「ふ……ああ、そうだな。すまぬ。──だが、私は精霊だぞ？　精霊がいなくなったというそちらの世界では、私が暴走したとき抑おさえようがないのではないか？」

「万が一そんなことが起こったとしても──俺が、俺たちが、止とめてみせるさ」

「ふむ、私も舐なめられたものだな」

「はっ、つい数時間前、俺たちにしてやられたやつの台詞せりふとは思えないな」

「うぐ」

　士道の言葉に、十香が痛いところを衝つかれた、というように口ごもる。だがすぐに気を取り直すように咳せき払ばらいをし、なおも続けてきた。

「あんなことが、そう何度も上手くいくと思っているのか、ということだ。……皆は確かに凄すごかったが、次も同じ結果が得られるとは限らない。それに、私はシドーの死に絶望してあの姿になってしまったのだ。もしもおまえが目の前で死んでしまったなら──」

「何言ってやがる。確かに〈灼爛殲鬼カマエル〉の治ち癒ゆ能力はもうないけど、精霊はもういないし、ＤＥＭも骨ほね抜ぬき状態で、積極的に俺の命を狙ねらってくるやつはいない。不ふ慮りよの事故や疾しつ病ぺい疾しつ患かんに関しては、〈ラタトスク〉の二四時間監かん視しサポートで、即そく死し以外は即そく座ざに解決！　何なら、今地球上で一番死にづらい自信さえあるぞ俺は！」

「む、むぅ……」

　十香が困こん惑わくするような顔をしながら唸うなり声を上げる。

「や、やはり駄だ目めだ。私は皆を傷つけてしまった。今さら、合わせる顔がない」

「おっと、そっちの世界の精霊たちは、そんなこと気にするようなやつらだったのか？」

「む……だが──」

　そんなやり取りをしながら──士道は不思議な既き視し感かんを覚えていた。

　あれは今からおよそ二年前。十香と初めてデートした日の夕暮れ時のことだ。

　今まで破壊するのみだった街並みを間近に見て、十香は己のしてきたことを悔くいていた。

　自分はこの世界にいない方がいいのではないかと、思い悩なやんでいた。

　そんな十香に、士道は告げたのだ。

　──ここに、いてもいいのだと。

「たとえ、おまえ自身がおまえを否定しようが──」

　士道は、あのときのように十香に手を伸のばすと──

「それよりも強く、俺がおまえを、肯こう定ていする……ッ！」

　その目を見つめながら、そう叫さけんだ。

「──────」

　その言葉を受けて、十香は小さく息を詰まらせると、やがてふっと目を伏ふせた。

「……ふ。そんなことを言われたのは、初めてだな」

　どうやら、この世界においては、士道の言葉は別のものだったらしい。こんなところでも士道は、目の前の十香と、記憶の中の十香との違いを感じさせられた。

　けれど、それを受けた十香の表情からは、今の今まであった迷いのようなものが、綺き麗れいに消えていた。

「ありがとう、シドー。……腹が決まった。私は──」

　十香が、ゆっくりと目を開けながら言ってくる。

　だが。

「──おまえの世界には、行かない」

　十香の口から発されたのは、そんな、拒きよ絶ぜつの言葉だった。

「……っ、なんでだ？　まだ何か問題が──」

　士道が渋じゆう面めんを作りながら問う。が、十香はゆっくりと首を横に振ふった。

「違うのだ。おまえの提案はとても嬉うれしい。そちらの世界でもう一度皆と生きられたなら、それはどんなに素敵なことだろうと思う。だが……」

　十香は小さく息を吐はくと、その場に立ち上がった。

「──私の世界は、ここなのだ。ここでシドーと出会い、ここでシドーと生きた。シドーとの思い出が残るこの世界を、捨てることは、できない」

「────っ」

　十香の、言葉に。

　今度は、士道が息を吞んだ。

　そしてたっぷり数秒をかけて、長く息を吐き出し、顔を上げる。

「……そうか。……うん、そうだな」

「うむ……すまぬ。せっかくの申し出を」

「気にするなって。──多分、俺がおまえでも……そう考えると思う」

「ふ──」

　十香は小さく微笑ほほえむと、その場に立ち上がった。

「ならば、あまりおまえの時間を、私に使わせてしまうわけにはいかないな」

「え？」

「こちらの世界の問題に、これ以上おまえを巻き込むわけにはいかない。

　それにおまえは──そちらの私に、もう一度会うのだろう？　なら、こんなところで立ち止まっている暇ひまはないはずだ」

　そしてそう言って、右手を横に掲かかげる。

「〈鏖殺公サンダルフオン〉」

　十香は手の中に金こん色じきの大たい剣けんを顕けん現げんさせると、虚空に三日月形の傷を生じさせた。

　世界間を隔へだてる見えざる壁かべ。そこに僅わずか開いた空くう隙げき。士道がこちらの世界にやってきたときと同じものである。

　それを見て、士道は否いや応おうなく理解した。もう、終わりの時間が来たのだと。

　十香が、ゆっくりと士道の方に向き直ってくる。

「おまえならば、きっと会える。わかるのだ。──私も、十香だからな」

「────、ん、なら間違いないな」

　士道はその頼もしい言葉に破は顔がんすると、その場に立ち上がり、十香に向き直った。

　すると、十香が優しい笑みを浮かべながら言ってくる。

「さらばだ、我が友。我が親友。私は生しよう涯がい、おまえを忘れることはないだろう」

「ああ。俺もさ。──じゃあな、十香」

　あまりにもあっさりした別れ。名残なごり惜おしさがないといえば嘘うそになる。

　けれど、きっとこれでいいのだ。

　士道は至極気安い調子で十香に手を振ると、空間の傷にその身を投じようとし──

「──待て」

　不ふ意いに伸びてきた十香の手によって、その足を止められた。

「え──？」

　突然のことに、思わず目を丸くする。

　それはそうだ。何しろ十香は士道の襟えり元もとを掴むと、そのまま自分の方にぐいと引き寄せ、

　唇くちびるに限りなく近い頬に、キスをしてきたのだから。

「────」

　数秒のあと。十香は士道の頬から唇を離すと、ふっと微笑んでみせた。

「続きは、そちらの十香にしてもらえ」

　士道が呆あつ気けに取られていると、十香は笑みを濃こくし、士道の身体を、空間の傷へと押し込んだ。










　　　　◇




「……は……」

　次の瞬間、士道の視し界かいにあったのは、荒こう涼りようたる死の大地でも崩くずれかけた校舎でもなく、やたらと近未来的な天てん井じようだった。

　一いつ拍ぱく置いて襲い来る強烈な目め眩まいの中、どうにか自分の状況を把は握あくする。

　直立はしていない。十香に押された姿勢のまま、仰向けに倒れ込んでいる。が、不思議と背中に痛みはなかった。落下したような感覚はあったものの、何やら柔やわらかいクッションに受け止められたかのような感かん触しよくが背にあったのである。

「…………？」

　それらを認識してからようやく、士道は周囲の人影と、背の下から響ひびくうめき声に気づいた。

「……おかえりなさい。早速で悪いけど、退どいてくれない？」

　その声に従したがい、寝ね返がえりを打つ要よう領りようで横に転がる。すると、今の今まで士道の下した敷じきになっていたと思おぼしき琴里が、額ひたいを押さえながら身を起こした。今はもうその身に霊装は纏まとっておらず、真しん紅くのジャケットを肩かた掛がけにしている。

　それだけではない。周りには、折紙、二亜、狂三、四糸乃、六喰、七罪、耶俱矢、夕弦、美九と、元精霊の少女たちが勢せい揃ぞろいしていた。少し離れた場所に、マリアや神かん無な月づき、他の〈フラクシナス〉クルーたちの姿も見受けられる。皆、何らかの作業に勤いそしんでいた様子だったが、突然現れた士道に驚いてか、ぽかんとした表情を作っている。

　そう。どうやら空間の傷に押し込まれた士道は、世界間の壁を通って、〈フラクシナス〉の艦かん橋きように落下してきたらしかった。

　偶ぐう然ぜん……ということはないだろう。並行世界の十香が気を利きかせてくれたのか、士道自身が縁えん深ふかい場所に自動的に引き寄せられたのかはわからなかったけれど。

「……士道！」

「主ぬし様──」

「士道さん！」

　数秒の間を置いて、少女たちも状況を理解したのだろう。肩を震ふるわせ、駆け寄ってくる。士道は目眩を抑えるように側頭部に手を当てながらも、笑顔でそれを迎えてみせた。

「……心配かけたな、みんな。ただいま」

　士道が言うと、少女たちは安あん堵どしたような表情で、口々に「おかえりなさい」と言ってきた。

　そしてそれらが終わるのを待ってから、琴里が問いを発してくる。

「──それで。どうだったの、士道」

「……ああ──」

　士道は目を伏せながら小さくうなずいた。

　いろいろと説明せねばならないことは多い。皆も、彼女の話を聞きたいだろう。

　けれど、今言わねばならないのは、そんな言葉ではないように思われた。ふっと微笑みながら、呟くように言う。

「短いけど……いいデートだったよ」










　そして──

　また、四月がやってくる。







　うららかな春の陽気は、暁あかつきを覚えぬ眠ねむりを誘さそうのに十分な威い力りよくを誇ほこっていた。少なくとも、今朝方寝ね坊ぼうしかけた士道が、琴里と六む喰くろの連合軍によって寝ね床どこに襲しゆう撃げきを受けてしまうくらいには。……士道を起こすのが目的であるはずなのに、二人ともベッドに至るまでは足音を殺しているのだからまた始末が悪い。

　ちなみにその際使用されたガムテープと猫ねこじゃらしは、五いつ河か家安あん眠みん保護条約に抵てい触しよくする非人道兵器であるため、厳しく追つい及きゆうしていく方針である。なお主犯は「寝ね惚ぼけてて見み間ま違ちがえたんじゃない？」と使用を否認していた。

　まあ、とはいえ時間通り起こしてもらったこと自体には感謝せねばなるまい。

　その日、朝の五河家は、いつにも増して慌あわただしかったのである。

「──はいよ、ベーコンとたまごペーストあがり。そっちにレタスとかトマトとかチーズあるから、好きなの好きなだけ挟はさんで好きに食べてくれ。あ、バターとかジャムはそこ、トーストしたい場合はオーブンとトースターを順番に使ってな」

　言いながら士道が、ベーコンとたまごの載のった皿をテーブルに置く。すると次の瞬しゆん間かん、左右から伸びたスプーンや箸はしが、瞬またたく間に皿の上の食材を攫さらっていった。

「ぬわーっ！　二亜ちゃんのカリカリベーコンがぁーっ！」

「くかか！　甘い、士道の自家製イチゴジャムより甘いぞ二亜！　そのようなスピードでカリカリベーコンが食せると思うたか！」

「臨戦。朝食は戦場です。口に入るまで結果はわかりません」

「って、私のパンの上からベーコン盗ぬすもうとしないでくんない!?」

　などと、熱い戦いが繰くり広げられる。

　それもそのはず。今五河家には、折紙、二亜、狂三、耶か俱ぐ矢や、夕ゆ弦づる、それにマリアのインターフェースボディが勢せい揃ぞろいしていたのである。

　普ふ段だんから、夕食どきになると自然と五河家に集まってくる面子メンツではある。が、朝は皆みな仕事や学校があり、各自自宅で済ませることが多かったため、この時間から五河家に揃そろうのは珍めずらしいことではあった。

　必然、朝食もいつもより大量に必要となったため、パンに自分の好きな具材を挟む、オリジナルサンドイッチ方式を採とっていたのである。

　が、図らずもそれが皆（主に八や舞まい姉妹と二亜）のハートに火を点つけてしまったらしかった。

「ほらほら、落ち着いて食べろって。まだまだおかわりはあるから」

　士道が苦笑しながら言うと、それに合わせるように、エプロンを着けたマリアがこくこくとうなずいてきた。

「そうですよ。耶俱矢も夕弦ももう大学生なのですから、少しは大人になってください。あまり落ち着きがないと、二亜みたいになってしまいますよ」

「どーゆー意味だロボ子こらー！」

　マリアの言葉に、二亜がわかりやすくぷんすかと憤いきどおる。

　すると耶俱矢と夕弦がこくりとうなずき合ったのち、姿勢を正して椅い子すに座り直した。

「ごめん夕弦。ベーコン半分あげる」

「謝罪。夕弦こそ大人げありませんでした。たまごも半分こしましょう」

「えっ、なんでそこで急に綺麗なかぐやんゆづるんになっちゃうの!?」

　二亜が悲鳴じみた声を上げる。耶俱矢と夕弦はあははと笑い合うと、作り上げたサンドイッチを口に運んだ。

　ちなみに耶俱矢は具を欲よく張ばりすぎたためか、サンドイッチを齧かじった瞬間、パンのお尻しりから大半の具が皿にだばぁしていた。それを見て、夕弦が堪こらえられないといった様子で笑いを漏もらす。

　と、そこで、マリアと同様、エプロンを着けて士道の手伝いをしてくれていた折紙と狂三が、お盆ぼんを持ってテーブルに歩いていった。

「あなたたちには野菜が足りない。サラダも食べるべき」

「スープもありますわよ。わたくしの特製ですわ」

　言って、テーブルにサラダとスープを並べていく。二亜たちはおおっと色めき立ち、二人の料理に舌した鼓つづみを打っていった。

「ん、手伝ってくれてありがとうな、折紙、狂三。助かったよ」

「構わない。これくらい当然のこと」

「ええ、ええ。やはり士道さんのお側そばに立つには、この程度こなせませんと」

　折紙が静かに、狂三が楽しげに言う。二人はどちらからともなく視線を交じらせると、そのまま数すう瞬しゆんの間見つめ合った。なぜだろうか、二人とも表情は変わっていないのに、なぜか背筋が冷える士道だった。

　すると二人を宥なだめるように、マリアがまあまあと手を広げる。

「落ち着いてください二人とも。『手伝ってくれてありがとう』と言われる段階で、当たり前に共同作業をしているわたしの後こう塵じんを拝していることくらいは自覚して欲しいものです」

「…………」

「…………」

　まったく宥めていなかった。むしろ煽あおっていた。三つ巴どもえになってしまった視線の応おう酬しゆうを間近に見ながら、士道は力なく苦笑した。

　──と。

　そこで、リビングの扉とびらがコンコン、とノックされ、皆の視線がそちらに注がれる。

　どうやら、『準備』ができたらしい。

　そう。今ここにいる彼女らは、別に五河家に朝食を食べるためだけに来たのでもなければ、熱いバトルを繰り広げに来たわけでもない。──今日ここで披ひ露ろうされる『あるもの』を見に、集まっていたのである。

「いいぞ。入ってきな」

　士道が言うと、それに合わせるように扉が開き、そこから、五人の少女たちが入ってきた。

「じゃーん、登場！」

「ふふ……なんだか、ちょっぴり恥はずかしいです」

「……うん、こうやって注目されると超ちようハズい……」

「むふ。よいではないか。皆が着ているのを見て、ずっと憧あこがれていたのじゃ」

「ですね。兄様や折紙さんといえば、この格好でしたし」

　琴里、四よ糸し乃の、七な罪つみ、六喰、そして士道の実妹である、真ま那な。

　全員が、来禅高校の制服をその身に纏まとい、誇らしげに、或あるいは少し恥ずかしそうにしながら、そこに整列する。

　そう。今日四月一〇日は、ここにいる五人が高校生になる、入学式の日。

　そこで、新たな学まなび舎やに向かう前に、制服姿のお披露目会をしようと、皆で朝早くから五河家に集まっていたのである。

「おおー、いいじゃんいいじゃん。よく似合ってるよみんな！」

「うふふ、可愛かわいらしいではありませんの。──特に真那さん。まるで女子高生のようですわ」

「ふ……来禅か……何もかも皆みな懐なつかしい……」

「指し摘てき。夕弦も耶俱矢も、つい二週間くらい前まで普ふ通つうに着ていましたが」

　リビングにいた面々が、ぱちぱちと手を叩たたきながら口々に言う。制服を着た少女たちが、照れくさそうに頬ほおを染めた。──まあ一部、狂三の言葉に青筋を立てる真那のような例外もいるにはいたのだけれど。

「で、どう？　おにーちゃん？」

　と、琴里が、可愛らしいポーズを取りながら問うてくる。士道はこくりとうなずきながら、素直な感想を述べた。

「ああ、すごく似合ってるよ。みんなと一いつ緒しよに高校に通えなかったのが残念なくらいだ。そうしたらクラスメートに、可愛い妹がいるって自じ慢まんできたのに」

「ふふ……今からでも遅おそくないわよ。出席日数足りなかったってことにしておく？」

　琴里がほんのり頬を染めながらも、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみながら言う。その様は、無む邪じや気きな妹のようでもあり、強したたかな司令官様のようでもあった。

「おいおい……勘かん弁べんしてくれよ」

　士道はやれやれと苦笑した。別にその言葉に嘘はなかったが、また一から受験をやり直すのは遠えん慮りよ願いたいところだった。

「────」

　と──そこで折紙がぴくりと眉まゆを揺ゆらし、窓の方を見る。士道は不思議に思ってそちらに目をやった。

「ん？　どうした、折紙」

「何かが来る」

「え？」

　士道が目を丸くすると、次の瞬間、リビングの窓がガラッと開き、何者かが侵しん入にゆうしてきた。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ────ッ！　まさかここが噂うわさの天国パラダイスですかぁ!?　制服姿の天使がお出で迎むかえですぅ！　とりあえず皆さん私を取り囲んでおしくらまんじゅうしてもらってもよろしいですかぁぁぁぁぁぁッ!?」

　その謎なぞの影かげが美九であることに気づいたのは、彼女が制服組に向かって飛びかかったあとだった。

　が、結果的に言えば彼女が制服の少女たちのもとに至ることはなかった。八舞姉妹が両側から伸のばした足に躓つまずいた美九は、そのまま頭からソファにボスッとダイブしてしまったのである。そののち、琴里のチョップが脳天に落とされる。

「ぐえっ」

「毎度のことながら何やってるのよ、もう。……っていうか、美九は今日向こうで仕事じゃなかったっけ？」

　琴里が腕うで組ぐみしながら言う。そういえば美九の装いは、煌びやかな衣装の上にコートを一枚羽は織おっただけの格好だった。

　そう。美九は結局海外進出を決め、今月から活動拠きよ点てんをアメリカに移していたのである。

「──はい！　でも次の出番までちょっと時間があるので、マッハで飛んできましたぁ！　皆さんの制服お披露目会を見み逃のがすわけにはいきませんからねー！」

　美九が、もの凄すごくイイ顔をしながらグッと親指を立ててみせる。……そう。なんとも驚おどろくべきことに、アメリカ進出を果たしたにもかかわらず、彼女が五河家に遊びに来る頻ひん度どは、今までとほとんど変わっていなかったのである。

　マリアが、ため息とともに肩かたをすくめる。

「顕現装置リアライザ搭とう載さいの小型艇ていをタクシー代わりに使うのは止やめていただきたいものですね。一応最高機密なのですが、あれ」

「あぁん、マリアさぁん！　毎回ありがとうございますぅ！　お代はキッスでいいですかぁ!?」

　美九が、悪びれた様子もなく身をくねらせる。マリアがもう一度息を吐はいた。

「はは……でもこれなら、そこまで海外進出を渋しぶることもなかったんじゃ……」

「ぬぁにを言ってるんですかだーりん！」

　士道が言いかけると、美九がバッと向き直り、詰め寄ってきた。

「いくらラタトスクの小型艇ていを使わせていただいているとはいえ、今までより移動時間が一五分も多くかかっちゃってるんですよぉ!?　一年で一体どれだけのロスになると思ってるんですかぁ!?　それはそれとしてだーりん！　近くで見るとやっぱり肌はだ綺き麗れいですね！　すりすりしてもいいですか!?」

「……そ、そうか……ごめん」

　謎の迫はく力りよくに圧おされて、士道はなぜか謝ってしまった。なんだか終しゆう盤ばんは話が脱だつ線せんしていた気もするが、たぶん気のせいだろう。

　そんな様子を見てか、琴里がやれやれと苦笑した。

「まあ、忙いそがしい中駆かけつけてくれたのは嬉うれしいわ。ほら、よしよし」

　言って、琴里が美九の頭を撫なでる。すると、美九が感かん激げきしたように、ぶわっ！と涙を流した。

「！　こ、琴里さぁん！　そんな、とんでもないですぅ！」

　美九が感かん涙るいに噎むせび泣きながら、琴里にはしっ、と抱だきつく。が、その手の動きがやたらといやらしかったものだから、すぐにもう一度チョップを食らっていた。

「まったく……」

　琴里は大きくため息を吐くと、気を取り直すように皆の方を向いた。

「──さ、じゃあ私たちも朝ごはんいただきましょ。まだ時間に余よ裕ゆうはあるけど、いつまでも遊んでたら遅ち刻こくしちゃうわ」

『はーい』

　琴里の声に従い、新高校一年生たちもまた席に着く。さすがにこの人数はダイニングに収まらないため、リビングのテーブルも併へい用ようしていた。ついでに美九もまだ時間があるらしく、七罪と六喰の間の席に無理矢理割り込んで、幸せそうな顔をしていた。

「……おや？」

　と、そのときである。

　マリアが微かすかに表情を変え、顔を上げたのは。

「どうかしたの？　マリア」

「──、〈フラクシナス〉の観測機が、また霊れい波のような反応を感知したようです。微び弱じやくなものなので問題はないと思いますが……一応ご確認いただけますか？」

「なんですって？」

　マリアの言葉に、琴里が眉をひそめる。それに合わせて、皆みなの表情にも微かな緊きん張ちようが広がった。

「霊波反応……って、まさかまた〈ビースト〉じゃないわよね……」

　七罪が頬に汗あせを滲にじませながら問う。するとマリアが「無論です」と返した。

「並行世界の精せい霊れいなどというイレギュラー中のイレギュラーが、そうそう現れるとは思えません。それに──彼女はもう、自分を取り戻もどしたのでしょう？」

　マリアが、士道に視線を向けながら言ってくる。士道は深く首を前に倒たおした。

「ああ。あいつは──十香は、もう無む作さく為いに暴れたりはしない」

　士道の言葉に、少女たちが複雑そうな表情を作る。

〈ビースト〉──並行世界の十香との顛てん末まつは、士道がこの世界に戻ってきてからすぐに、皆に話していた。

　彼方かなたの世界では、士道が既すでに死んでしまったらしいこと。

　それを見た十香が絶望に囚とらわれ、世界を破は壊かいし尽つくしてしまったこと。

　そして正気に戻ったあとも──彼方の世界に残ると決めたことを。

　それを聞いた際の皆の反応は様々であったけれど、全員に共通していたのは、十香を懐なつかしむ気持ちと──正気に戻った彼女と、ほんの少しでもいいから話したかった、という思いだった。

『…………』

　つい先ほどまで賑にぎやかだった空気が、不意にしんみりとしてしまう。

　そんな雰ふん囲い気きを払はらおうとしてか、琴里が少し大きく咳せき払ばらいをした。

「了りよう解かいよ。まだ時間はあるし、念のため〈フラクシナス〉に寄ってから行くわ。みんなは先に行っててちょうだい」

「わかりました。でも……」

「大だい丈じよう夫ぶでいやがりますか？　もし必要なら、真那たちも同行しますが」

　皆の言葉に、琴里はヒラヒラと手を振ふって応えた。

「大丈夫よ。私も、入学式から遅刻なんて伝説は作りたくないし」

　冗じよう談だんめかすように琴里が言って、肩をすくめる。その調子に、皆の表情がまた柔やわらかくなった。

　それを見て、士道は気を取り直すようにふうと息を吐くと、皆の顔を見み渡わたしながら声を発した。

「まあ、とにかくまずはご飯だ。──十香もよく言ってたろ？　何をするにしても、お腹なかが減ってちゃ力が出ないって」

「ふふ……確かにその通りですわね」

「まあ、十香の場合は少々極きよく端たんじゃったがの」

　皆がふっと頬を緩ゆるめる。士道は大きくうなずくと、小気味いい音を立てて両手を合わせた。

「──いただきます！」

『いただきます！』

　五河家に、元気のよい声が響ひびき渡わたった。










　　　　◇




　限りなく凹おう凸とつの少なくなった大地を、湿しめり気を帯びた風が吹ふき抜ぬける。

「……む」

　一人、海を望む場所で水平線を見つめていた十香は、ふと小さく眉を揺らした。微かな変化。頬ほおを撫でる風の感かん触しよくが、数日前よりも僅わずかに暖かくなっている気がしたのである。

　正確な日時など確かめようがなかったが、きっと今、季節は春なのだろう。まあ、先日の奇き跡せきのような出会いが、十香の心に温もりを取り戻してくれたから──などという素敵な理由も、幾いく分ぶんかはあるのかもしれなかったけれど。

　──並行世界の士道との逢おう瀬せから、およそ二週間。十香はあれから、一人、荒こう廃はいした大地を巡めぐっていた。

　僅か二週間。けれど、新たな発見は山ほどあった。自我を失っていた時代には気づけなかったことが、この世界には溢あふれていた。

　もっとも大きな発見は──人間の存在だ。

　精霊の力が暴ぼう威いを振るった世界で、しかし人間たちは、未いまだ多数生き残っているらしかった。日本から遠く離はなれた国々は言うに及およばず、十香の被ひ害がいの直ちよく撃げきを受けた地域でさえ、地下に潜もぐって生き延びている人々の存在を確認することができたのだ。

　考えてみれば、自我を失っていた十香は、世界を滅ほろぼそうと、或あるいは人類を絶やそうとして暴れ回っていたわけではない。無造作で雑な破壊の目をかいくぐった者たちがいるのも、当然といえば当然のことではあった。

　世界は、十香が思っているよりも広大で。

　人間は、十香が思っているよりも強したたかだった。

　そんな当たり前の事実が妙みように嬉しくて、十香は生きている人間を見つけたとき、思わず涙なみだを滲ませてしまった。

　とはいえ、精霊の存在が秘匿されていたあの頃ころとは違ちがう。今や十香の存在は、世界中で恐きよう怖ふの象しよう徴ちようとなっていることだろう。そんな十香が大手を振って寄っていくわけにもいかなかった。

「さて、ならば、何をすべきか」

　十香は小さく呟つぶやくと、ぐぐっと伸びをした。

　自我を取り戻したとき。己のしたことを自覚したとき。ただ朽くち果てることこそが唯ゆい一いつの贖しよく罪ざいであるのかもしれないと考えもした。

　けれどそんな結末を選んでは、あのとき手を伸ばしてくれた並行世界の士道に申し訳が立たない。自分にできることが、何かあるはずだ。時間はいくらでもある。まずはそれを考えて──




「──あら、あら。

　しばらくお会いしないうちに、晴れ晴れとしたお顔になられましたわね」




　と。

「────っ」

　その瞬しゆん間かん、突とつ然ぜんそんな声が響いてきて、十香は後方を振り向いた。

　そこに広がっているのは、全てを圧おし潰つぶしたような瓦が礫れきの大地。身を隠かくす場所などありようがない。こんな声が届く距きよ離りまで、十香に気づかれずに接近することなどできるはずがなかった。

　そう──突然、影かげの中から現れでもしない限りは。

「な……っ」

　十香は大きく見開いた目で、その女の容よう貌ぼうを睨ねめ付けた。

　まさに影を具象化したような喪も服ふくを纏まとった、不気味な女である。袖そで口ぐちから伸のびる手や、襟えり元もとから覗のぞく肌はだは抜けるように白く、衣服の黒をより際立たせている。服に合わせたような漆しつ黒こくの日ひ傘がさを差しているため貌かおの全容を見取ることはできなかったが、薄うすい唇くちびるが、妖あやしい笑みの形に歪ゆがんでいることだけはわかった。

　その不ふ吉きつな容貌に、思わず身を強こわばらせる。そんな十香の様子を感じ取ったのか、女がさらに笑みを濃こくした。

「うふふ、最強の精霊さんに警けい戒かいしていただけるだなんて、身に余る光栄ですわね」

「……一体、何者だ。死神か……さもなくば地じ獄ごくからの使者というところか？」

　十香は眉まゆ根ねを寄せると、吐はき捨てるように言った。──もし本当にそうならば、神とやらは随ずい分ぶんと気が利いている、と自じ嘲ちようを込めて。

　しかし、女は可お笑かしそうに笑うと、ゆっくりと日傘を持ち上げていった。

「死神だなんて、心外ですわね。どうせならば──天使、とでも呼んでくださいまし」

「……！　おまえは──」

　その顔を見て、十香は息を詰つまらせた。

　ゆったりと肩かた口ぐちで一つに纏まとめられた艶つややかな黒くろ髪かみ。作り物のように端たん整せいな面おもて。

　──そして、時計の文字盤ばんが刻まれた左目。

　十香の記き憶おくにある姿よりも少し歳としを経、匂におい立つような色いろ香かを纏ってはいたものの──間ま違ちがいない。間違えようがない。

「狂三──？」

　そう。時とき崎さき狂三。かつて最悪の精霊と呼ばれた少女。

　だが、そんなはずはない。十香は表情を困こん惑わくの色に染めた。

「馬ば鹿かな、おまえは死んだはずだ。他でもない、この私が……殺してしまった、はずだ」

　十香の言葉に、狂三は面白がるような笑みを浮うかべた。

「一体誰だれに仰おつしやっておられますの？　わたくし、偶ぐう然ぜんにも似た顔をした方が多いもので。どなたかと勘かん違ちがいなさったのではありませんの？」

「……っ！　だが、確かに〈刻々帝ザフキエル〉は私の『剣けん』に──」

　言いかけて、十香は言葉を止めた。

　自我を失っていたあのときは気づかなかった違い和わ感かん。『剣』となった天使たちの中で、〈刻々帝ザフキエル〉のみが、妙にその霊れい力りよくが弱かったのである。

　それこそ──まるで、半分の力しか備わっていないかのように。

「──きひひ、ひひ」

　当とう惑わくする十香を楽しそうに眺ながめ、狂三が笑い声を漏もらす。

「ずっと、ずっと待っていましたわ、十香さん。あなたが正気を取り戻すのを。──まあ、救いの手をもたらしてくれたのが、並行世界の士道さん……というのは、さすがに予想外でしたけれど。

　──さて、十香さん。別にわたくしは世間話をしにきたのではありません。あなたに、提案をしにきたのですわ」

「何……？」

　十香が眉根を寄せながら返すと。

「ねえ、十香さん。──この世界をやり直したいとは、思いませんこと？」

　狂三は、時計の目をニィッと笑みの形にしながら、言った。
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　　　　◇




「──なっ!?　どうしたのですか司令、その格好は！　はっ、まさか高校入学記念ボーナスで座りに来てくださったのですか!?　ああっ、よもや高校の椅い子すよりも先に私わたくしめに座ってくださるとは！　この神かん無な月づき恭きよう平へい、幸福の極みでございます！　さあ、どうぞ一発、新制服での座り心地をご確認──」

「うっさい」

　琴里は、〈フラクシナス〉の艦かん橋きように入るなり奇き声せいを上げてきた神無月を一いち撃げきの下もとに沈しずめると、そのままのしのしと歩いていって艦かん長ちよう席に腰こしかけた。ちなみに神無月は苦しげに、しかし嬉うれしそうに「ぁりがとぅござぃますぅ……」と声を漏らしていた。

「それで、気になる反応って？」

　琴里はそう言うと、艦橋に控ひかえていたマリアに視線を向けた。先ほど五河家にいたマリアとは別のボディであるが、それを動かしているのは同一のＡＩである。

「はい、これを」

　マリアが右手を掲かかげると、それに合わせるようにして、メインモニタに地図と、細かな数字を表したグラフが表示された。

「これは……」

　それを見て、琴里は眉まゆをひそめた。それ自体は、〈ビースト〉が現れる前から観測されているものと似通っていたのだが──先月は世界中に広く分布していた反応が、今は局所に集中していたのである。

　琴里は額に汗あせを滲にじませながらマリアを見た。

「……何が微び弱じやくな反応よ。これじゃ、まるで──」

「──精せい霊れい術式そのもの？」

　と、そこで後方からそんな声が響いてきて、琴里は肩かたを震ふるわせた。

　見やるとそこに、二亜、そして折紙の姿があることがわかる。

「あなたたち、一体どうしてここに……？」

　予想外の顔触れに目を丸くする。確か朝食のあと、二亜は自宅へ、折紙は大学へ向かったはずだ。

　特に折紙は、教師たちの反対を押し切り、士道と同じ大学への進学を決めた猛者もさである。そんな彼女が、せっかくの一いつ緒しよに登校チャンスを逃のがすとは思えなかった。

「んー、まあ、ちょっと世間話をしに？」

「──私は、二亜に話を聞いて。……今日くらいは、と思って」

「……？」

　琴里は折紙の言葉に首を傾かしげたが、すぐに思い直して視線を鋭するどくした。

　そう。そんなことよりも今、聞き捨てならない言葉が発されたのである。

　精霊術式。それは、かつて魔術師アイザック・ウェストコットが為なした禁断の業わざ。

　世界に満ちるマナを集め集めて、究極の生命体──精霊を生み出す、失われたはずの技術。

　二亜の言うとおり、観測機の反応は、それが行われた際と非常に近い波長を示していたのである。

　が、それを指し摘てきした当の二亜は、緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない様子で続けてきた。

「まあ安心していいと思うよ。確かに近い波長だけど、たぶん自然現象だと思うから」

「自然現象ですって？　こんなマナの流れが、誰の意志でもなく偶然起こっているとでも言うの？」

　と、琴里はそこで気づいた。これだけの異常事態だというのに、自分をここに連れてきたマリアが、やたらと涼すずしい顔をしていることに。

「……マリア。あなたも二亜に何か聞いてたってわけ？」

「人聞きが悪いですね。折紙ならばまだしも二亜と共きよう犯はん扱いされるのは我が慢まんなりません」

「じゃあ違うの？」

「ノーコメントで」

「やっぱり知ってるんじゃないの！」

　琴里は苛いら立たたしげに髪を掻かきむしると、二亜に鋭するどい視線を送った。

「……ちゃんと説明してくれるんでしょうね？　一体、何が起こってるっていうの？」

　琴里が険しい顔で問うと、二亜は「むー」とあごに手を当てて唸うなった。

「んー、表現が難しいにゃあ。完全な偶然ってわけじゃないし、意志といえば意志……なのかな？　でも誰っていうのは違うし……」

「強しいて言うなら、『世界の意志』、とでも呼ぶべきもの」

　折紙が言うと、二亜が「お、そんな感じそんな感じ」と指を鳴らした。

「……ふざけてるの？」

　琴里が視線を鋭くすると、二亜はブンブンと首を横に振ふってきた。

「別にふざけちゃないってば。でもほら、〈囁告篇帙ラジエル〉って確かに何でも教えてくれるけど、それを理解するのはこっちの頭だからさ。情けない話だけど、全容を完かん璧ぺきに理解できてるわけじゃないんだよねぇ」

　二亜の言葉に、琴里は眉をひそめた。

「……二亜。あなた、何を知っているの？　あのとき〈囁告篇帙ラジエル〉で調べたのは、〈ビースト〉のことじゃなかったの？」

「んー？　そうだよ？　ビーちゃんのこと。ただ、わかんないことがあってさ。ビーちゃんはそもそもどうして、この世界に現れたのかなって」

「え……？」

　言われて、琴里は頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべた。

　確かにそれは重要な問題であった。並行世界の精霊などというイレギュラーがこの世界に現れた理由──もしそんなものが明確にあるのであれば、それを取り除かない限り、再びこの世界に脅きよう威いが訪れる可能性があるからだ。

　しかし、今のところ得られているのは、士道が並行世界の十香から聞いた、『呼ばれたような感覚』という曖あい昧まいなもののみだったのである。

　琴里が思考を巡めぐらせていると、二亜が、頭の中にあるイメージを整理するように指で空に何かを描えがきながら続けてきた。

「他にいい表現が思いつかないから、『世界の意志』って仮定させてもらうけど……それはさ、ここ一年ばかり、ずーっとある仕事をしてきたわけよ」

「仕事？」

「そ。一度バラバラになった存在を、寸すん分ぶん違たがわず同じ構成で元の形に戻もどす──ってね」

「……！　それって──」

「単純な構造物ならまだしも、その完成形が複雑怪かい奇きなるものだからさあ大変。如い何かに世界の意志とも言うべき存在ったって、一苦労どころの話じゃない。何百年……下手したら何千年、何万年とかかるかもしれない大仕事だ。

　──だから、『世界の意志』は、一計を講じた。

　並行世界の、目標の形に限りなく近い存在に、熱いラブコールを送ったのさ。

　もちろん並行世界の、って形容がつく以上、目標物と全く同一の存在じゃない。でもその瞬しゆん間かん、この世界に、『限りなく目標物に近い、生きた設計図』が存在したわけだ。──その作業工程が、だいぶ短縮されると思わない？」

「…………」

　琴里は、胸に手を当てると、すぅっと息を吸った。

　緊きん張ちようのためか、興奮のためか、心臓の鼓こ動どうが少し速くなっているのを感じる。

　琴里は艦長席を立つと、左方に設しつらえられたクルーの席に歩いていった。

　誰も座っていない、解かい析せき官の席。そこには今、この席の主が遺のこしたツギハギだらけのクマのぬいぐるみが置いてあったのだ。

　──世界の、意志。

　二亜と折紙の、曖昧かつ回りくどい言い回しで表現された、その存在。

　けれど、なぜだろうか。その話を耳にしたとき、琴里の脳裏に、とある人物の姿が思い起こされたのである。

　優ゆう秀しゆうな機関員にして、琴里の部下。

　かつて、琴里の側そばに控えていてくれた無二の親友。

　──そして、マナとなって世界に溶とけていった、ある女性の姿が。

「……本当に、仕方のない人」

　ぬいぐるみを抱だいてそう呟つぶやくと同時、琴里は、頬ほおを熱い何かが伝うのを感じた。




　　　　◇




　ざぁっという音を立てて、桜さくら吹雪ふぶきが空に舞まい上がる。

　思いがけず目にした絶景に、士道は小さく感かん嘆たんを漏らした。

「──すごいな、満開だ」

　鞄かばんや肩に付いてしまった桜の花びらを軽くはたき落としてから、歩みを再開する。木々の合間から降り注ぐ柔やわらかな木こ漏もれ日は、自然と士道の心を高こう揚ようさせ、その歩調を速くさせた。

　今週は大学のオリエンテーション。要は、これから一年受ける講義を選ぶための説明、及び体験期間である。自分の興味のある科目や必ひつ修しゆう科か目もくを、進級・卒業に必要な単位の分、バランスよく選ばなければならない。本当なら、同じ大学に進学した折紙とも相談したかったのだが、なぜか今日は、重要な用事があるから先に向かっていて欲しいと言われたのである。

　今士道が歩いているのは、川沿いにある桜並木であった。左右にずらりと桜が整列し、満開となった花々が自然のアーチを形作っている。

　とはいえ、その風景も、そう長く続くものではない。今日は四月一〇日。例年よりも少し遅おそい開花だとは聞いていたが、来週にもなれば花は粗あら方かた散ってしまうだろう。

　少し寂さびしい気もするが、それもまた仕方のないことであった。花が散れば葉桜となる。そして葉桜がその葉を散らし、再び枝に蕾つぼみを付けるのだ。今まで連綿と繰くり返されてきたであろう輪りん廻ね。来年になればまた、美しい花を見せてくれるだろう。

「四月、一〇日……か」

　薄うす紅べにのベールの中、士道はぽつりと呟いた。

　そう。四月一〇日。

　今日の日付は、士道にとって特別な意味を持っていたのである。

　二年前の今日。士道は、一人の少女と出会った。

　恐おそろしいほどに美しく、しかし天てん真しん爛らん漫まんで、どこか抜ぬけたところがあって──誰だれよりも気け高だかく、強い少女に。

　そして彼女は、士道に様々なものを残し──

　一年を待たずに、消えてしまった。

「…………はは」

　そこまで考えて、士道は思わず笑ってしまった。

　改めて思い起こすと、士道が彼女と過ごした時間は、一年にも満たなかったのだ。

　嗚あ呼あ、けれどその一年は。

　それまで生きてきた人生と比べても、まるで短く感じないくらいに、驚おどろきと、苦難と、そして何よりも、輝かがやきに満ちていた。

　それこそ、彼女と出会う前とあとで、士道の人生が変わったと言っても過言ではない。

　彼女がいたから、今の士道がいて。

　彼女がいたから、皆みながいる。

　それくらい、士道にとって、皆にとって、彼女は特別な存在だった。

「…………」

　士道は、ふっと笑みを漏もらすと、改めて辺りの景色を見み渡わたした。

　そういえば一度、ここに彼女を連れてきたことがあったのだ。

　あれは確か、まさに彼女が消えてしまった日。彼女と、彼女の姉のような存在と三人で、桜を見にやってきた。

　思えばあのときも、今日のように桜が満開で──

「────っ」

　瞬間。先ほどよりも強い風が辺りを通り抜け、木に咲さいていた花や、地面に落ちていた花びらを、派手に舞い上げた。

　淡あわい色のカーテンが視界を覆おおう。突とつ然ぜんのことに、士道は思わず目を瞑つむってしまった。

「……っと、凄すごい風──」

　と。

　うっすらと目を開けたところで、士道は言葉を止めた。

　長く、長く続く桜の道。

　その先。士道のちょうど正面に、先ほどまではなかった人ひと影かげが立っていたのである。




「────」




　その姿を見て、士道は思わず目を見開いた。

　薄紅の背景に映はえる、夜色の長い髪かみ。

　幻げん想そう的な色を映す、水すい晶しようの如ごとき双そう眸ぼう。

　暴力的なまでに美しいその面おもては、しかし柔らかな表情に彩いろどられていた。




「──君、は……」




　半ば無意識のうちに、士道はその言葉を零こぼしていた。

　なぜだろうか。彼女に会ったなら、そう問わねばならない──頭のどこかで、そう理解しているかのような感覚だった。











































「──私の名前は夜刀神十香。

　大切な人にもらった、大切な名だ。──素敵だろう？」








あとがき（※本編のネタバレを含ふくみます。未読の方はご注意ください）









　二〇一一年三月一九日に『デート・ア・ライブ』一巻が発売されてからちょうど九年。

　本編完結巻『デート・ア・ライブ22　十とお香かグッドエンド　下』をお送りいたしました。

　いかがでしたでしょうか。このシリーズが皆みな様さまの心に、ほんの少しでも何かを残すことができたなら、それに勝まさる喜びはありません。

　というわけでお久しぶりです橘たちばな公こう司しです。長らくお付き合いいただきました『デート・ア・ライブ』も、これにて完結と相あい成なります。

　皆様の応おう援えんのおかげで、企画当初の予想を遥はるかに超こえる長期シリーズになってくれました。また、数度のコミカライズ、アニメ化、ゲーム化、劇場版、スピンオフなど、様々な展開をしていただくことができました。非常に幸福なシリーズと言えるでしょう。

　これもひとえに、『デート』に携たずさわってくださった様々な方々、そして、読者の皆様のおかげでございます。この場を借りて、心よりの感謝を。




　つなこさん。長い間ありがとうございます。つなこさんのイラストなしでは、『デート』は成立し得ませんでした。精せい霊れいにメカに私服にと、節せつ操そうのないオーダーに、最高の仕事で応えてくださいました。つなこさんの絵に恥はじぬ原作をと思って駆かけ抜ぬけて参りました。本当にありがとうございます。あと毎回感想ありがとうございます。励はげみになってます。

　草くさ野のさん。原作、アニメ、広告に至るまで、『デート』の世界の印象は、草野さんのセンスによって形作られていたと言っても過か言ごんではありません。クールでスタイリッシュな表紙デザインが届くたび、毎回興奮しておりました。最高の仕事をありがとうございます。

　担当氏。思えば受賞時からの付き合いなので、今年で一二年くらいになるでしょうか。あなたがいなければ、そもそもこのシリーズは存在していなかったでしょう。『デート』のもう一人の作者はあなたです。本当にありがとうございます。原げん稿こうを引っ張ってしまってすみません。新作も頑がん張ばりますので、今しばらくお付き合いいただけると幸いです。

　東ひがし出でさん。ＮＯＣＯさん。格好いい文章×格好いいイラスト＝最強。素晴らしいスピンオフをありがとうございます。アニメも今から非常に楽しみです。

　そして、漫まん画が家か、イラストレーター、アニメスタッフ、キャスト、ゲームスタッフ、フィギュア・グッズ制作、編集、流通、書店など、『デート』に携わってくださったたくさんの方々に。また、今この本を手にとってくださっているあなたに。

　本当に、ありがとうございます。




　折おり紙がみ。君は最初、ヒロインでありながら敵役だった。そのため序じよ盤ばんは割を食ったこともあるだろう。だが、もう一人の主役とも言うべき君の視点は、お話を描えがく上で非常に助けになった。何より君を書くのは楽しかった。そして一〇巻、一一巻という前半最大の山場を経た君は、立派なヒロインになってくれた。君を描えがけて本当によかった。ありがとう。

　二に亜あ。精霊組の中でも終しゆう盤ばんの参さん戦せんだった君だが、驚おどろくべきことに一いつ瞬しゆんで皆みなに馴な染じんでしまった。明るく能動的でオタク知識もあり、メタ的な発言もなんとなく許される君は、本当にありがたいキャラだった。もはや君のいない短編など考えられないほどに。よくオチ要よう員いんに使ってごめん。いつも助かってます。ありがとう。

　狂くる三み。私の高校時代のノートから召しよう喚かんされた君は、ある意味最さい古こ参さんのキャラだった。そして、もっとも私の想像を超えて躍やく進しんしたキャラでもある。今や君なしで『デート・ア・ライブ』は語れない。物語上でも君ほど頼たよりになるキャラはいなかった。あとフィギュアやグッズもたくさん出てくれるのですごくお世話になってます。ありがとう。

　四よ糸し乃の。そして『よしのん』。二巻目で登場を果たした君は、十香の示した「点」を「線」にしてくれた重要なキャラだった。手て探さぐりの新シリーズに四し苦く八はつ苦くする私のオアシスでもあった。そして何より物語終盤では、私も驚くほどの成長と活かつ躍やくを見せてくれた。二〇巻のＭＶＰは君と言っても過言ではない。ありがとう。

　琴こと里り。君は一巻最序盤から完結巻まで、常にシリーズを支え続けてくれた功こう労ろう者しやだ。君がいなければこのお話は成立していなかった。ポジション柄がら視点人物になることも多く、もっとも作者の側に近いキャラだったとも言えるだろう。いろいろ辛つらい決断もさせた。ごめん。君がいてくれて助かった。ありがとう。

　六む喰くろ。精霊たちの中で最後に登場したため、他のキャラに比べて出番が少ない君だったが、その中でも見事に存在感を示してくれた。既き存ぞんキャラに対たい抗こうできるよう属性を盛りに盛ったキャラだったが、不思議なことにもっとも印象に残っているのは、君の純じゆん粋すいさだった。君がいてくれるだけでシーンが優しくなった。ありがとう。

　七な罪つみ。君くらいからキャラを好き勝手に作り始めた気がする。君はネガティブな自分が嫌きらいなようだが、白はく状じようしよう、君の視点を書いているときが一番筆ふでが乗った。二亜と並んで短編で活躍させやすいキャラだった。四糸乃という友、美み九くという天てん敵てきを得てさらに輝かがやきを増した。君の幸せを心から願う。ありがとう。

　耶か俱ぐ矢や。君は中二病キャラだったはずが、いつの間にか弄いじられキャラになっていた。嬉うれしい誤ご算さんである。君と夕ゆ弦づるの過去を描くことができて本当によかった。よくクロ○ダインみたいに使ってごめん。でもとても助かった。こう言うと「なんか私のコメントだけみんなと違ちがわない!?」と言ってくれそうなところがまた愛いとおしい。ありがとう。

　夕弦。耶俱矢を「動」とするなら「静」のキャラということで設定した君だったが、いつの間にか耶俱矢よりもナチュラル中二な上に、肉食なキャラになっていた。これも嬉しい誤算である。よい師に出会ったな。最後に風かざ待まち八や舞まいを出せて本当によかった。士し道どうとのデートシーンで見せてくれた可愛らしさが、君の本ほん領りようだと思っている。ありがとう。

　美九。予想だにしないキャラの変化や成長はよくあることだが、その中でも君には驚かされた。最初は憎にくまれ役だった君だが、いつの間にか愛されキャラになっていた。ちなみに担当氏は君が一番好きらしい。普ふ段だんは妖よう怪かいだが、年上キャラとして決めるところは決める君は非常に格好よかった。また君の歌が聴きけることを願っている。ありがとう。

　十香。『デート・ア・ライブ』は、君から始まった。君がいたからこの物語は生まれた。君がいたから、この長い旅たび路じを歩みきることができた。最後に君の笑顔を見るために、私は二二巻に及およぶ物語を書くことができたのだ。君の未来には楽しいことだけではなく、きっと多くの困こん難なんが待っているだろう。けれど君ならば、最後は笑っていられると信じている。士道と、皆と、末すえ永ながく幸せに。本当に、ありがとう。

　万ま由ゆ里り。劇場版は非常に楽しかった。尺しやくと設定の都合上台詞せりふや士道との触ふれ合いは少なかったが、君の最後の台詞は、未だ私の心に残っている。ありがとう。

　凜りん祢ね。ゲーム化の話が来たとき、オリジナルヒロインを全力で作ってやろうと思い生まれたのが君だった。まさに心に残るキャラになってくれたと思う。ありがとう。

　鞠まり亜あ。そしてマリア。物語序盤からいてくれた君を、こういう形で出すことができるとは思っていなかった。終盤はいろいろ助けられた。ありがとう。

　鞠まり奈な。最初は悪役だった君だが、予想外の活躍を見せてくれた。『凜り緒おリンカーネイション』での君の結末は、私の希望となってくれた。ありがとう。

　凜緒。君のおかげで救われたキャラは数多く存在する。設定上本編に絡からませづらかったのが心残りだ。だが私は忘れない。君が生まれる世界が確かにあったことを。ありがとう。

　蓮れん。君のゲームはまだ発売していないのであまり詳くわしく語ることができない。だが一つだけ。君のおかげで可能となったとある物語に、心からの感謝を。ありがとう。

　澪みお。ある意味で『デート・ア・ライブ』とは、君の愛の物語だった。実際、当初の予定では、物語は君の話で締しめくくるつもりだった。だが、実際はそうはならなかった。それから三冊分もの、精霊たちの物語が生まれた。君の娘むすめたちが、君を超えたのだ。君の物語を描くことができて私は本当に幸福だった。どうか真しん士じと幸せに。ありがとう。

　令れい音ね。あえて澪とは別に数えさせてもらおう。物語の陰かげの功労者はあなただった。琴里を支え、士道を助け、皆を導いてくれた。その根にあったのが自らの願望であったとしても、あなたの存在は、皆の心の拠より所どころになっていた。あなた自身は否定するかもしれないけれど、あなたは誰だれより優しい人だった。きっと、最後の最後まで。ありがとう。

　真ま那な。君の存在は物語に深みを与あたえる上で非常に重要な役やく所どころだった。厳きびしい人生を歩ませてごめん。作中でも指ゆび折おりに男前なキャラだった。ありがとう。

　天てん香か。最初は冷れい酷こくキャラだったはずが、知らず知らずのうちに妹煩ぼん悩のうなお姉ちゃんみたいになっていった。きっと君のおかげで、十香は幸せだった。ありがとう。

　並行世界の十香。君ならばきっと、望む未来を掴つかむことができる。ありがとう。

　エレン、ウェストコット、ウッドマン、カレン。君らのおかげで物語は始まった。最高の悪役だった。頼れる上官だった。ありがとう。

　神かん無な月づき、椎しい崎ざき、川かわ越ごえ、中なか津つ川がわ、箕みの輪わ、幹みき本もと。君たちのサポートのおかげで、士道はデートすることができた。変な選せん択たく肢しばっか選ばせてごめん。ありがとう。

　タマちゃん、殿との町まち、亜あ衣い、麻ま衣い、美み衣い。君たちは日常の象しよう徴ちようだった。いつも変わらず十香たちと過ごしてくれてありがとう。

　燎りよう子こ、美み紀き恵え、ミリィ。いつも天てん宮ぐう市しを守ってくれてありがとう。

　真士、アルテミシア、〈ニベルコル〉、竜たつ雄お、遥はる子こ、ジェシカ、パディントン、アンドリュー、アシュリー、セシル、レオノーラ、ミネルヴァ、マードック、花か音のん、日ひ依より、渚なぎ沙さ、朝あさ妃ひ、昴すばる、リリコ、ロボ折紙、ここには書き切れない全てのキャラへ。ありがとう。

　そして、士道。企画当初、君は無色なキャラだった。けれど実際に話を書いているうちに、物語が進んでいくうちに、君はどんどん色を帯びていった。君でなくてはならなくなった。君は私の最高の友であり、憧あこがれだった。きっと君ならば、物語として描かれることのないこれから先の人生を、しっかりと歩んでいけることだろう。君の行く先に幸さち多おおからんことを。本当に、ありがとう。




　さて、長いようで短かったあとがきも、これにて幕まくとなります。

　本編は完結を迎むかえましたが、『デート』はまだまだ終わりません。『アンコール』も続いていますし、『デート・ア・バレット』に至いたってはアニメ化企画も進行しております。

　そして、『デート・ア・ライブ』本編もアニメ続編シリーズの制作が決定いたしました！　またアニメでお会いできることを楽しみにしております。

　改めて、本当にありがとうございます！
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